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特別研究経費最終成果報告書 

（グループⅡ） 

 

事業名：先導的薬剤師養成に向けた実践的アドバンスト教育プログラムの共同開発 

 

グループ課題名：長期課題研究及びアドバンスト教育プログラム／最先端創薬研究プログ

ラム 

 

事業実施大学 

：岡山大学大学院医歯薬学総合研究科、東北大学薬学研究科、東京大学薬学研究科 

 

１． グループⅡの事業 

 

１－１．グループⅡの課題 

 薬学部を有する国立 14 大学で平成 22 年度から実施されてきた「先導的薬剤師養成に向

けた実践的アドバンスト教育プログラムの共同開発」事業（以下、「本事業」と呼ぶ。）に

おいて、東北大学、東京大学、岡山大学の 3 大学は、まずグループⅡとして「長期課題研

究及びアドバンスト教育プログラム」を中心に取り組むこととしてきました。さらに他の 3

グループに属する大学を中心に検討が進められている「実践的医療薬学教育プログラム」、

「SP 養成及び PBL チュートリアル教育プログラム」、および「教育評価手法プログラム」

についても、それらの成果をも受け継ぎながら、グループⅡにおいても各大学で本事業を

進めてきました。 

 事業は、平成 18年度から開始された６年制薬学教育を確立・推進していく過程そのもの

でもあります。国立大学においては特に、今後の６年制教育のモデルとなるような教育プ

ログラムを確立する必要があり、そこでは社会的な要請として、医療現場での医薬品適正

使用に留まらず、創薬研究、感染症予防、食と環境の安全・安心確保などを含めた、国民

の健康に総合的に貢献できる薬剤師を輩出する教育が求められています。薬剤師が果たす

べき役割はこのように広く、また高度化しており、これらに対応するためには、これまで

に実施されてきた薬学教育だけでなく、問題設定やその解決の方法を提案でき実施できる

ような能力を持ちうるような教育が重要と考えられます。こうした背景から、「アドバンス

ト教育」と呼ぶべき高度な教育が必要であり、また「長期課題研究」の中では、実務実習

での病院および薬局での学習経験もふまえた、新たな視点が必要と考えられます。 

 さらに、平成 23 年度末に 6年制薬学教育の第 1期生が卒業し、平成 24 年度から 4年制

大学院教育が開始されました。この大学院教育の確立・推進も重要な課題となっています。

本事業ではこの大学院教育のモデル構築も大きな目標となっており、グループⅡの 3 大学

においてはその一環として「最先端創薬研究プログラム」の確立を進めています。 
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 本稿では、グループⅡの 3 大学で共同して実施してきた「長期課題研究及びアドバンス

ト教育プログラム」の開発に関する事業の内容についての紹介するともに、グループⅡ担

当の領域に関する事業について 14大学にアンケートを依頼し、全体のこの課題についての

進展状況を説明します。 

 

１－２．グループⅡの事業経過 

 平成 22 年度においては、国立 14 大学薬学部における「長期課題研究及びアドバンスト

教育プログラム」の現状に関して、①病院・薬局等と連携した取り組みについて、②長期

課題研究（卒業論文研究）の実施について、③自立的研究（薬剤師としての実務を通じて

見いだした研究テーマ）の実施について、④アドバンスト教育プログラムの実施について、

等のアンケートを実施し、その回答結果をまとめ、薬学会 131 年会で紙上報告するととも

に、翌年、詳細を薬学雑誌に報告しました 1)。 

 平成 23年度は薬学教育６年制化の６年目にあたっており、その１期生が年度末に卒業を

迎えました。この年度においては、前年度の実施内容を点検してさらにその豊富化をはか

るとともに、本事業参加 14大学に対してアンケートを実施しました。そこでは、実務実習

を経た段階での病院等との連携研究、長期課題研究の実施、アドバンスト教育等について

引き続き設問とした他、博士課程コース（4年制）への進学についての各大学の取組状況を

調査項目に加えました。さらに、それまでの取組の成果およびこのアンケートの結果につ

いて薬学会 132 年会シンポジウムで発表するとともに、他グループ所属の各大学の取組に

ついても成果の交換を進めました 2)。 

 平成 24年度には、薬学系の 4年制大学院教育がスタートしたことから、大学院教育との

接続を視野に入れた学部教育を推進する観点から事業を進めました。また、平成 24年 12

月には、本事業の東北大学での推進状況および今後の教育研究の方向性について、東北大

学富岡教授らによる講演会を、岡山大学の教員・学生を対象として実施し、グループ内で

の交流を進めました。本事業参加 14大学へのアンケートも引き続き実施し、これまでの調

査項目に加えて、卒業生の進路についての調査項目に加えるとともに、博士課程コースに

ついての調査項目として、博士論文研究の具体的なテーマ例をも加えました。さらにこの

アンケートの結果およびこれまでの本グループのとりくみについて薬学会 133年会シンポ

ジウムで発表し、また他グループ所属の各大学との間での、それぞれが進めている事業内

容についての相互の意見交換をも進めました 3)。 

 平成 25年度には、本グループを中心に、国立 14大学によるシンポジウムを 11月 9日に

開催しました。シンポジウムは、「長期課題研究及びアドバンスト教育プログラムおよび最

先端創薬教育プログラム」について、東北大学大学院薬学研究科大講義室を会場に、東北

大学富岡教授を中心に準備を進め、シンポジストを名倉弘哲（岡山大）、平澤典保（東北大）、

草間真紀子（東京大）、眞野成康（東北大病院）の各氏に依頼し開催しました。また引き続

き 14大学へのアンケートを実施し、病院・薬局等と連携した取組、長期課題研究（卒業論
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文研究）の実施、アドバンスト教育プログラムの実施、4年制博士課程の実施状況等ととも

に、特に大学院における最先端創薬研究プログラムの実施と先端研究に共用できる提供可

能なリソースについて、調査項目に加えました。この調査結果については、薬学会第 134

年会で報告しました 4)。 

 平成 26年度においては、14大学のアドバンスト教育、長期課題研究や 4年制博士課程

大学院における取組についてさらにアンケートを実施し、その結果について薬学会第 135

年会で報告しました 5)。各大学で長期課題研究が臨床施設との連携を含め実施される体制が

着実に構築されてきており、また、各大学独自のアドバンスト教育も進められています。

さらに、4年生博士課程においても、論文として結実する教育研究が進められていることが

示されました。 

 平成 27年度においても 14大学に対するアンケートを実施しました。その結果、薬学科

学生の博士課程への進学の促進を促す取り組みが積極的に進められている他、グローバル

化や地域医療との関係を意識した取り組みが各大学で、学部（薬学科）および大学院にお

いて進められています。その結果は、薬学会第 136年会で報告 6)する予定です。 

 

２．成果 

 

 ここでは主として、これまでの本事業の中で構築され、学部教育として企画・実施され

てきた教育プログラム、長期課題研究例について、これまでのグループⅡ3大学の取組の中

で特徴的なものを以下に示します。 

 

２－１．病院・薬局等と連携した教育プログラム 

 東北大学では、①病院実習期間中に、病院（診療科）の臨床症例検討会に薬学科学生が

参加し、医師の治療方針決定プロセスを学習するとともに、②薬剤師の処方設計支援の在

り方を薬学部教員と検討する機会を設定しています。 

東京大学では、6年制教育を企画・運営する実務実習委員会に、附属病院薬剤部長が参加

するというかたちで、病院薬剤部と学部教育との連携をつくりだしています。また、医療

安全を目的とした、薬局におけるヒヤリハット事例、副作用事例の実際収集とその解析法

に関する教育の企画も進めています。 

岡山大学では、①県内の病院薬剤部長、保険薬局薬剤師および医師を外部講師として招

聘した授業を実施し、また、②病院実務実習実施体制、指導内容の充実を図るため、岡山

大学病院薬剤部と連携して「実習受け入れに関する WG」を組織する、などの取組を進め

ています。 

 

２－２．長期課題研究の実施 

 東北大学では、①病院（診療科）の臨床症例検討会に学生が参加し、臨床現場で求めら
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れている課題と基礎研究の接点で、診療科との共同研究の実施を進めている他、②東北大

学医学系研究科及び「エコチル調査宮城ユニットセンター」に加わり、妊婦の貧血・血圧

など各種臨床パラメーターと胎児・新生児の発育に関する長期課題研究を実施するなどの

取組を進めています。さらに、医学系研究科腎・高血圧・内分泌学分野および東北大学病

院血液浄化療法部が中心的に行っている「宮城艮陵 CKD（慢性腎臓病）研究」に参加し、

主として降圧薬やエリスロポエチン製剤の使用状況や臨床効果に関する課題研究を行って

います。長期課題研究としては、これらの他、LC/ESI-MS を用いた血清胸腺因子(FTS)定

量法の開発、リコカルコン A の COX-1 活性抑制メカニズムの解明、LC/MS によるヒト血

漿メタボローム解析手法の構築と臨床応用などの研究が進められています。 

 東京大学では、医学部附属病院薬剤部が薬学系研究科の協力講座となっており、一部の

学部学生が、薬剤部において長期課題研究を病院と連携して実施しています。これらの他、

学生の長期課題研究のテーマとしては、医薬品のリスクベネフィット評価に対する多基準

決定分析（MCDA）の利用可能性の検討、翻訳中のリボソームの１分子運動解析、presenilin 

1 のコンフォーメーションの変化と Aβ42 生成との関係に関する研究などが進められてい

ます。 

 岡山大学では、術後せん妄発症予防に対する薬剤師の有用性について、岡山大学病院薬

剤部と連携した研究を進めているほか、腎細胞癌における分子標的薬の治療効果と STAT3

遺伝子多型との関連性というテーマで、神戸大学病院と連携して研究を進めています。さ

らに、救急・集中治療領域における漢方処方による感染症抑制効果や、せん妄に対する抑

制効果に関する研究なども進められています。 

 

２－３．アドバンスト教育プログラム 

 東北大学では、①セルフメディケーション学として、行政、病院薬剤師、薬局薬剤師、

大学教員等がオムニバス形式で講義を担当する科目を自由聴講科目として開講している他、 

②診療科の臨床カンファレンスに出席し、診断過程や病態の理解、治療方針決定過程を体

験する、③がん領域での実践的知識と研究能力を兼ね備えた人材育成を行うため、病院実

務実習後、診療科の臨床カンファレンスで取り上げる患者の治療を把握し、薬剤師として

の介入の必要性、代替治療法・支持療法の提案の必要性などの演習を行い、通院治療患者

に対する薬学的管理の重要性について学ぶ取り組みをも行っています。 

 東京大学では、東京大学医学部附属病院における実務実習の際、薬剤部のほか、2 日間、

臨床研究支援センターで医学部生と同じ実習をする、という形でのアドバンスト教育を実

施しています。また、医療安全を目的とした薬局におけるヒヤリハット事例の収集も重要

で、これについての取り組みが進められています。 

 岡山大学では、①臨床での薬剤師業務および適正な薬物療法の実践について理解を深め

る目的で，「臨床薬学」として、教員が提供するシナリオ（患者背景、診断、治療方針）に

ついて、学生が自ら調べた情報をもとに議論し、薬物治療の提案ならびに他職種への情報
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提供について学ぶ授業や、②医学科、保健学科看護学・検査専攻学生とチームを構成し、

岡山大学病院総合診療内科医師・薬学部教員等の指導のもとに、実際に来院した外来患者

の情報について診断・検査・治療を議論する授業を実施しています。また、平成 25年度か

ら、成均館大学薬学校（韓国）で開講されている英語での専門科目（２～３科目）を成均

館大学薬学校の学生とともに岡山大学の学生が受講する事業を実施し、あわせて、参加学

生の成均館大学の学生との交流を図る機会とし、グローバル化への対応を行っているとこ

ろです。 

 このように、グループⅡでは、病院・薬局と連携した教育プログラム、長期課題研究、

アドバンスト教育を、いずれも着実に進めてきています。また、グループⅡ以外の他の国

立大学薬学部においても、種々の取組が進められています。 

グループⅡでの実施状況を含めて、その他のアンケート調査によって明らかになった各

大学での事業については、平成 22 年度については文献 1) に、平成 23 年度から平成 25 年

度については以下の資料に示されているとおりです。 

平成 23年度の調査結果 2) については資料１および資料２に、平成 24 年度の調査結果 3) 

については資料３および資料４に示しています。また、資料 5には、平成 25年度（11月 9

日）に実施されたグループⅡ東北大学富岡教授開催のシンポジウムの概要を示しており、

資料６には同年度の各大学のアンケート調査の結果をまとめたもの 4) を示しています。平

成 26年度にとりまとめたアンケート結果は資料７（学部）および８（大学院）に、さらに、

平成 27年度のアンケート結果は資料９（学部）および１０（大学院）に示しています。 
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患者への問診・視診・聴診・触診、電子カルテへの問診の記録、バイタルサインチェック、レントゲン検査、心電図・心腹部エ
コー、デイケアサービスでの診療、リハビリ室の診療・理学療法作業療法体験、訪問診療・在宅診療への同行、小学校の健
康診断の助手などを体験

○大学病院における3次救急センター実習（企画中）（岡山）
精神科外来におけるアドバンスト実習を実施（広島）
・病院実習におけるIPE教育の取り入れ(徳島)
薬局実務実習での取り組みについて、学部学生が学会発表を行った。(九州)

1-1)    先導的薬剤師養成という観点で病院・薬局等と連携した教育プログラムの取り組み事例（企画段階でも結構
です）がありましたら具体的にご回答下さい。

（昨年に引き続き）実務家教員，臨床教員（実務教育の充実のため，臨床現場の研修を継続しながら教育にあたっている助
教）が附属病院に薬剤師として登録し，現場でのリアルタイムな経験を活かしながら症例解析演習等を行っている．(北海
道）
・病院実習の期間中、病院（診療科）の臨床症例検討会に薬学科学生が参加し、医師の治療方針決定プロセスを学習する
・病院実習後の５，６年生は、大学病院の３診療科のカンファレンスに参加し、実際の診断、処方がどのようになされている
６年制教育を企画・運営する実務実習委員会に、附属病院薬剤部長が参加している。(東京)
医学部学生BSLへの参加実習　(千葉)

・6年次に「病院実習II」（2単位、3ヶ月）の選択科目を設けて応用実務実習を行っている。

・１年次にNPOアカンサス薬局で早期体験学習を実施している。

○３診療所の医師のグループのもとで、臨床における治療の実際を見学（臨床薬学演習I）

・3年次に薬局薬剤師による講義を実施している。

医薬品卸の機能と役割を理解するために、実習生が卸会社（スズケン、明祥）を見学する。

・実務家教員および臨床系教員が附属病院に薬剤師として登録し，実務を兼務し現場で経験を活かし、講義、実習などを
行っている。

該当なし(京都)

貴大学薬学科における先導的薬剤師養成という観点で病院・薬局等と連携した取り組みについてお尋ねします。

附属病院：

薬局：

・ 医療系講義、実習、演習、OSCEを企画、運営する医療教員会議に附属病院薬剤部の病院薬剤部長、副部長、助教が参
加している。

・１年次に附属病院で早期体験学習を実施している。
・3年次および４年次の実務実習事前学習において、病院薬剤部長、副部長及び薬剤師による講義を行っている。
・4年次の実務実習事前学習において附属病院の医師による診断・治療・処方についての講義を開催している。

・早期体験学習において、医学部保健学科の学生と一緒に不自由体験を行っている（実施中）。
・医学系研究科の教員が複数の専門科目の講義を行っている（実施中）。

・医学部付属病院・薬剤部、医学部・医学系研究科との連携を強化し、講義、実務実習、長期課題研究の充実を図る（予
定）。（大阪）

・富山市救急医療センター見学
　休日、夜間診療における薬剤師の役割を理解するために、実習生が休日に富山市救急医療センターで働く薬局薬剤師の
業務を見学する。

見学内容・学習のポイント：調剤、服薬指導、在庫管理などを見学する。休日・夜間診療のため、１日分のみの調剤となるこ
となど、調剤薬局とは異なることを学ぶ。

見学内容・学習のポイント：日本の医薬品卸の機能・役割、卸での管理薬剤師の業務、物流機能について講義を受け、業務
の流れに沿って会社内施設を見学する。調剤薬局からの発注から納品までの業務内容について、説明を受け、見学するこ
とにより学ぶ。(富山)

・ NPOアカンサス薬局を利用した薬局実習を行っている。
・ NPOアカンサス薬局に実務家教員および職員を派遣し実習を行っている。
・ 英語による臨床薬学教育の教材開発と薬局によるカリキュラムの検討を行う予定である。（金沢）

平成２２年度から５年生の授業科目「高次臨床実務実習Ⅰ」で、病院実習施設である長崎大学病院の６つの内科において２
週間の参加型臨床実習を行っている。平成２３年度からは６年生の授業科目「高次臨床実務実習Ⅱ」で、同じく長崎大学病
院の各診療部門等において１週間の参加型臨床実習と五島列島での１週間の離島・へき地医療実習を行っている。(長崎)

病院実務実習の一環として、熊本大学医学部附属病院における「医学生の臨床実習（ポリクリ）に連携した参加型実務実
習」（６年制薬学科学生全員を対象）が行われています。本実習では、熊本大学医学部附属病院各診療科スタッフの全面的
な協力を仰ぎ、将来、医療現場で協働作業を行う医学生と薬学生が学生のうちから"共に学ぶ体験"をすることは有意義と
考えています。平成23年度は、8月29日から12月16日にかけて、医学部5年次学生の臨床実習の各グループ（4名）につき、
薬学部学生3～4名ずつが参加し、6診療科を対象に、オリエンテーション等を含めて学生1名当たり5週間の臨床実習（前後
1週間の事前実習およびまとめを含む）を実施しています。（熊本）

1-2)    先導的薬剤師養成という観点で病院・薬局等と連携した長期課題研究（卒業論文研究）の取り組み事例（企
画段階でも結構です）がありましたら具体的にご回答下さい。

（昨年に引き続き）附属病院と連携し，診療情報を利用した薬物治療に関する疫学調査等の臨床研究を行っている．（北海
道）

・病院（診療科）の臨床症例検討会に薬学科学生が参加している。このような臨床現場で求められている課題と基礎研究の
接点を見出す機会を設定することで、診療科との共同研究を開始しているところである

先導的薬剤師養成に向けた実践的アドバンスト教育プログラムの共
同開発

第2グループ(平成23年度）

1.   病院・薬局等と連携した取り組みについて

Yoshihisa
テキストボックス
資料１



配属時期
３年次　４月
３年次１０月
３年次１１月
３年次　１月
４年次　４月

発表件 発表件 発表件 発表件 発表件 発表件
（連名） (本人） （連名） (本人） （連名） (本人）

北海道 3 1 17 9 27 11
東北 4 5 14 5 36 17
東京 2 1 1 1 10 6
千葉 31 16 69 24 72 26
富山 4 2 23 7 37 22
金沢 0 0 7 4 25 15

大学名
平成２３年度４年次 平成２３年度５年次 平成２３年度６年次

・ 東北大学付属病院（医学系研究科）との共同研究を卒業論文研究の研究テーマとしている。
・ 臨床検体の化学分析による新しい診断法の開発について、共同研究を行なう予定である。
・ 東北大学大学院医学系研究科環境遺伝医学総合研究センター及び東北大学病院産婦人科を中核メンバーとする「エコチ
ル調査宮城ユニットセンター」に加わり、妊婦の貧血・血圧など各種臨床パラメーターと胎児・新生児の発育に関する長期課
題研究を行っている。

・ 東北大学大学院医学系研究科腎・高血圧・内分泌学分野及び東北大学病院血液浄化療法部が中心的に行っている「宮
城艮陵ＣＫＤ（慢性腎臓病）研究」に参加し、主として降圧薬やエリスロポエチン製剤の使用現状や臨床効果に関する長期課
題研究を行っている。(東北)

医学部附属病院薬剤部が薬学系研究科の協力講座となっており、一部の学部学生が、薬剤部において長期課題研究（卒
業論文研究）を行っている。(東京)

がんセンター東病院などの地域の中核・専門病院との共同研究（千葉）

・抗リウマチ薬メトトレキサートの時間薬物療法の有効性・安全性評価に関する多施設共同無作為割り付け二重盲検試験

　本研究は、九州地区の4つの医療施設と富山大学附属病院（富山大学は準備中）における関節リウマチの外来患者を対
象とした臨床研究である。プラセボ薬を作成し、ダブルダミーによる2群（従来投薬群と時間薬物療法群）間の比較試験であ
る。学生は、薬剤師の管理のもとプラセボ薬の作成や試験薬の調剤や、外来での被験者応対（準備中）、データ解析等を担
当する。臨床試験を通して、薬剤師の役割やCRCの役割、データ解析手法の学習、研究デザインの意図や作成技術を学
ぶ。
漢方方剤の適正使用に向けた薬学的取り組み（近日、製薬メーカーと協議予定）

　本研究では、漢方薬として調合されている個々の生薬成分を対象に、単味によるエキス抽出や薬物動態試験と種々の生
薬を混合した漢方方剤によるエキス抽出や薬物動態試験を実施し、対象となる生薬成分の抽出率の変化や薬物動態の変
化を評価し、薬物間相互作用の観点から考察し、より有効成分の適正な投薬が可能となる漢方方剤の作成方法の検討や
投与方法の検討などを行う。(富山)

・病院薬剤部を協力講座として学生を数名配属し、薬剤部の試験室業務から発展した臨床研究の一部を薬剤師とともに６
年制の学部学生が分担し、長期課題研究として取り組む体制をとっている。

・附属病院と連携し，診療情報を利用した薬物治療に関する疫学調査等の臨床研究を行っている。
・県内病院との共同研究を行っている。

京都大学医学部附属病院薬剤部が薬学研究科の協力講座となっており、学部学生が配属して卒業論文研究を実施いてい
る(京都)

・実務家教員の研究室に配属された学生の長期課題研究については、一部を医学部付属病院との連携によって実施してい
る（実施中）。

・現在配属が行われていない医学部付属病院薬剤部に学生を配属し、医学部付属病院における長期課題研究を実施する
○ 岡大病院薬剤部との共同研究：肺移植患者における免疫抑制剤の至適投与設計手法の開発

2-2)    薬学科学生の長期課題研究（卒業論文研究）の成果について学会発表した件数（共同研究者としての連名で
の発表を含む，年度内に開催される学会で発表が確定（演題申し込み済み）しているものを含む）した件数をご回
答下さい。また，発表件数のうち，学生本人が発表した件数もご回答下さい。

九州
北海道，東北，広島，徳島，長崎

貴大学薬学科における長期課題研究（卒業論文研究）についてお尋ねします。

具体的な取り組み事例として、熊本大学医学部附属病院と連携した長期課題研究の内容を以下に列記します。
（以下，膨大な研究者個人別のデータため，略さしていたきました）（熊本）

2.  長期課題研究（卒業論文研究）の実施について

TDM用新規装置の開発（企画）（徳島）
卒業論文研究として、九州大学病院等での臨床研究を行っている。(九州)
今のところ事例はない。(長崎)

2-1)     平成24年度以降の研究室への配属の時期は，いつでしょうか。

・地域薬局と連携して在宅医療についての調査研究を行う予定である。(金沢)

大学名

○ 薬局との連携：岡山県南農業地域における高齢患者の催眠鎮静薬、抗精神薬の使用実態に基づく服薬指導アプローチ
（第21回日本医療薬学会で発表）

○ 病院との連携：妊婦・授乳婦に関わる国内外の医薬品情報を集積したデータベースの構築（第21回日本医療薬学会で発
表）(岡山)

病院薬剤部配属の学生を中心に卒業論文発「透析実施例におけるcarboplatin血中濃度を指標とした投与設計」など　(広
島)
・大学病院との共同研究に卒業研究として参加。以下事例。
産科婦人科との「ヒト妊娠時の血漿リゾ脂質濃度変動と正常妊娠維持との関連」
臨床試験

熊本
千葉，富山，岡山
東京，金沢，京都，大阪



京都 4 2 22 8 31 17
大阪 9 0 42 13 22 16
岡山 21 11 20 9 37 24
広島 30 70 30 72 32
徳島 19 4 29 8 53 34
九州 0 0 6 2 15 14
長崎 13 5 15 4 19 8
熊本 22 3 18 7 45 19
合計 162 50 353 131 501 261

大学名
平成２３
年度４年

次

平成２３
年度５年

次

平成２３
年度６年

次
北海道 1 3 6
東北 0 3 1
東京 0 0 1
千葉 0 8 14
富山 0 2 1
金沢 0 1 2
京都 0 2 5
大阪 1 4 7
岡山 0 3 7
広島 6 9 12
徳島 1 7 6
九州 0 2 3
長崎 0 2 3
熊本 2 5 12
合計 11 51 80

配属時期
６年次　９月
６年次１１月
６年次１２月

大学名
発表時

間
質疑応
答時間

北海道 8 3

東京 10 10

千葉 10 5

富山

金沢 8 4

京都 8 7

・卒論を提出させ、副査を設けて審査を行う（修士論文と同様の扱い）。

東北 12 8

北海道，千葉，徳島，九州，長崎，熊本
岡山

大阪 15 5 ・３年生以上の授業を休講として下級生にも聴講させる。

普段の研究指導の段階から、研究の経験時間が長いことが６年生薬剤師の特徴で
あることを理解させること。

本人にオリジナルな研究テーマであること。博士課程を意識させること。学会に積極
的に参加させ、研究意欲を持たせること。

盛り上げる工夫

要旨集を作成し，事前に配布

・  卒論発表会の発表時間，質疑応答時間，卒論発表会を盛り上げる工夫

※一人持ち時間を２０分間として、その中で発表時間と質疑応答時間を各分野の考
えで配分することにした。

質疑応答時間を長く取っている、教員・大学院生・学部学生に積極的に参加してもら
うような働きかけ・スケジュール設定としている。

４年制の卒論発表よりも発表時間，討論時間を長くし、修士論文発表に近い形式で
行なうようにした。質疑討論時間を長く取り、じっくり本人の意見を述べさせること。

発表会は、薬学部教員、大学院生、学部生が自由に参加し、討議に参加する。発表
会までに卒業論文要旨を提出し、副査を設けて修士発表と同様に実施する。

・卒論発表会の時期　

2-3)薬学科学生の長期課題研究（卒業論文研究）の成果が含まれる研究について学術誌（審査のある）に投稿し，

2-4)薬学科学生の卒論研究発表会の時期や発表時間・質疑応答時間をご回答ください。また，会を盛り上げる（活
発化）工夫などがあれば，ご自由にお書きください。

修士論文発表会と同様の要旨集を作成し、同じ場所で発表を行うなど、修士学生と
ほぼ同様の発表会を課している。また、副査２名をつけて発表、質疑応答を行う。た
だし、副査は助教も含めた全教員から選出する。

全研究室の助教の全員が座長を行うなど、薬学系研究室全体が関わるようにしてい
る。

薬学科のカリキュラムの一環として、４回生、５回生が発表会に参加し、６回生の発
表を聴講し、討議に参加する予定である

・要旨（Ａ４１ページ）を予め提出させ、教員、学生に公開する。

大学名

東北，東京，金沢，京都，大阪，広島



90 90
（ポス
ター）

（ポス
ター）

広島 8 7

徳島 10 5

60
(ポス
ター)

長崎 7 2

熊本 7 5

(H) その他

岡山

九州 5

［プログラムの名称］（　大学院連携セミナー（仮称）　）

(F) 健康社会・環境衛生を担う人材の養成に役立つプログラム
(G) ４年生修了者を対象とした博士前期課程大学院教育と連携したプログラム

［プログラムの名称］（　救命救急実習　）

3.  アドバンスト教育プログラムの実施について
貴大学薬学科におけるアドバンスト教育プログラムの実施（予定あるいは企画中を含め）状況についてお尋ねしま
す。

3-1)貴大学薬学科において，アドバンスト教育プログラムを実施もしくは企画されていましたら，そのプログラム
の名称，概要，実施学年，および実施目的をご回答下さい。実施目的については以下の(A)～(H)からご選択くださ
い。複数のプログラムがある場合は，それぞれのプログラムごとにお示しください（多数ある場合は，欄を増やし
てご回答ください）。

(A) 大学院進学へのモチベーション形成に役立つプログラム
(B) 高度な医療人の養成に役立つプログラム
(C) 創薬研究者の養成に役立つプログラム
(D) 薬学教育を担う人材の養成に役立つプログラム
(E) 行政を担う人材の養成に役立つプログラム

［プログラムの概要］（３～６年次，卒業論文実習（６単位）に含まれる）
［実施学年］（　3-6　年次）
［実施目的］（A, B, C, D, E, F, G）(北海道)
［プログラムの名称］（医療情報解析演習）
［プログラムの概要］（モデル症例の臨床症状や各種検査値から適切な薬剤を選択し，処方を提案するとともに，患者に服
［実施学年］（　4　年次）

［実施学年］（　６年次）

［実施目的］（A, B, D）(北海道)
［プログラムの名称］（Ｆ：セルフメディケーション学（平成23年度臨時開講））
［プログラムの概要］（行政、病院薬剤師、薬局薬剤師、大学教員等がオムニバス形式で講義を担当する）
［実施学年］（　４年次）　自由聴講科目として広く開講

［実施目的］（今後拡大する社会的ニーズに的確に対応し、セルフメディケーションの実施に携わり、さらに指導的立場で活
躍できる人材育成に資するため　）(東北)

［プログラムの名称］（Ｂ：診療科カンファレンス）

［プログラムの名称］（　BSL（ベッドサイドラーニング）　　　　　　　）

［プログラムの概要］（医学部５年次学生のBSLに参加し、医学部学生と同じ患者を担当したり、カンファランスに参加し、臨
床現場における診断、治療の実際を見学したり、薬物投与計画に参画することにより、専門職連携や医療チームにおける
薬剤師の役割について学習する）

［実施学年］（　５年次）
［実施目的］（　B、E　）(千葉)
［プログラムの概要］（応用実務実習：3ヶ月　病棟薬剤師の指導の下、薬剤管理指導業務をはじめチーム医療に参画する。

［プログラムの概要］（診療科の臨床カンファレンスへの出席）
［実施学年］（　６年次）

［実施目的］（チーム医療の一員となるべく、診療科で行われている臨床カンファレンスに出席し、診断過程や病態の理解、
治療方針決定過程を体験する。）(東北)

［プログラムの名称］（Ｂ：がん領域薬学教育）
［プログラムの概要］（がん領域での実践的知識と研究能力を兼ね備えた人材育成）

［プログラムの名称］（総合薬学演習）

［実施目的］（病院実務実習後、診療科の臨床カンファレンスで取り上げる患者の治療を把握し、薬剤師としての介入の必要
性、代替治療法・支持療法の提案の必要性などの演習を行い、通院治療患者に対する薬学的管理の重要性について学
ぶ）(東北)

［実施学年］（６年次）
［実施目的］（B，D）(金沢)

ベストポスター賞を制定

特にありません

大学院生、学部学生へ出席を促した。また他の授業との時間調整が行えた４年生に
関しては全員が出席した。教員が参加できる時間帯に設定した。そのために部内会
議の時間調整を行った。

卒論発表会を低学年学生および学外（5年次に実務実習でご協力いただいた指導薬
剤師）にも案内・開放し，修士論文の発表内容は、従来の修士論文匹敵するように、
指導した結果、発表者の適度な緊張感のもと実りある卒論発表会となった。

［実施目的］（　B　　）(北海道)
［実施学年］（　4　年次）
［プログラムの概要］（防災協会の協力を受け，普通救命講習Ⅱを実施．修了証が発行される．）

多くの教員や学生が参加する公開での発表

公開発表とし、6年生の学部学生4年生、5年生は全員参加とした。



［プログラムの概要］（薬学部３，４年生の実習・演習の補助を通して，病院実習，薬局実習で習得した薬剤師に必要な知
識、技能、態度を薬学部３年生；臨床薬学演習I、薬学部４年生：臨床薬学演習II，薬物治療演習，医療におけるくすりを学ぶ
IIIの学生実習のリーダーやチューターを務めることを通して確認する。）

［実施学年］（６年次）
［実施目的］（B,D,F）(金沢)

［実施学年］（１－６年次）

［プログラムの概要］（①臨床薬学教育システムの整備を進めるため「臨床薬学教育支援室」を設置し、医学部、徳島大学病
院と連携し事前学習、実務教育の体制整備。②医療教育に直結した教育の実施を進めるため、医学部、歯学部、薬学部学
生参加による合同医療人ワークショップを開催。③診療支援。④卒後教育講座を開催し、既卒者の再教育を実施。⑤薬剤
師教育能力の向上を目指し、「薬学部教員再教育制度」を設置）

［プログラムの名称］（文部科学省　特別教育研究経費（教育改革）　薬学・医学・病院の連携による臨床薬剤師・医療薬学
研究者育成システム構築事業）

［実施目的］（最先端の医薬品開発に触れ、創薬へのモティベーションを高める。）（広島）
［実施学年］（　5　年次）
［プログラムの概要］（　大学教員、製薬企業の研究者による講義を聴講する。　）
［プログラムの名称］（　C：薬科学特論　　　　　　　　　　　　　）

［実施目的］（　医療倫理感・使命感の醸成、コミュニケーション能力の向上、問題解決能力の向上等を目指している　）(広
島)

［実施学年］（　3　年次）
［プログラムの概要］（　薬害被害者を講師として招聘し、合宿型の勉強会を開催　）
［プログラムの名称］（　B：患者志向型合宿勉強会　）
［実施目的］(B)(岡山)
［実施学年］（５・６年次）

［プログラムの概要］医学科（5年生）・保健学科看護学専攻・検査専攻（4年生）とチームを構成し、岡山大学病院総合診療
内科医師・薬学部教員等の指導のもとに、実際に来院した外来患者の情報について診断・検査・治療（薬物治療を含む）を
議論する。（チーム医療教育）

［プログラムの名称］臨床薬学演習II
［実施目的］(B)(岡山)
［実施学年］４年次

［プログラムの概要］臨床での薬剤師業務および適正な薬物療法の実践について理解を深める目的で，参加型グループ討
議（SGD）を含む演習的な授業を実施。教員が提供するシナリオ（患者背景、診断、治療方針）について、学生が自ら調べた
情報をもとに議論し、薬物治療の提案ならびに他職種への情報提供について学ぶ。（２単位）

［プログラムの名称］：臨床薬学
(E)(F)(G) (大阪)
［実施目的］
［実施学年］　他研究科を含めた大学院生、薬学科５・６年生
(4) 国際シンポジウム及び学生フォーラムの実施
(3) 学生提案型課題研究の支援
(2) 海外交流プログラムの実施（海外インターンシップ及び海外若手研究者・学生の招聘）
(1) 新規科目の開講と研究科横断型科目としての提供

『食と環境の安全・安心の確保』及び『感染症の的確な予防』を主導し、健康被害を未然に防ぐことができる“健康環境リスク
マネージメントの高度専門家”を育成することを目的とした大学院教育プログラムの開発

［プログラムの概要］
大学院教育改革推進プログラム「健康環境リスクマネージメント専門家育成」
［プログラムの名称］
［実施目的］(A)(F) (大阪)
［実施学年］薬学科・薬科学科全学年
＊平成２２年度で助成終了。その後もプログラムを継続的に実施。
　　4) 外部関連機関と連携した体験型学習の実施
　　3) 最新機器を使用した分析実習の実施
　　2) 外部講師による最新の専門教育の実施
　　1) ＰＢＬ（problem-based learning）チュートリアル教育の導入
(2)環境薬学教育の高度化及び実質化を図るプログラムの実施
　　3) 成績評価の明確化
　　2) 各統合領域におけるシラバスの整備及びテキストの作成
　　1) 講義・演習・実習の再編成による領域別統合教育システムの確立
(1)領域別統合型教育体制の構築
食と環境の安全・安心を担うことができる人材の養成を目的とする環境薬学教育プログラム開発
［プログラムの概要］
質の高い大学教育推進プログラム「食と環境の安全安心を担う人材養成教育」
［プログラムの名称］
［実施目的］（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｇ）(京都)
［実施学年］（４，５、６年次）
［プログラムの概要］（医療薬学に関連する実務や研究について、講義、実験、演習、実地体験などを通じて、総合的に、知
［プログラムの名称］（医療薬学ワークショップ）
［実施目的］（Ａ、Ｃ、Ｅ　）(京都)
［実施学年］（４年次）
［プログラムの概要］（　製薬企業に於いて実際に開発に成功した代表的医薬品を題材にして、探索研究から臨床研究医薬
［プログラムの名称］（　医薬品プロジェクト演習　　　　　　　　　　　　　）
［実施目的］（Ａ、Ｂ、Ｃ）(京都)
［実施学年］（１，３年次）新しい試みで、１年次に半分を履修し、３年次に残りの半分を履修するプログラムです。
［プログラムの概要］（　創薬・生命・医療研究への意識を持った薬剤師や創薬研究者のリーダーとなるために、１年次に小
［プログラムの名称］（　統合薬学演習　　　　）
［実施目的］（　Ｂ　　）(京都)
［実施学年］（１、４年次）新しい試みで、１年次に半分を履修し、４年次に残りの半分を履修するプログラムです。
［プログラムの概要］（　安全への配慮を身につけた薬剤師や創薬研究者のリーダーとなるために、医療安全や関連法規の
［プログラムの名称］（　医療倫理実習　　　　　　　　　　　　　）



大学名 定員(名)

北海道 4

東北 4

東京 10

千葉 8
富山

金沢 4

京都 15

広島 3

九州 10

長崎 4

岡山 6 ［概要］薬学科6年生を対象とし、薬剤師
が目指すトランスレーショナルリサーチと
いうテーマでSGDによりプロダクト作成、
グループ発表を行うとともに、神戸市立医
療センター中央市民病院・橋田 亨薬剤部
長による「先導的薬剤師のキャリアパス」
というタイトルの講演を実施

徳島 4

大阪 10

4-2)博士課程（４年制）への進学を促進するための取り組みがあればご回答下さい。
4-3)博士課程（４年制）での早期修了の条件が決まっていればご回答下さい。

［プログラムの概要］（２週間の実習の中で「１週間の五島列島での離島・へき地医療実習」と「１週間の長崎大学病院での
専門領域に関する臨床実習」を実施する。）

［プログラムの名称］（高次臨床実務実習Ⅱ）

［実施学年］（５年次）

［プログラムの概要］（長崎大学病院の５つの内科での臨床実習（２週間）。学生は１つの内科で医学部医学科５年生と２週
間共修する。）

［実施目的］（Ｂ）(長崎)

［実施目的］（B,C,E,F）(熊本)
［実施学年］（1～6年次）

［プログラムの概要］（講演会２回演者３名、シンポジウム１回演者４名、中央官庁研修（１泊２日定員５名、厚労省、環境省）
１回、企業研修２回（１回目関西１泊二日定員５名、２回目鹿児島日帰り定員５０名）２社1財団法人、水俣体験学習１回（日
帰り）、食と農の体験塾１回（日帰り）、薬用植物観察会１回（2時間）、その他体験学習５回、関連講演会２回、水俣体験学習
を除き自由参加。正規のカリキュラムのうちエコファーマ推進委員会が指定する講義・実習・演習から一定以上の単位を修
得し、かつ情報発信を含むエコファーマプログラムに一定以上参加すると薬学部長から正式なエコファーマプログラム修了
認定証が授与される。）

［プログラムの名称］（エコファーマを担う薬学人育成プログラム）
［実施目的］（Ｂ）(長崎)
［実施学年］（６年次）

［プログラムの名称］（高次臨床実務実習Ⅰ）
［実施目的］（　B　　　）(徳島)

4-1)平成24年度から開設される博士課程（４年制）の定員についてご回答下さい。
平成24年度から開設される「博士課程」（４年制）についてお尋ねします。

岡山大学薬学部キャリアパスワークショッ
プ（薬学発のトランスレーショナルリサー
チの発展とそれを主導できる若手研究者
の養成を期待し、薬剤師の新たなキャリ
アパスの発展を目的として実施）

4.  博士課程コース（４年制）への進学について

　4年制に限ったことではないが進学説明
会の実施

取り組み 早期修了の条件

各分野で個別に丹念な説明を行ってい
る。

特に明確にはなっていないが、２＋３年制の条件を
準用する予定

特にありません

未定

未定

別に規定を設けて、これを満たす優秀な学生であれ
ば、３年での修了を認める。

経済的支援（奨学金制度・海外での学会
発表援助など）

特になし

オリエンテーションで、学生へ進学を促す
ガイダンスを行った。

博士課程入試の説明会を実施している。

旧4年制薬学部卒業生の社会人入学生
に対しても配慮している。

博士課程入試の説明会を実施している

海外研修プログラムの実施（予定）

 がんプロフェッショナル養成教育の実施
（現行プログラムの発展的継続）

現在検討中です。

特になし

未定

正式には決定しておりませんが、本学では既に医歯
薬学総合研究科として４年制の博士課程が設置さ
れており、その条件を引き続き適応する予定です。

従来の早期終了要件をもとに、現在検討中

検討中



熊本 8

平成２４年度博士課程・博士後期課程入
試説明会を熊本大学薬学部において平
成２３年６月２５日（土）に開催した。参加
者17名

早期修了による学位申請には、学位論文と、本人が
筆頭著者（equal contributionも含む）になっている英
語で書かれた論文１報以上を含む計２報以上の公
表論文（審査委員を置く学術誌に掲載済み又は掲
載決定済みのもの）の提出を必要とする。



先導的薬剤師養成に向けた
実践的アドバンスト教育プログラムの共同開発

2011年度における 「長期課題研究及び

アドバンスト教育プログラム」の展開

（岡山大院医歯薬） 波多野 力

（東北大院薬） 富岡佳久

（東大院薬） 三田智文

アンケート集計協力：岡山大学・竹内靖雄

【目的】国立大学が有する・国立大学の特徴である優れた先端的

学術研究基盤を活用した ①大学院での学術研究との連動，お

よび医学部や附属病院との連携 と ②実務実習成果の応用

により、優れた研究能力の養成を図るための長期課題研究及び

アドバンスト教育プログラムの共同開発を目指す。

先導的薬剤師養成に向けた実践的アドバンスト教育プログラムの共同開発

（第２グループ）国立大学における「長期課題研究及び

アドバンスト教育プログラム」

先導的薬剤師養成に向けた実践的アドバンスト教育プログラムの共同開発

（第２グループ）国立大学における「長期課題研究及び

アドバンスト教育プログラム」

実施対象校：14国立大学
回答：14/14

［アンケート内容］

１．病院・薬局等と連携した取り組みについて
教育プログラム、長期課題研究

２．長期課題研究の実施について
研究室への配属時期、学会発表、論文発表
卒論発表会やその実施に際しての工夫

３．アドバンスト教育プログラムの実施について
内容と方向性

４．博士課程への進学について
定員、進学促進の取り組み、早期修了の条件

「長期課題研究及びアドバンスト教育プログラム」の
実施状況に関するアンケート

「長期課題研究及びアドバンスト教育プログラム」の
実施状況に関するアンケート

１．病院・薬局等と連携した取り組み

・教育プログラム
・長期課題研究

Yoshihisa
テキストボックス
資料２



・①病院実習の期間中、病院（診療科）の臨床症例検討会に薬学科学生が参加
し、医師の治療方針決定プロセスを学習するとともに、薬剤師の処方設計支援
の在り方を薬学部教員と検討する機会を設定。 ②病院実習後の５，６年生は、
大学病院の３診療科のカンファレンスに参加し、実際の診断、処方がどのよう
になされているかを学ぶ。（東北大）

・６年制教育を企画・運営する実務実習委員会に、附属病院薬剤部長が参加。
（東京大）

・①３診療所の医師のグループのもとで、臨床における治療の実際を見学（臨床
薬学演習I） ②患者への問診・視診・聴診・触診、電子カルテへの問診の記録、
バイタルサインチェック、レントゲン検査、心電図・心腹部エコー、デイケアサー
ビスでの診療、リハビリ室の診療・理学療法作業療法体験、訪問診療・在宅診
療への同行、小学校の健康診断の助手などを体験 ③大学病院における3次
救急センター実習（トライアル終了）（岡山大）

・実務家教員，臨床教員（実務教育の充実のため，臨床現場の研修を継続しな
がら教育にあたっている助教）が附属病院に薬剤師として登録し，現場でのリ
アルタイムな経験を活かしながら症例解析演習等を実施。（北海道大）

・医学部学生の BSL （Bed Side Learning）に参加実習。（千葉大）

病院・薬局等と連携した教育プログラムの実施例（１）

・①富山市救急医療センター見学：休日、夜間診療における薬剤師の役割を理
解するために、実習生が休日に富山市救急医療センターで働く薬局薬剤師の
業務を見学。【見学内容・学習のポイント】調剤、服薬指導、在庫管理などを見
学する。休日・夜間診療のため、１日分のみの調剤となることなど、調剤薬局と
は異なることを学ぶ。 ②卸見学：医薬品卸の機能と役割を理解するために、
実習生が卸会社（スズケン、明祥）を見学。【見学内容・学習のポイント】日本の
医薬品卸の機能・役割、卸での管理薬剤師の業務、物流機能について講義を
受け、業務の流れに沿って会社内施設を見学する。調剤薬局からの発注から
納品までの業務内容について、説明を受け、見学することにより学ぶ。（富山
大）

・①附属病院：１）実務家教員および臨床系教員が附属病院に薬剤師として登録
し，実務を兼務し現場での経験を活かし、講義、実習。 ２）医療系講義、実習、
演習、OSCEを企画、運営する医療教員会議に附属病院薬剤部の病院薬剤部
長、副部長、助教が参加。 ３）１年次に附属病院で早期体験学習。 ４）3年次
および４年次の実務実習事前学習において、病院薬剤部長、副部長及び薬剤
師による講義。 ５）4年次の実務実習事前学習において附属病院の医師によ
る診断・治療・処方についての講義。 ６）6年次に「病院実習II」（2単位、3ヶ月）
の選択科目を設けて応用実務実習。（金沢大）

病院・薬局等と連携した教育プログラムの実施例（２）

・②NPO薬局：１）１年次にNPOアカンサス薬局で早期体験学習。 ２）3年次に薬
局薬剤師による講義。 ３）NPOアカンサス薬局を利用した薬局実習。 ４）NPO
アカンサス薬局に実務家教員および職員を派遣し実習。 ５）英語による臨床
薬学教育の教材開発と薬局によるカリキュラム検討（予定）。（金沢大）

・平成２２年度から５年生の授業科目「高次臨床実務実習Ⅰ」で、病院実習施設
である長崎大学病院の６つの内科において２週間の参加型臨床実習を実施。
平成２３年度からは６年生の授業科目「高次臨床実務実習Ⅱ」で、同じく長崎大
学病院の各診療部門等において１週間の参加型臨床実習と五島列島での１週
間の離島・へき地医療実習を実施。（長崎大）

・病院実務実習の一環として、熊本大学医学部附属病院における「医学生の臨
床実習（ポリクリ）に連携した参加型実務実習」（６年制薬学科学生全員を対
象）を実施。本実習では、熊本大学医学部附属病院各診療科スタッフの全面的
な協力を仰ぎ、将来、医療現場で協働作業を行う医学生と薬学生が学生のうち
から“共に学ぶ体験”として実施。平成23年度は、医学部5年次学生の臨床実
習の各グループ（4名）につき、薬学部学生3～4名ずつが参加、6診療科を対象
に学生1名当たり5週間の臨床実習。（熊本大）

病院・薬局等と連携した教育プログラムの実施例（３）
・①病院（診療科）の臨床症例検討会に学生が参加。臨床現場で求められてい

る課題と基礎研究の接点を見出す機会を設定することで、診療科との共同
研究を開始。 ②東北大学附属病院（医学系研究科）との共同研究を卒業論
文研究の研究テーマに。 ③臨床検体の化学分析による新しい診断法の開
発について、共同研究（予定）。 ④東北大学大学院医学系研究科環境遺伝
医学総合研究センター及び東北大学病院産婦人科を中核メンバーとする「エ
コチル調査宮城ユニットセンター」に加わり、妊婦の貧血・血圧など各種臨床
パラメーターと胎児・新生児の発育に関する長期課題研究を実施。 ⑤東北
大学大学院医学系研究科腎・高血圧・内分泌学分野及び東北大学病院血液
浄化療法部が中心的に行っている「宮城艮陵ＣＫＤ（慢性腎臓病）研究」に参
加し、主として降圧薬やエリスロポエチン製剤の使用現状や臨床効果に関す
る長期課題研究を実施。（東北大）

・医学部附属病院薬剤部が薬学系研究科の協力講座となっており、一部の学
部学生が、薬剤部において長期課題研究（卒業論文研究）を実施。（東京大）

・①岡大病院薬剤部との共同研究：肺移植患者における免疫抑制剤の至適投
与設計手法の開発 ②薬局との連携：岡山県南農業地域における高齢患者
の催眠鎮静薬、抗精神薬の使用実態に基づく服薬指導アプローチ ③病院
との連携：妊婦・授乳婦に関わる国内外の医薬品情報を集積したデータベー
スの構築（岡山大）

病院・薬局等と連携した長期課題研究の実施例（１）



・附属病院と連携し，診療情報を利用した薬物治療に関する疫学調査等の臨
床研究を実施（北海道大）。

・がんセンター東病院などの地域の中核・専門病院との共同研究（千葉大）。

・①抗リウマチ薬メトトレキサートの時間薬物療法の有効性・安全性評価に関
する多施設共同無作為割り付け二重盲検試験：九州地区の4医療施設と富
山大学附属病院（富山大学は準備中）における関節リウマチの外来患者を
対象とした臨床研究。プラセボ薬を作成し、ダブルダミーによる2群（従来投薬
群と時間薬物療法群）間の比較試験を実施。学生は、薬剤師の管理のもとプ
ラセボ薬の作成や試験薬の調剤や、外来での被験者応対（準備中）、データ
解析等を担当。臨床試験を通して、薬剤師の役割やCRCの役割、データ解析
手法の学習、研究デザインの意図や作成技術を学ぶ。 ②漢方方剤の適正
使用に向けた薬学的取り組み（製薬メーカーと協議予定）：個々の生薬成分
を対象。単味によるエキス抽出や薬物動態試験と種々の生薬を混合した漢
方方剤によるエキス抽出や薬物動態試験を実施し、対象となる生薬成分の
抽出率の変化や薬物動態の変化を評価し、薬物間相互作用の観点から考
察し、より有効成分の適正な投薬が可能となる漢方方剤の作成方法の検討
や投与方法の検討等（富山大）。

病院・薬局等と連携した長期課題研究の実施例（２）

・①病院薬剤部を協力講座として学生を数名配属し、薬剤部の試験室業務か
ら発展した臨床研究の一部を薬剤師とともに６年制の学部学生が分担し、長
期課題研究として取り組む体制。 ②附属病院と連携し，診療情報を利用し
た薬物治療に関する疫学調査等の臨床研究を実施。 ③県内病院との共同
研究。 ④地域薬局と連携して在宅医療についての調査研究を実施（予定）。
（金沢大）

・附属病院薬剤部が薬学研究科の協力講座となっており、学部学生が配属し
て卒業論文研究を実施。（京都大）

・①実務家教員の研究室に配属された学生の長期課題研究については、一部
を医学部附属病院との連携によって実施。 ②現在配属が行われていない
医学部附属病院薬剤部に学生を配属し、医学部付属病院における長期課題
研究を実施（平成２５年度から実施予定）。（大阪大）

・病院薬剤部配属の学生を中心に卒業論文「透析実施例におけるcarboplatin
血中濃度を指標とした投与設計」など。（広島大）

病院・薬局等と連携した長期課題研究の実施例（３）

・大学病院との共同研究に卒業研究として参加。産科婦人科との「ヒト妊娠
時の血漿リゾ脂質濃度変動と正常妊娠維持との関連」臨床試験、TDM用
新規装置の開発等。（徳島大）

・卒業論文研究として、附属病院等での臨床研究を実施。（九州大）

・医学部附属病院と連携した長期課題研究： ①２型糖尿病の新規治療法
の開発 ②家族性アミロイドポリニューロパチーの新規治療法の開発 ③
強皮症治療薬の設計と合成に関する研究 ④脳卒中治療薬の設計と合
成に関する研究 ⑤電位感受性色素の設計と合成に関する研究 ⑥FAP
治療薬の設計と合成に関する研究 等。（熊本大）

病院・薬局等と連携した長期課題研究の実施例（４）

２．長期課題研究の実施

・研究室への配属時期、学会発表、論文発表
・卒論発表会時期やその実施に際しての工夫



長期課題研究の実施内容（１）

配属時期 大学名

３年次 ４月 九州

３年次１０月 北海道，東北，広島，徳島，長崎

３年次１１月 熊本

３年次 １月 千葉，富山，岡山

４年次 ４月 東京，金沢，京都，大阪

発表会時期 大学名

６年次 ９月 岡山

６年次１１月 北海道，千葉，徳島，九州，長崎，熊本

６年次１２月 東北，東京，金沢，京都，大阪，広島

研究室配属時期

卒論発表会時期

長期課題研究の実施内容（２）

学年
平成２３年度４年次 平成２３年度５年次 平成２３年度６年次

連名 本人 連名 本人 連名 本人

件数 162 50 353 131 501 261

学年 平成２３年度４年次 平成２３年度５年次 平成２３年度６年次

件数 11 51 80

学会発表件数

論文発表件数

長期課題研究の実施内容（３）

・一人持ち時間を２０分間として、その中で発表時間と質疑応答時間を各分野の
考えで配分。質疑応答時間を長く取る、教員・大学院生・学部学生に積極的に
参加してもらうような働きかけ・スケジュール設定。４年制の卒論発表よりも発
表時間，討論時間を長くし、修士論文発表に近い形式で実施。質疑討論時間
を長く取り、じっくり本人の意見を述べさせる。普段の研究指導の段階から、研
究の経験時間が長いことが６年生薬剤師の特徴であることを理解させる。本人
にオリジナルな研究テーマであること。博士課程を意識させること。学会に積極
的に参加させ、研究意欲を持たせること。（東北大）

・発表会は、薬学部教員、大学院生、学部生が自由に参加し、討議に参加。発
表会までに卒業論文要旨を提出し、副査を設けて修士発表と同様に実施。（東
京大：発表10分、質疑10分）

・ベストポスター賞を制定（岡山大：ポスター90分）

・要旨集を作成し，事前に配布。（北海道大：発表8分、質疑3分）

・修士論文発表会と同様の要旨集を作成し、同じ場所で発表を行うなど、修士学
生とほぼ同様の発表会を課している。また、副査２名をつけて発表、質疑応答
を行う。ただし、副査は助教も含めた全教員から選出する。（千葉大：発表10分、
質疑5分）

卒論発表会の工夫（１）

長期課題研究の実施内容（４）

・全研究室の助教全員が座長を行うなど、薬学系研究室全体が関与。（金沢大：
発表8分、質疑4分）

・薬学科のカリキュラムの一環として、４回生、５回生が発表会に参加し、６回生
の発表を聴講し、討議に参加（予定）。（京都大：発表8分、質疑7分）

・①要旨（Ａ４、１ページ）を予め提出させ、教員、学生に公開する。 ②３年生以
上の授業を休講として下級生にも聴講させる。 ③卒論を提出させ、副査を設
けて審査（修士論文と同様の扱い）。（大阪大：発表15分、質疑5分）

・多くの教員や学生が参加する公開での発表。（徳島大：発表10分、質疑5分）

・公開発表とし、6年制の学部学生4年生、5年生は全員参加。［九州大：発表5分、
質疑60分（ポスター）］

・大学院生、学部学生へ出席を促した。また他の授業との時間調整が行えた４年
生に関しては全員が出席した。教員が参加できる時間帯に設定した。そのため
に部内会議の時間調整を行った。（長崎大：発表7分、質疑2分）

・卒論発表会を低学年学生および学外（5年次に実務実習で協力いただいた指導
薬剤師）にも案内・開放し，発表内容は従来の修士論文に匹敵するように指導
した結果、発表者の適度な緊張感のもと実りある卒論発表会となった。（熊本
大：発表7分、質疑5分）

卒論発表会の工夫（２）



３．アドバンスト教育プログラムの実施

・内容と方向性

アドバンスト教育プログラムの実施例（１）

・①セルフメディケーション学（臨時開講）：行政、病院薬剤師、薬局薬剤師、大学
教員等がオムニバス形式で講義を担当。自由聴講科目として広く開講。今後拡
大する社会的ニーズに的確に対応し、セルフメディケーションの実施に携わり、
さらに指導的立場で活躍できる人材育成に資する。（４年次） ②診療科カンファ
レンス：診療科の臨床カンファレンスへの出席。チーム医療の一員となるべく、
診療科で行われている臨床カンファレンスに出席し、診断過程や病態の理解、
治療方針決定過程を体験。（６年次） ③がん領域薬学教育：がん領域での実
践的知識と研究能力を兼ね備えた人材育成。病院実務実習後、診療科の臨床
カンファレンスで取り上げる患者の治療を把握し、薬剤師としての介入の必要性、
代替治療法・支持療法の提案の必要性などの演習を行い、通院治療患者に対
する薬学的管理の重要性について学ぶ。（６年次）（東北大）

・①臨床薬学：臨床での薬剤師業務および適正な薬物療法の実践について理解
を深める目的で，参加型グループ討議を含む演習的な授業を実施。教員が提
供するシナリオ（患者背景、診断、治療方針）について、学生が自ら調べた情報
をもとに議論し、薬物治療の提案ならびに他職種への情報提供について学ぶ。
（４年次） ②臨床薬学演習II：医学科（5年生）・保健学科看護学専攻・検査専攻
（4年生）とチームを構成し、岡山大学病院総合診療内科医師・薬学部教員等の
指導のもとに、実際に来院した外来患者の情報について診断・検査・治療（薬物
治療を含む）を議論。（５・６年次）（岡山大）

アドバンスト教育プログラムの実施例（２）

・①救命救急実習：防災協会の協力を受け，普通救命講習Ⅱを実施．修了証
を発行．（4年次） ②大学院連携セミナー（仮称）：３～６年次，卒業論文実習
（６単位）に含まれる。 ③医療情報解析演習：モデル症例の臨床症状や各
種検査値から適切な薬剤を選択し，処方を提案するとともに，患者に服薬指
導する際に必要な情報を提示する．SGDによる病態，処方解析のほか，プレ
ゼンテーション能力や質疑応答能力の養成も目的とする．実務家教員，臨床
教員（実務教育の充実のため，臨床現場の研修を継続しながら教育にあ
たっている助教）が附属病院に薬剤師として登録し，現場でのリアルタイムな
経験を活かしながら症例解析演習等を実施．（4年次）（北海道大）

・ BSL（ベッドサイドラーニング）：医学部５年次学生のBSLに参加し、医学部学
生と同じ患者を担当したり、カンファランスに参加し、臨床現場における診断、
治療の実際を見学したり、薬物投与計画に参画することにより、専門職連携
や医療チームにおける薬剤師の役割について学習。 （5年次）（千葉大）

・①応用実務実習：3ヶ月 病棟薬剤師の指導の下、薬剤管理指導業務をはじ
めチーム医療に参画する。臨床試験管理センターに配属し、GCPに則った治
験推進の方法を学ぶと同時にCRC業務を習得する。（６年次）（金沢大）

アドバンスト教育プログラムの実施例（３）

・②総合薬学演習：薬学部３、４年生の実習・演習の補助。病院実習、薬局実
習で習得した薬剤師に必要な知識、技能、態度を、臨床薬学演習I（３年生）、
臨床薬学演習II、薬物治療演習、医療におけるくすりを学ぶIII（４年制）の学
生実習のリーダーやチューターを務めることを通して確認。（６年次）（金沢
大）

・①医療倫理実習：安全への配慮を身につけた薬剤師や創薬研究者のリー
ダーとなるために、医療安全や関連法規の意義と概要を理解し、医療安全対
策の基本的な考え方を身につけ、医療安全に対する関心を深める。また、医
療ボランティアを通じ、患者と接することで医療人としての自覚を高めるととも
にコミュニケーションの重要性をについて理解を深める（１、４年次。新しい試
みで、１年次に半分を履修し、４年次に残りの半分を履修するプログラム）
②統合薬学演習：創薬・生命・医療研究への意識を持った薬剤師や創薬研
究者のリーダーとなるために、１年次に小グループ討論を通じて薬学生のモ
チベーションを向上させ、３年次に薬学研究科内で行われている研究を学び、
また、企業を見学することにより、分野配属前に創薬・開発を意識した先端的
な知識を修得する（１，３年次。新しい試みで、１年次に半分を履修し、３年次
に残りの半分を履修するプログラム）（京都大）



アドバンスト教育プログラムの実施例（４）

・③医薬品プロジェクト演習：製薬企業に於いて実際に開発に成功した代表的医
薬品を題材にして、探索研究から臨床研究医薬品候補の決まるまでを仮想的に
体験する。さらに、将来、医薬品開発と生産に参画できるようになるために、医
薬品開発の各プロセスに関する基本的技能と態度を修得。（４年次） ④医療薬
学ワークショップ：医療薬学に関連する実務や研究について、講義、実験、演習、
実地体験などを通じて、総合的に、知識、技能、態度を修得する。（４，５、６年
次）（京都大）

・①質の高い大学教育推進プログラム「食と環境の安全安心を担う人材養成教
育」：食と環境の安全・安心を担うことができる人材の養成を目的とする環境薬
学教育プログラム開発。１）領域別統合型教育体制の構築。 ２）②環境薬学教
育の高度化及び実質化を図るプログラムの実施。（薬学科、薬科学科全学年）
②大学院教育改革推進プログラム「健康環境リスクマネージメント専門家育成」：
『食と環境の安全・安心の確保』及び『感染症の的確な予防』を主導し、健康被
害を未然に防ぐことができる“健康環境リスクマネージメントの高度専門家”を育
成することを目的とした大学院教育プログラムの開発。１）新規科目の開講と研
究科横断型科目としての提供。 ２）海外交流プログラムの実施（海外インターン
シップ及び海外若手研究者・学生の招聘）。 ３）学生提案型課題研究の支援。
４）国際シンポジウム及び学生フォーラムの実施。（他研究科を含めた大学院生、
薬学科５・６年生）（大阪大）

アドバンスト教育プログラムの実施例（５）

・①患者志向型合宿勉強会：薬害被害者を講師として招聘し、合宿型の勉強
会を開催。医療倫理感・使命感の醸成、コミュニケーション能力の向上、問
題解決能力の向上等を目指す。（3年次） ②薬科学特論：大学教員、製薬
企業の研究者による講義を聴講、最先端の医薬品開発に触れ、創薬への
モティベーションを高める。（5年次）（広島大）

・薬学・医学・病院の連携による臨床薬剤師・医療薬学研究者育成システム構
築事業：①臨床薬学教育システムの整備を進めるため「臨床薬学教育支援
室」を設置し、医学部、徳島大学病院と連携し事前学習、実務教育の体制
整備。 ②医療教育に直結した教育の実施を進めるため、医学部、歯学部、
薬学部学生参加による合同医療人ワークショップを開催。 ③診療支援。
④卒後教育講座を開催し、既卒者の再教育を実施。⑤薬剤師教育能力の
向上を目指し、「薬学部教員再教育制度」を設置。（１－６年次）（徳島大）

・①高次臨床実務実習Ⅰ：長崎大学病院の５つの内科での臨床実習（２週間）。
学生は１つの内科で医学部医学科５年生と２週間共修。（５年次） ②高次
臨床実務実習Ⅱ：２週間の実習の中で「１週間の五島列島での離島・へき地
医療実習」と「１週間の長崎大学病院での専門領域に関する臨床実習」を実
施。（６年次）（長崎大）

アドバンスト教育プログラムの実施例（６）

・エコファーマを担う薬学人育成プログラム：講演会２回演者３名、シンポジ
ウム１回演者４名、中央官庁研修（１泊２日定員５名、厚労省、環境省）１
回、企業研修２回（１回目関西１泊二日定員５名、２回目鹿児島日帰り定
員５０名）２社1財団法人、水俣体験学習１回（日帰り）、食と農の体験塾１
回（日帰り）、薬用植物観察会１回（2時間）、その他体験学習５回、関連
講演会２回、水俣体験学習を除き自由参加。正規のカリキュラムのうちエ
コファーマ推進委員会が指定する講義・実習・演習から一定以上の単位
を修得し、かつ情報発信を含むエコファーマプログラムに一定以上参加
すると薬学部長から正式なエコファーマプログラム修了認定証を授与。（1
～6年次）（熊本大）

４．博士課程への進学

・定員
・進学促進の取り組み
・早期修了の条件



博士課程への進学（１）

定員 大学名

3名 広島

4名 北海道、東北、金沢、富山、徳島、長崎

6名 岡山

8名 千葉、熊本

10名 東京、大阪、九州

15名 京都

・２＋３年制の条件を準用する予定。（東北大）

・規定を満たす優秀な学生であれば、３年での修了を認める。（大阪大）

・医歯薬学総合研究科として４年制の博士課程が設置されており、その条件を
引き続き適用（予定）。（広島大）

・学位論文と、本人が筆頭著者（equal contributionも含む）になっている英語で
書かれた論文１報以上を含む計２報以上の公表論文（審査委員を置く学術誌
に掲載済み又は掲載決定済みのもの）の提出を必要とする。（熊本大）

定 員

早期修了の条件

博士課程への進学（２）

・各分野で個別に丹念な説明を実施。（東北大）

・博士課程入試の説明会を実施（東京大）

・旧4年制薬学部卒業生の社会人入学生に対しても配慮（金沢大）

・博士課程入試の説明会を実施（京都大）

・①海外研修プログラムの実施（予定） ②がんプロフェッショナル養成教育
の実施（現行プログラムの発展的継続）（大阪大）

・キャリアパスワークショップ：薬学発のトランスレーショナルリサーチの発
展とそれを主導できる若手研究者の養成を期待し、薬剤師の新たなキャ
リアパスの発展を目的として実施。（岡山大）

・①進学説明会の実施。 ②経済的支援（奨学金制度・海外での学会発表
援助など）。（徳島大）

・オリエンテーションで、学生へ進学を促すガイダンスを実施。（長崎大）

・入試説明会を開催（熊本大）

進学促進の取組

・以下の各項目において、各大学で着実な取り組みが進めら
れていることが示された。

１．病院・薬局等と連携した取り組み

２．長期課題研究の実施

３．アドバンスト教育プログラムの実施

４．博士課程への進学への取り組み

・今年度実施したアンケートは、各大学の具体的な取り組みを
共有していく上で有益と考えられる。

・次年度以降も引き続き、各校の実情に合わせた優れた研究
能力の養成を図るための長期課題研究（卒業論文研究）及
びアドバンスト教育プログラムの共同開発のさらなる展開が
期待される。

ま と めま と め



「先導的薬剤師養成に向けた実践的アドバンスト教育プログラムの共同開発」
事業

第２グループアンケート大学回答集計（平成24年度）

1. 病院・薬局等と連携した取り組みについて
　貴大学薬学科における先導的薬剤師養成という観点で病院・薬局等と連携した取り組みについてお尋ねします。

1-1) 先導的薬剤師養成という観点で病院・薬局等と連携した教育プログラムの取り組み事例（企画段階でも結構です）があ
りましたら具体的にご回答下さい。

○（昨年に続き）実務教育を担当する教員が附属病院の薬剤師として登録・実務に従事し，現場でのリアルタイムな経験を活か
しながら実習や演習を行なっている.(北海道)

○病院実習の期間中、病院（診療科）の臨床症例検討会に薬学科学生が参加し、医師の治療方針決定プロセスを学習すると
ともに、薬剤師の処方設計支援の在り方を薬学部教員と検討する機会を設定している（東北）

○実務実習後の学生を東北大学病院診療科のカンファレンスに参加させている。（東北）
○６年制教育を企画・運営する実務実習委員会に、附属病院薬剤部長が参加している。（東京）
○医療安全を目的とした、薬局におけるヒヤリハット事例、副作用事例の実際収集とその解析法に関する教育（企画段階）（東
○医療学入門において、医・薬・看護の学生が一緒に医療について実習や講義を受ける。和漢薬入門という講義でも、医・薬・
看護の学生が一緒に実習・講義を行う。いずれも、講師や指導者はそれぞれの学部から選出している（富山）

○実務家教員および臨床系教員が附属病院に薬剤師として登録し，実務を兼務し現場で経験を活かし、講義、実習などを行っ
ている。（金沢）

○医療系講義、実習、演習、OSCEを企画、運営する医療教員会議に附属病院薬剤部の病院薬剤部長、副部長、助教が参加
している。（金沢）

○１年次に附属病院で早期体験学習を実施している。（金沢）
○3年次および４年次の実務実習事前学習において、病院薬剤部長、副部長及び薬剤師による講義を行っている。（金沢）
○4年次の実務実習事前学習において附属病院の医師による診断・治療・処方についての講義を開催している。（金沢）
○6年次に「病院実習II」（2単位、3ヶ月）の選択科目を設けて応用実務実習を行っている。（金沢）
○１年次にNPOアカンサス薬局で早期体験学習を実施している。（金沢）
○3年次に薬局薬剤師による講義を実施している。（金沢）
○NPOアカンサス薬局を利用した薬局実習を行っている。（金沢）
○NPOアカンサス薬局に実務家教員および職員を派遣し実習を行っている。（金沢）
○英語による臨床薬学教育の教材作成と薬局によるカリキュラムを行う。（金沢）
○京都大学医学部附属病院薬剤部に、京都大学大学院薬学研究科の協力講座の1つ（医療薬剤学講座）として、4名の学生が
配属しており、先導的な薬剤師の養成も含めて、充実した教育プログラムが提供されています。また、これとは別途、京都大学
医学部医学教育支援センター、京都大学医学部附属病院医療安全管理室と共同で、医学部医学科学生、医学部保健学科学
生、薬学部薬学科学生が一緒に受講する医療倫理、医療安全に関する教育プログラムを構築しています（京都）

○３年次履修必修科目「薬学と社会」において、大阪府薬剤師会理事による講義、関連病院
薬剤部長による講義を実施している。（大阪）

○６年次選択必修科目「臨床薬学特論」において、医学部附属病院臨床試験部の教員による講義を実施している。（大阪）

○学部学生向けの教育講演：専門薬剤師の資格を持ち、実際に現場（病院）で活躍されている薬剤師の方々に、専門薬剤師の
職務、薬学部生として卒業までに何を学ぶべきか、また、学生のキャリアパスとして何を目標におくべきか等について、講演い
ただく（平成25年1月25日実施予定）。（岡山）

○高度救命救急センターにおける急変患者の薬物治療シミュレーション教育（岡山）
○病院実務実習にジョイントした高度救命救急センター見学実習を実施（岡山）

○医療教育統合開発センターとの共同企画（企画段階，H25年度選択科目に一部導入予定），　シミュレーターを用いた急変時
におけるバイタル変動と適応薬剤投与時のバイタルモニタリング（岡山）

○徳島大学薬学部は、徳島文理大学、松山大学と共に「大学間連携共同教育推進事業」に応募し採択された。本事業では、四
国の大学病院（大学附属病院）、徳島赤十字病院、各県の病院薬剤師会および薬剤師会、薬剤師関連のNPOと協働で、地域
の医療に関する課題を解決できる薬剤師を養成することを目指している。本事業は平成24年度から平成28年度までの5年間の
事業であり、今年度は病院・薬局との協働のあり方を明らかにするキックオフミーティングを開催する予定である。（徳島）

○徳島大学薬学部では平成19年度より「薬学・医学・病院の連携による臨床薬剤師・医療薬学研究者育成事業」に取り組んで
いる。その事業の一環として、「医療薬学研究者育成システム」を立ち上げている。これは、薬学部教員＋（学生または院生）
が、医学部教員および病院職員と共同で、臨床に関する研究テーマを探求するシステムで、平成24年度は９件のテーマについ
て取り組んでいる。（徳島）

○医学部臨床研究室との共同研究に６年制学生を参画させる。（徳島）
○保険調剤薬局における調査研究に６年制学生を参画させる。（徳島）
○精神科外来におけるアドバンスト実習を継続実施（広島）
○九州大学では、より患者指向の実践的実習プログラムの開発を目的として、大学・県病院薬剤師会・県薬剤師会3者合同で
の米国の実務実習および教育プログラムの視察を行った。 この成果をもとに事前実習や実務実習の実習書を開発していく予
定（九州）

○平成２２年度から５年生の授業科目「高次臨床実務実習Ⅰ」で、病院実習施設である長崎大学病院の６つの内科において２
週間の参加型臨床実習を行っている。平成２３年度からは６年生の授業科目「高次臨床実務実習Ⅱ」で、同じく長崎大学病院
の各診療部門等において１週間の参加型臨床実習と五島列島での１週間の離島・へき地医療実習を行っている。（長崎）

Yoshihisa
テキストボックス
資料３



○（病院実務実習の一環として、熊本大学医学部附属病院における「医学生の臨床実習（ポリクリ）に連携した参加型実務実
習」（６年制薬学科学生全員を対象）が行われています。本実習では、熊本大学医学部附属病院各診療科スタッフの全面的な
協力を仰ぎ、将来、医療現場で協働作業を行う医学生と薬学生が学生のうちから"共に学ぶ体験"をすることは有意義と考えて
います。平成23年度は、8月29日から12月16日にかけて、医学部5年次学生の臨床実習の各グループ（4名）につき、薬学部学
生3～4名ずつが参加し、6診療科を対象に、オリエンテーション等を含めて学生1名当たり5週間の臨床実習（前後1週間の事前
実習およびまとめを含む）を実施しています。）（熊本）

○漢方勉強会（３４回／年）、　２）漢方薬生薬認定薬剤師研修会（２回／年）、漢方薬生薬認定薬剤師を対称とした観察会、シ
ンポジウム（２回／年）、３）薬用植物観察会　（１２回／年））（熊本）

1-2) 先導的薬剤師養成という観点で病院・薬局等と連携した長期課題研究（卒業論文研究）の取り組み事例（企画段階で
も結構です）がありましたら具体的にご回答下さい。
○附属病院や学外薬局等と連携し，診療情報を利用した薬物治療に関する疫学調査等の臨床研究を行なっている（北海道）
○東北大学大学院医学系研究科環境遺伝医学総合研究センター及び東北大学病院産婦人科を中核メンバーとする「エコチル
調査宮城ユニットセンター」に加わり、妊婦の貧血・血圧など各種臨床パラメーターと胎児・新生児の発育に関する長期課題研
究を行っている。（東北）

○東北大学大学院医学系研究科腎・高血圧・内分泌学分野及び東北大学病院血液浄化療法部が中心的に行っている「宮城
艮陵ＣＫＤ（慢性腎臓病）研究」に参加し、主として降圧薬やエリスロポエチン製剤の使用現状や臨床効果に関する長期課題研
究を行っている。（東北）
○医学部の臨床系研究室との共同研究テーマの一部を6年生学生の卒業論文のテーマとして実施
病院（診療科）の臨床症例検討会に薬学科学生が参加している。このような臨床現場で求められている課題と基礎研究の接点
を見出す機会を設定することで、診療科との共同研究を開始しているところである。（東北）

○長期課題研究として、高齢者投与禁忌薬の処方実態と薬局薬剤師の認識について、保険薬局と連携して調査研究を実施し
た。（千葉）

○安全な医薬品開発及び個々人に対する医薬品の適正使用に還元することを目的に、既承認医薬品の中で、女性を組込んだ
臨床試験の実施状況を調査・解析する性差医療研究を行った。（千葉）

○小児科や師精神科との臨床研究を実施している。（富山）

○病院薬剤部を協力講座として学生を数名配属し、薬剤部の試験室業務から発展した臨床研究の一部を薬剤師とともに６年
制の学部学生が分担し、長期課題研究として取り組む体制をとっている。（金沢）

○附属病院と連携し，診療情報を利用した薬物治療に関する疫学調査等の臨床研究を行っている。（金沢）
○県内病院との共同研究を行っている。（金沢）
○地域薬局と連携して在宅医療についての調査研究を行う予定である。（金沢）
○京都大学医学部附属病院薬剤部にて、長期課題研究（卒業論文研究）が実施されています。また、これとは別途、京都市内
の医療機関との連携体制を構築して、医療機関と大学との共同研究を実施し、これを学生の長期課題研究（卒業論文研究）と
しています（京都）
○平成２５年度から、４～６年次の長期課題研究（卒論研究）として、附属病院、医学部との連携により、薬剤部における研究や
治験や未来医療等に関わる部署での研究を行うコース（定員５名）を新設する。（大阪）
○急性期患者における鎮静剤の投与とせん妄発症危険因子の解析（岡山）
○急性期患者における有効な漢方処方による治療法の薬剤経済学的アプローチ（岡山）
○緩和科・薬剤部との共同臨床研究，テーマ；フェンタニル貼付剤の血中濃度と疼痛コントロール個体差に関する研究（岡山）
○呼吸器科・薬剤部との共同臨床研究，テーマ；クリゾチニブ血中濃度（トラフ値）と副作用評価に関する研究（岡山）
○麻酔科・薬剤部との共同臨床研究，テーマ；デクスメデトミジン血中濃度推移がせん妄発現頻度におよぼす影響（岡山）
○消化器外科との共同臨床研究，テーマ；PIK3CA遺伝子変異がおよぼす分子標的薬併用化学療法の効果に関する研究（岡
○呼吸器外科移植チームとの共同臨床研究（企画中），テーマ；遺伝子多型を考慮した免疫抑制剤投与量設定に関する研究
○医学部臨床研究室との共同研究（徳島）
○保険調剤薬局における調査研究（徳島）

○卒業論文発表「薬物治療の適正管理へ向けた「マイクロTDM」の考案と実践〜薬局薬剤師と大学薬学部の連携〜」「薬剤師
のワルファリン服用時PT-INRモニタリング〜大学薬学部としてのかかわり〜」など（広島）

○共同研究病院のカルテ情報からターゲットとする薬物と疾患バイオマーカーに関する情報を取り出し、母集団動態解析によ
り、バイオマーカーの変化をモデル化する。得られた情報に基づいたシミュレーションにより、個々に投与量や併用薬といった処
方設計を行う研究を行っている。（九州）

○大学病院および市中の民間病院と連携した、後発医薬品の治療学的同等性に関する調査研究（九州）
○オキサリプラチン誘発末梢神経障害に対するCa拮抗薬の効果に関する臨床調査研究（九州）
○ニカルジピンによる血管障害に関する臨床調査研究（九州）
○福岡市薬剤師会と連携し、薬局における残薬の医療経済に与える影響について調査研究を行っている。（九州）
○抗MRSA薬の適正使用に関する臨床調査研究（九州）



2-1)　平成25年度以降の研究室への配属の時期は，いつでしょうか。
３年次１０月 北海道 東北 広島 徳島 長崎（仮）
３年次１１月 岡山 熊本
３年次１２月 富山

３年次１月 千葉
４年次４月 東京 京都 大阪 九州
４年次１月 金沢
５年次４月 長崎

発表総数 本人発表 発表総数 本人発表 発表総数 本人発表
北海道 4 4 1 1 8 5

東北 7 1 10 4 70 35
千葉 26 12 37 9 62 20
東京 1 0 12 6 17 13
富山 2 0 25 7 63 29
金沢 4 2 5 2 18 14
京都 0 0 2 1 5 4
大阪 12 2 34 12 32 14
岡山 21 16 16 6 33 19
広島 28 0 65 20 70 35
徳島 38 17 14 4 38 28
九州 6 1 12 0 33 24
長崎 4 0 9 4 15 7
熊本 11 3 7 1 21 14

計 164 58 249 77 485 261

平成２４年度実績 ４年次 ５年次 ６年次
北海道 2 1 3

東北 0 1 3
千葉 0 4 8
東京 0 1 2
富山 0 3 5
金沢 0 1 4
京都 0 1 1
大阪 0 4 5
岡山 0 0 2

○熊本大学医学部附属病院と連携した長期課題研究（熊本）
・２型糖尿病の新規治療法の開発
・家族性アミロイドポリニューロパチーの新規治療法の開発
・強皮症治療薬の設計と合成に関する研究
・脳卒中治療薬の設計と合成に関する研究
・マクロファージの泡沫化を予防・改善する天然薬物ならびにマクロファージの分化誘導物質の探索研究
・中枢神経系シグナル伝達における一酸化窒素関連分子の役割に関する研究
・GIRKチャネル阻害作用をもつ薬物の向精神作用のメカニズムに関する臨床的研究
・FAPのプロダクト診断
・8-ニトロcGMP化HSAの構造と機能特性
・TTRのアミロイド形成過程に与えるHSAの影響
・アルブミン酸化度を指標とした肝炎患者の酸化ストレス評価
・トランスサイレチンのアミロイド線維形成におよぼすシクロデキストリンおよびそのデンドリマー結合体の抑制効果
・FAPの遺伝子治療におけるラクトシル化デンドリマー/シクロデキストリン結合体の有効利用
・個別化医療をリードする育薬フロンティアセンター研究拠点形成
・虚血性心疾患ならびに特発性心筋症の発症に関わる遺伝的要因の遺伝子多型解析
・クロピドグレルの有効性に関する遺伝薬理学的研究
・アレルギー疾患患者血清中のビスフェノールＡ（ＢＰＡ）およびＢＰＡ類似化合物分析
・Lipoprotein Xに対する各種LDLコレステロールホモジニアス法の反応性
・保険薬局におけるチェックシートを用いた医薬連携による喘息患者の吸入指導
・薬剤性肝障害の発症における小胞体ストレス関連因子の機能解明
・抗血小板薬シロスタロールの血清脂質値に及ぼす影響
・薬物の透析性に関する検討ドリペネムの透析患者の薬物動態，透析性について
・塩酸セベラマーによる便秘に対する下剤の適正使用に向けた検討 ～３．血液透析患者を対象とした塩酸セベラマーと下剤の併用における便秘改善効
果の検討～
・腎障害保護効果を有する尿毒症物質産生阻害薬の探索研究
・肺癌患者におけるベバシズマブ治療の臨床効果予測指標に関する研究
・エイズ治療薬の細胞膜輸送と薬物間相互作用に関する研究

２.   長期課題研究（卒業論文研究）の実施について
　　貴大学薬学科における長期課題研究（卒業論文研究）についてお尋ねします。

1-2) 薬学科学生の長期課題研究（卒業論文研究）の成果について学会発表した件数（共同研究者としての連名での発表
を含む，年度内に開催される学会で発表が確定（演題申し込み済み）しているものを含む）した件数をご回答下さい。また，
発表件数のうち，学生本人が発表した件数もご回答下さい。

平成２４年度実績
４年次 ５年次 ６年次

2-3) 薬学科学生の長期課題研究（卒業論文研究）の成果が含まれる研究について学術誌（審査のある）に投稿し，掲載
（確定を含む）された件数（長期課題研究を実施した学部学生が共著者として含まれる論文数）をご回答下さい。



広島 5 8 15
徳島 4 4 13
九州 0 2 9
長崎 0 0 6
熊本 0 0 2

計 11 30 78

卒業論文発表
発表時期
（月）

発表時
間

（分）

質疑応
答時間
（分）

北海道 11 8 3

東北 12 12 8

千葉 11 10 5

東京 12 10 10

富山 11 9 3

金沢 12 8 4

京都 12 7 5

大阪 12 15 5

岡山 12
90

(ポス
ター)

90
(ポス
ター)

広島 12 8 7
徳島 11 10 5

九州 11
5（口頭）
６０（ポス
ター）

６０（ポス
ター）

長崎 11 7 2

熊本 11 7 5

2-4) これまでに薬学科学生の長期課題研究（卒業論文研究）の成果が含まれる研究について学術誌（審査のある）に投稿
し，掲載（確定を含む）された論文（長期課題研究を実施した学部学生が共著者として含まれる論文）のうち、代表的なもの3
報について、著者名（共著者名を含む）、論文タイトル、雑誌名、巻（号）、発行年をご回答下さい。→別ページ（2-4）

2-5) 薬学科学生の卒論研究発表会の時期や発表時間・質疑応答時間をご回答ください。また，会を盛り上げる（活発化）工
夫などがあれば，ご自由にお書きください。

卒論発表会を盛り上げる工夫

要旨集を作成し，事前に配布．他学年の学生も参加できるように教
務日程を調整

○各系（生物系／化学系）の教員・大学院生が、各系の発表会に参
加し、質疑応答を活性化するよう務める。
○６年制の学生を研究者として扱う。
○研究者としての質問をする質疑応答時間を長く取っている、教
員・大学院生・学部学生に積極的に参加してもらうような働きかけ・
スケジュール設定としている。

発表要旨を作成し、全研究室に配布する。副査を指名し発表を評価
する。（薬学部としての工夫）発表資料を周到に準備させる。発表会
には研究室全員が出席する。英語で発表させる。（ある研究室の工

発表会は、薬学部教員、大学院生、学部生が自由に参加し、討議
に参加する。発表会までに卒業論文要旨を提出し、副査を設けて修
士発表と同様に実施する。

６年生を全員出席とし、お互いが質問をする

全研究室の助教の全員が座長を行うなど、薬学系研究室全体が関
わるようにしている

学生が、要旨集を印刷・配布し、発表会を運営する。教員は、発表
会参加者として自由に参加し、討論を行う。これにより、学会運営の

○修士論文発表会と同等の発表時間、質疑応答時間を設けてい
る。
○予め要旨を作成・提出させている。
○修士修了と同様に、所属研究室以外の教員を副査として、卒業
論文審査を行っている。コメントに対する対応は、国家試験終了後
に文章にて報告させる。
○ 薬友会賞を設け、優秀な発表を行った１名を表彰し、副賞を渡し
ている。学生は自由に応募でき、卒論発表時に教授、准教授が、発
表内容・発表態度・質疑に対する対応の３点について評価を行い、
これを集計して優秀賞を決定する。
○ ３年生以上の授業を休講として下級生にも聴講させる○要旨集を発行した。
○発表会はポスター形式とし、討論を、自由に、時間を気にすること
なく行えるように工夫。
○発表番号の奇数・偶数によって発表時間を午前・午後に分け，６
年次生相互の質疑応答も可能にした。
○発表内容やポスターの分り易さに基づいて，全教員の投票で選
ばれるベストポスター賞を設けた。

大学院博士前期課程に準じた口頭発表を、薬学科の全学生に課
す○卒論発表会の後、ポスター発表を行い、その場で1時間質疑応答
を行う。このことにより学生は口頭発表とポスター発表の両方を経
験することができる。
○卒論発表会の要旨集を作成し、事前に参加者に配布することで
より活発な討議ができるようにしている。
○発表会は分野配属されている6年制学科の4,5,6年生が全員参加
することため、後輩と討論する機会があることで6年生は緊張感を
持って、取り組むことができる。
○卒論発表会の時期を11月末とすることで、実務実習終了から1年
間研究に集中して取り組むことができるようにしている。
○今年度から報告会を土曜日開催とし、全教員が参加しやすい日
程とした。
大学院生、学部学生へ出席を促した。教員が参加できる時間帯に
設定した。そのために部内会議の時間調整を行った。
卒論発表会を低学年学生および学外（5年次に実務実習でご協力
いただいた指導薬剤師）にも案内・開放し，修士論文の発表内容
は、従来の修士論文匹敵するように、指導した結果、発表者の適度
な緊張感のもと実りある卒論発表会となった。

3. アドバンスト教育プログラムの実施について
     貴大学薬学科におけるアドバンスト教育プログラムの実施（予定あるいは企画中を含め）状況についてお尋ねします。
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3-1) 貴大学薬学科において，アドバンスト教育プログラムを実施もしくは企画されていましたら，そのプログラムの名称，概
要，実施学年，および実施目的をご回答下さい。実施目的については以下の(A)～(H)からご選択ください。複数のプログラ
ムがある場合は，それぞれのプログラムごとにお示しください（多数ある場合は，欄を増やしてご回答ください）。

(A) 大学院進学へのモチベーション形成に役立つプログラム
(B) 高度な医療人の養成に役立つプログラム
(C) 創薬研究者の養成に役立つプログラム
(D) 薬学教育を担う人材の養成に役立つプログラム
(E) 行政を担う人材の養成に役立つプログラム
(F) 健康社会・環境衛生を担う人材の養成に役立つプログラム
(G) ４年生修了者を対象とした博士前期課程大学院教育と連携したプログラム
(H) その他

プログラムの名称（大学） プログラムの概要
救命救急実習（北海道） 防災協会の協力を受け，普通救命講習Ⅱを実施．修了証

が発行される

大学院連携セミナー（仮称）（北
海道）

卒業論文実習に含まれる．学部学生と大学院生の学年の
枠を超えた議論により，医療人や研究者として必要な科
学的考え方を身につける

医療情報解析演習（北海道） モデル症例の臨床症状や各種検査値から適切な薬剤を選
択し，処方を提案するとともに，患者に服薬指導する際
に必要な情報を提示する．SGDによる病態，処方解析のほ
か，プレゼンテーション能力や質疑応答能力の養成も目

大学間連携共同教育推進事業
（千葉）

千葉大・城西国際大学・千葉科学技術大学が連携して、
在宅医療をになう薬剤師を養成する

薬局におけるヒヤリハット事例収
集（東京）

医療安全を目的とした、薬局におけるヒヤリハット事例
実際収集とその解析法（企画段階）

アドバンスト実務実習（病院実
習）（富山）

本学附属病院において長期間の病棟実習を実施

病院実習II（金沢） 応用実務実習：3ヶ月　病棟薬剤師の指導の下、薬剤管理
指導業務をはじめチーム医療に参画する。臨床試験管理
センターに配属し、GCPの則った治験推進の方法を学ぶと
同時にCRC業務を習得する。

病院実習II（金沢） 薬学部３，４年生の実習・演習の補助を通して，病院実
習，薬局実習で習得した薬剤師に必要な知識、技能、態
度を薬学部３年生；臨床薬学演習I、薬学部４年生：臨床
薬学演習II，薬物治療演習，医療におけるくすりを学ぶ
IIIの学生実習のリーダーやチューターを務めることを通
して確認する

横断的統合型教育による創薬・
育薬力育成プログラム（京都）

新薬学教育制度下、各学科の枠を超えた参加・体験型学
習・問題解決型の演習・実習を中心とした新たな教育カ
リキュラム「創薬・育薬力育成プログラム」を構築し、
分野横断的な創薬力を持った先導的創薬・育薬研究リー
ダーを育成するためのプラットフォームを築きます

薬学イノベーション創出プログラ
ム（京都）

異分野交流プログラム、若手研究者薬学教育支援プログ
ラム、産学連携薬学研究教育プログラム、実践臨床薬学
プログラムの4つのプログラムを実践し、創薬サイエン
ス・医療薬学の学部・大学院教育のシームレス化によ
り、革新的な医薬品の研究開発を担う人材、先進医療を
支える先導的薬剤師となりうる人材、ライフ・イノベー

質の高い大学教育推進プログラ
ム「食と環境の安全安心を担う
人材養成教育」（大阪）

食と環境の安全・安心を担うことができる人材の養成を
目的とする環境薬学教育プログラム
(1)領域別統合型教育体制
　　1) 領域別に学習目標・学習方略・成績評価を明示し
た「学生の手引き」の作成・配布
 (2)環境薬学教育の高度化及び実質化を図るプログラム
の実施
　　1) ＰＢＬ（problem-based learning）チュートリア
ル教育の実施
　　2) 外部講師による最新の専門教育の実施
　　3) 最新機器を使用した分析実習の実施
＊平成２２年度で助成終了。その後もプログラムを継続

大学院教育改革推進プログラム
「健康環境リスクマネージメント
専門家育成」(大阪）

『食と環境の安全・安心の確保』及び『感染症の的確な
予防』を主導し、健康被害を未然に防ぐことができる
“健康環境リスクマネージメントの高度専門家”を育成
することを目的とした大学院教育プログラムの開発
(1) 新規科目の開講と研究科横断型科目としての提供
(2) 海外交流プログラムの実施（海外インターンシップ
及び海外若手研究者・学生の招聘）
(3) 学生提案型課題研究の支援
(4) 国際シンポジウム及び学生フォーラムの実施

臨床薬学（岡山） 臨床での薬剤師業務および適正な薬物療法の実践につい
て理解を深める目的で，参加型グループ討議（SGD）を含
む演習的な授業を行う。教員が提供するシナリオ（患者
背景、診断、治療方針）について、基本的に学生が自ら
調べた情報をもとに議論し、患者中心の薬物治療の提案
ならびに他職種との情報共有を目的とした適切な形式で
の情報提供方法について学ぶ。教官ならびに講師は提供
したシナリオに対する議論が目標達成に向かうための助
言を行 最終 標 到達する とを評価する
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臨床薬学演習３（岡山） １～２名で構成するグループごとに課題となる疾患を定
め、それぞれの疾患について、病態、診断および治療ガ
イドラインなどについて受講生が自ら学び、各症例に対
して適切な薬物治療の提案を行う。また、提案する薬物
治療についての資料を作成し、他の受講生、教員ならび
に薬剤師に対して情報提供（発表）を行う。さらに、質
疑応答によるコメント・解説を通して理解を疾患および
薬物療法に対する理解を深める。 教員８名と薬剤師３名
が授業を担当（発表回の担当は平均で教員4.5名と薬剤師
2.0名）。発表回は、前期（夏季休業期間も含む）を中心

在宅から救急まで網羅する地域
医療卒前教育と指導薬剤師養
成プログラム（岡山）

地域医療参加型実習としては岡山大学近隣の3施設の開業
医院にて以下の内容の体験実習を実施している。患者へ
の問診・視診・聴診・触診、電子カルテへの問診の記
録、バイタルサインチェック、レントゲン検査、心電
図・心腹部エコー、デイケアサービスでの診療、リハビ
リ室の診療・理学療法作業療法体験、訪問診療・在宅診
療への同行、小学校の健康診断助手、医師会懇話会参加
などの医師指導のもと臨床実地体験学習のなかで薬物治
療に至る過程を経験できる。さらに大学院教育では、病
院前救護教育から救急現場での重症感染症治療、重症熱
傷・外傷、薬物中毒、心肺蘇生などの薬物治療教育など
を準備している。

災害医療教育プログラム（岡山） 災害医療の超急性期、急性期、亜急性期から慢性期まで
に薬剤師が行うべき、あるいは薬剤師が担えるノウハウ
を教育システムの導入企画を検討中

患者志向型合宿勉強会（広島） 薬害被害者を講師として招聘し、合宿型の勉強会を開催

薬科学特論（広島） 大学教員、製薬企業の研究者による講義を聴講する。

能動学習（徳島） 学生が自主的（能動的）に参加した医療に関連する講演
会、勉強会、ボランティアについて、一定のレポートを
提出することで単位化するプログラム

大学間連携共同教育推進事業
（徳島）

本事業では、徳島文理大学、松山大学と共に四国の大学
病院（大学附属病院）、徳島赤十字病院、各県の病院薬
剤師会および薬剤師会、薬剤師関連のNPOと協働で、地域
の医療に関する課題を解決できる薬剤師を養成する。学
部学生に対しては、本学部で未開講の講義をオンデマン
ド・リアルタイムで配信するシステムを構築し、学生の
学びの選択枝を広げることを目指す（計画中）

臨床現場に直結した新しい薬学
教育システムの構築に関する事
業（徳島）

若手研究者の参画と薬学・医学・大学病院連携による研
究を遂行するに当たり、学部学生の臨床医学研究への参
画を図る。

高次臨床実務実習Ⅰ（長崎） 長崎大学病院の６つの内科での臨床実習（２週間）。学
生は１つの内科で医学部医学科５年生と２週間共修す
る

高次臨床実務実習Ⅱ（長崎） ２週間の実習の中で「１週間の五島列島での離島・へき
地医療実習」と「１週間の長崎大学病院での専門領域に
関する臨床実習」を実施する。

エコファーマを担う薬学人育成プ
ログラム（熊本）

講演会２回演者３名、シンポジウム１回演者４名、中央
官庁研修（１泊２日定員５名、厚労省、環境省）１回、
企業研修２回（１回目関西１泊二日定員５名、２回目鹿
児島日帰り定員５０名）２社1財団法人、水俣体験学習１
回（日帰り）、食と農の体験塾１回（日帰り）、薬用植
物観察会１回（2時間）、その他体験学習５回、関連講演
会２回、水俣体験学習を除き自由参加。正規のカリキュ
ラムのうちエコファーマ推進委員会が指定する講義・実
習・演習から一定以上の単位を修得し、かつ情報発信を
含むエコファーマプログラムに一定以上参加すると薬学
部長から正式なエコファーマプログラム修了認定証が授
与される

4. 卒業生の進路について
   薬学科（６年制課程）卒業生（平成24年3月卒業）の進路をお書きください。→別ページ（４）

5. 博士課程コース（４年制）について
   平成24年度から開設された「博士課程」（４年制）についてお尋ねします。

5-1) 博士課程（４年制）への進学を促進するための取り組みがあればご回答下さい。
○博士課程修了後の進路の多様性に対応できるカリキュラム設定（北海道）
○学会に多く参加させる（東北）
○博士課程入試の説明会を実施している。（東京）
○薬剤師等の医療に携わる仕事を主たる業務とした経験のある旧薬学教育課程の学部を卒業した者への受験資格を認めて
いる（金沢）
○本学の卒業生を招いて、１年薬学科５年次（および薬科学科修士課程学生）を対象として、談話会を開催し、交流の場を設け
ています(京都 )
○海外での学会発表、研修の援助（渡航費の一部を支援）(大阪）
○がんプロフェッショナル養成教育の実施（現行プログラムの発展的継続）(大阪）
○薬友会賞による優秀な卒業研究の表彰（賞状＋副賞）(大阪）
○キャリアパスについての講演会を毎年実施（岡山）
○がん専門薬剤師履修コースの設置



大学

千葉

○臨床薬学科の教育目標として薬学研究を遂行できる研究者・教育者の育成を掲げており、学部生の頃から研究の必要性を
伝えている。また、4年次の4月から研究室に配属し、早期から研究に慣れ親しむように配慮している。そして、実務実習終了し
た11月下旬から翌年の11月まで1年間研究に集中できるようにカリキュラムを設定し、研究意欲がある学生のモチベーションを
高めるようにしている。（九州）

○１年次の入門科目や研究室配属前の研究室紹介の際に、博士課程の内容などをアピールしている。（長崎）
○TAやRAに加えて特別研究奨励金で経済支援を行っている。（長崎）
○５つの専門薬剤師養成コース（がん、感染制御、糖尿病、精神科、妊婦・授乳婦）と１つのコーディネーター養成コースを設置
している。（長崎）

○平成２４年度博士課程・博士後期課程入試説明会を熊本大学薬学部において平成２３年６月２５日（土）に開催した。参加者
17名（熊本）

5-2) 博士課程（４年制）での早期修了の条件が決まっていればご回答下さい。
○次の全ての項目を充たし、かつ、指導教員の推薦が得られた者
(1) 博士課程の修了に必要な単位を取得又は取得見込であること。
(2) 第一著者として発表した学術論文が３編以上あること。なお，当該学術論文は学位論文にかかる論文であることとする。
(3) 学位論文の対象とする学術論文のＩＦの合計が１５以上であること。なお，ＩＦの基準は最新のものとする。  （富山）

○研究科に３年以上在学し、初期総合カリキュラム4単位以上、薬学専攻選択科目12単位以上、薬学専攻必修科目16単位、お
よび所属専攻以外が開設する科目（博士課程共通）2単位以上を修得し、さらに、優れた業績をもって提出した学位論文が薬学
系領域委員会で合格と判定された者が修了できる。なお、優れた業績をもつとは、参考論文を２編以上有するかまたは特に優
れた１編の参考論文を有し、かつ専攻長の推薦を受けて薬学系領域委員会で認められた場合を指す。 （金沢）

○学修・研究について著しい進展が認められる者は、審査を経て、在学期間を３年に短縮して学位を得ることができる（京都）
○特に優れた研究業績をあげ、卓越した研究能力を修得したと認められる者について、厳正な審査の上、早期修了を認める規
定を決定した。（大阪）

○優れた業績（詳細は個別審査）（徳島）
○博士課程に３年以上４年未満在学するもので，英文論文２編以上。主論文は，本人が第一著者で一流英文誌に受理された
ものであり，かつ，その学問的価値が特に高いこと。（九州）

○修了予定者が論文（受理されたものを含む。）の第一著者であり、以下の条件のすべてを満たす者について適用する。（長
崎）
条件
１．主任指導教員の推薦があること。
２．所定の単位を修得又は修得見込みの者であること。
３．次のいずれかに該当する者
(1) 論文２編以上を有し、学位申請時に公表されている最新の「ＪＣＲ」において、雑誌のＩＦの合計点が７．０点以上の者
(2) 学位申請時に公表されている最新の「ＪＣＲ」において 論文１編が掲載された雑誌のＩＦが５ ０点以上の者
○早期修了による学位申請には、学位論文と、本人が筆頭著者（equal contributionも含む）になっている英語で書かれた論文
１報以上を含む計２報以上の公表論文（審査委員を置く学術誌に掲載済み又は掲載決定済みのもの）の提出を必要とする。
（熊本）

5-3) 博士論文研究のテーマ例を３つまでお書きください。

博士論文テーマ

北海道
シスプラチン起因性腎障害の予防法の確立とその機序の解明
アルツハイマー病患者試料からのp3-Alcの測定
重篤な副作用を有する薬剤(ハイリスク薬)の副作用発現機構の解明と回避方法の確立

東北
HDAC阻害薬誘発性高血糖の機序解明とリスク因子同定による個別化予防に向けた研究
細胞間相互作用を介した胸腺間質リンパ球増殖因子の産生制御による免疫調節機構の解明
生体内におけるリゾホスファチジルセリンの検出
シグナル伝達経路に作用する生物活性天然物の探索

東京
超解像光学顕微鏡によるストレス顆粒内mRNAの構造解析
ALS 関連変異型 SOD1 に共通の構造変化
抗がん剤と抗てんかん薬の相互作用の PK 解析

富山
免疫抑制薬ミゾリビンの消化管吸収変動機構解析
アクチン結合性転写制御因子MKLの神経特異的アイソフォームSOLOISTの機能解析
脊椎動物CTDホスファターゼSsu72の機能解析

金沢
体内尿酸調節機構に関する研究
小腸における UDP-グルクロン酸転移酵素の発現とその役割に関する研究
トリアジンの特性を活用した新規反応剤の開発とその応用研究

京都
医薬品の体内動態の分子機構の解明と動態モデルに基づく数理学的解析
遺伝子治療・DNAワクチン療法の最適化を目指した核酸医薬品開発
中枢神経疾患におけるニューロン死の機序とその保護因子に関する研究

大阪
トリセルラージャンクション制御因子の臨床的意義に関する研究
経皮ワクチン製剤の開発とその臨床研究
IL-11を用いた新規心筋保護治療法開発のための臨床研究

岡山
アシネトバクチンおよびその類縁体の合成と活性
MRSA感染症治療薬の開発に向けた基礎的研究

広島
血液中を循環する新規バイオマーカーとしての細胞外小胞に関する研究
パーキンソン病発症に関するオートファジーの関与に関する研究
環境化学物質の毒性発現機構における代謝活性化の寄与に関する研究

徳島
虚血再灌流障害に対する薬物治療標的の探索
mRNAスプライス因子を利用した遺伝子発現制御に関する研究
銀翹散構成生薬成分の抗ウイルス活性に関する研究

九州

試験管内再構築系を用いた複製開始複合体関連因子によるクロマチン制御機構の解明
電子カルテ情報に基づいた母集団動態解析による医薬品の適正使用



平成２４年度 発表総数 本人発表

北海道 2 1
東北 2 1
千葉 37 9
東京 9 9
富山 6 4
金沢 0 0
京都 11 5
大阪 16 8
岡山 2 1
広島 8 8
徳島 2 2
九州 2 1
長崎 3 3
熊本 0 0

計 100 52

平成２４年度 発表総数

北海道 1
東北 1
千葉 4
東京 1
富山 1
金沢 0
京都 1
大阪 1
岡山 1
広島 5
徳島 0
九州 0
長崎 1
熊本 0

計 17

九州
オキサリプラチン誘発末梢神経障害における坐骨神経の髄鞘形成障害とNeuregulin 1の発現低
下の関与

長崎
遺伝子治療実現に向けた遺伝子デリバリー研究
病態時および各種治療時における薬物療法の個別化
非小細胞肺がんにおけるWntアンタゴニストを標的分子とした新規分子標的治療薬の開発

5-4) 博士課程（4年制）在籍学生の研究成果について学会発表した件数（共同研究者としての連名での発表を含む，年度
内に開催される学会で発表が確定（演題申し込み済み）しているものを含む）した件数をご回答下さい。また，発表件数のう
ち，学生本人が発表した件数もご回答下さい。

5-5) 博士課程（4年制）在籍学生の研究成果について学術誌（審査のある）に投稿し，掲載（確定を含む）された件数（長期
課題研究を実施した学部学生が共著者として含まれる論文数）をご回答下さい。
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職種 合計 北海道 東北 千葉 東京 富山 金沢 京都 大阪 岡山 広島 徳島 九州 長崎 熊本
(a)  博士課程進学 29 1 4 4 3 3 2 2 2 0 1 3 1 3
(b)  病院勤務薬剤師 163 11 10 0 18 12 4 5 18 12 12 16 21 24
(c)   調剤薬局勤務薬剤師 106 8 2 0 6 15 5 6 11 13 15 2 10 13
(d)  主にOTCを対象とする薬剤師・ドラッグストア勤務薬剤師等 10 0 1 0 0 0 0 2 1 0 1 3 1 1
(e)  製薬会社勤務 62 5 1 2 11 2 5 5 7 8 4 2 1 9
(f)  CRO、SMO関係の会社勤務 10 0 0 0 7 1 0 0 1 0 0 0 1 0
(g)  製薬産業以外の企業への勤務 18 0 0 0 4 0 6 1 0 1 1 3 1 1
(h) 薬務行政関係への勤務 22 1 1 1 4 5 1 1 2 1 3 1 1 0
(i) 公的研究機関・大学等への勤務 2 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0
(j) その他の行政機関等への勤務 5 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 2
(k) 上記以外 0
［差し支えない範囲で職種等をお願いします：　事務職　］ 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
［差し支えない範囲で職種等をお願いします：　卸売　］ 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
［その他］ 14 0 1 0 0 0 2 0 2 3 2 1 3

合計 445 29 20 0 7 53 38 26 23 44 37 40 33 39 56



２０１２年度における「長期課題研究及
びアドバンスト教育プログラム」と「最先

端創薬教育プログラム」の現状

第２グループ

富岡 佳久（東北大院薬）、
新井 洋由、三田 智文（東大院薬）、

波多野 力、竹内 靖雄（岡山大院医歯薬）

先導的薬剤師養成に向けた
実践的アドバンスト教育プログラムの共同開発

平成２５年３月 日本薬学会年会フォーラム

1

アンケートの調査概要

1. 病院・薬局等と連携した取り組みについて

2. 長期課題研究（卒業論文研究）の実施につい
て

3. アドバンスト教育プログラムの実施について

4. 卒業生の進路について

5. 博士課程コース（４年制）について

アンケート実施期間：平成２４年
実施対象校： １４国立大学（薬学科） 回答： １４／１４（１００％）

2

アンケートの調査内容

1. 病院・薬局等と連携した取り組みについて

① 先導的薬剤師養成という観点で病院・薬局等と連
携した教育プログラムの取り組み事例（企画段階
を含む）

② 先導的薬剤師養成という観点で病院・薬局等と連
携した長期課題研究（卒業論文研究）の取り組み
事例（企画段階を含む）

3

アンケートの調査内容

1. 病院・薬局等と連携した取り組みについて

① 先導的薬剤師養成という観点で病院・薬局等と連
携した教育プログラムの取り組み事例（企画段階
を含む）

② 先導的薬剤師養成という観点で病院・薬局等と連
携した長期課題研究（卒業論文研究）の取り組み
事例（企画段階を含む）

4

Yoshihisa
テキストボックス
資料４



アンケートの調査結果

① 教育プログラムの取り組み まとめ

・薬学部の臨床系教員も現場（病院、薬局）で実習・演習
を担当しているもの

・附属病院薬剤部や薬局の大きな協力（実務実習事前
教育～実務実習）によるもの

・他学部（医、看など）や大学間の連携教育（講義、演習、
実習）によるもの
・早期体験学習
・英語による臨床薬学教育

5

アンケートの調査結果

① 教育プログラムの取り組み事例 ～１～
・実務教育を担当する教員が附属病院の薬剤師として登録・実務に従事し，現場でのリ
アルタイムな経験を活かしながら実習や演習を行なっている。（北海道）

・病院実習の期間中、病院（診療科）の臨床症例検討会に薬学科学生が参加し、医師
の治療方針決定プロセスを学習するとともに、薬剤師の処方設計支援の在り方を薬学
部教員と検討する機会を設定している。（東北）
・実務実習後の学生を東北大学病院診療科のカンファレンスに参加させている。（東北）

・６年制教育を企画・運営する実務実習委員会に、附属病院薬剤部長が参加している。
（東京）

・医療安全を目的とした、薬局におけるヒヤリハット事例、副作用事例の実際収集とそ
の解析法に関する教育（企画段階）。（東京）

・医療学入門において、医・薬・看護の学生が一緒に医療について実習や講義を受ける。
和漢薬入門という講義でも、医・薬・看護の学生が一緒に実習・講義を行う。いずれも、
講師や指導者はそれぞれの学部から選出している。（富山）

・実務家教員および臨床系教員が附属病院に薬剤師として登録し，実務を兼務し現場
で経験を活かし、講義、実習などを行っている。（金沢）
・医療系講義、実習、演習、OSCEを企画、運営する医療教員会議に附属病院薬剤部の
病院薬剤部長、副部長、助教が参加している。（金沢）
・１年次に附属病院で早期体験学習を実施している。（金沢）

6

アンケートの調査結果

① 教育プログラムの取り組み事例 ～２～
・３年次および４年次の実務実習事前学習において、病院薬剤部長、副部長及び薬剤
師による講義を行っている。（金沢）

・４年次の実務実習事前学習において附属病院の医師による診断・治療・処方について
の講義を開催している。（金沢）

・６年次に「病院実習Ⅱ」（２単位、３ヶ月）の選択科目を設けて応用実務実習を行ってい
る。（金沢）
・１年次にＮＰＯアカンサス薬局で早期体験学習を実施している。（金沢）
・３年次に薬局薬剤師による講義を実施している。（金沢）
・ＮＰＯアカンサス薬局を利用した薬局実習を行っている。（金沢）
・ＮＰＯアカンサス薬局に実務家教員および職員を派遣し実習を行っている。（金沢）
・英語による臨床薬学教育の教材作成と薬局によるカリキュラムを行う。（金沢）

・学部学生向けの教育講演：専門薬剤師の資格を持ち、実際に現場（病院）で活躍され
ている薬剤師の方々に、専門薬剤師の職務、薬学部生として卒業までに何を学ぶべき
か、また、学生のキャリアパスとして何を目標におくべきか等について、講演いただく（平
成25年1月25日実施予定）。（岡山）
・高度救命救急センターにおける急変患者の薬物治療シミュレーション教育。（岡山）
・病院実務実習にジョイントした高度救命救急センター見学実習を実施。（岡山）
・医療教育統合開発センターとの共同企画（企画段階，H25年度選択科目に一部導入

予定）， シミュレーターを用いた急変時におけるバイタル変動と適応薬剤投与時のバイ
タルモニタリング。（岡山） 7

アンケートの調査結果

① 教育プログラムの取り組み事例 ～３～
・徳島大学薬学部は、徳島文理大学、松山大学と共に「大学間連携共同教育推進事
業」に応募し採択された。本事業では、四国の大学病院（大学附属病院）、徳島赤十字
病院、各県の病院薬剤師会および薬剤師会、薬剤師関連のＮＰＯと協働で、地域の医
療に関する課題を解決できる薬剤師を養成することを目指している。本事業は平成２４
年度から平成２８年度までの５年間の事業であり、今年度は病院・薬局との協働のあり
方を明らかにするキックオフミーティングを開催する予定である。（徳島）

・徳島大学薬学部では平成１９年度より「薬学・医学・病院の連携による臨床薬剤師・医
療薬学研究者育成事業」に取り組んでいる。その事業の一環として、「医療薬学研究者
育成システム」を立ち上げている。これは、薬学部教員＋（学生または院生）が、医学部
教員および病院職員と共同で、臨床に関する研究テーマを探求するシステムで、平成２
４年度は９件のテーマについて取り組んでいる。（徳島）
・医学部臨床研究室との共同研究に６年制学生を参画させる。（徳島）
・保険調剤薬局における調査研究に６年制学生を参画させる。（徳島）
・精神科外来におけるアドバンスト実習を継続実施（広島）

・九州大学では、より患者指向の実践的実習プログラムの開発を目的として、大学・県
病院薬剤師会・県薬剤師会３者合同での米国の実務実習および教育プログラムの視察
を行った。この成果をもとに事前実習や実務実習の実習書を開発していく予定。（九州）

8



アンケートの調査結果

① 教育プログラムの取り組み事例 ～４～
・平成２２年度から５年生の授業科目「高次臨床実務実習Ⅰ」で、病院実習施設である
長崎大学病院の６つの内科において２週間の参加型臨床実習を行っている。平成２３
年度からは６年生の授業科目「高次臨床実務実習Ⅱ」で、同じく長崎大学病院の各診
療部門等において１週間の参加型臨床実習と五島列島での１週間の離島・へき地医療
実習を行っている。（長崎）

・（病院実務実習の一環として、熊本大学医学部附属病院における「医学生の臨床実習
（ポリクリ）に連携した参加型実務実習」（６年制薬学科学生全員を対象）が行われてい
ます。本実習では、熊本大学医学部附属病院各診療科スタッフの全面的な協力を仰ぎ、
将来、医療現場で協働作業を行う医学生と薬学生が学生のうちから“共に学ぶ体験”を
することは有意義と考えています。平成２３年度は、８月２９日から１２月１６日にかけて、
医学部５年次学生の臨床実習の各グループ（４名）につき、薬学部学生３～４名ずつが
参加し、６診療科を対象に、オリエンテーション等を含めて学生１名当たり５週間の臨床
実習（前後１週間の事前実習およびまとめを含む）を実施しています）。（熊本）

・漢方勉強会（３４回／年）、 ２）漢方薬生薬認定薬剤師研修会（２回／年）、漢方薬生
薬認定薬剤師を対称とした観察会、シンポジウム（２回／年）、３）薬用植物観察会 （１
２回／年））。（熊本）

・３年次履修必修科目「薬学と社会」において、大阪府薬剤師会理事による講義、関連
病院薬剤部長による講義を実施している。（大阪）

9

アンケートの調査結果

① 教育プログラムの取り組み事例 ～５～
・６年次選択必修科目「臨床薬学特論」において、医学部附属病院臨床試験部の教員
による講義を実施している。（大阪）

・薬剤部に協力講座の１つ（医療薬剤学講座）として、４名の学生が配属しており、先導
的な薬剤師の養成も含めて、充実した教育プログラムが提供されています。また、これ
とは別途、医学部医学教育支援センター、附属病院医療安全管理室と共同で、医学部
医学科学生、医学部保健学科学生、薬学部薬学科学生が一緒に受講する医療倫理、
医療安全に関する教育プログラムを構築している。

10

アンケートの調査内容

1. 病院・薬局等と連携した取り組みについて

① 先導的薬剤師養成という観点で病院・薬局等と連
携した教育プログラムの取り組み事例（企画段階
を含む）

② 先導的薬剤師養成という観点で病院・薬局等と連
携した長期課題研究（卒業論文研究）の取り組み
事例（企画段階を含む）

11

アンケートの調査結果

②長期課題研究の取り組み事例 ～１～
・附属病院や学外薬局等と連携し、診療情報を利用した薬物治療に関する疫学調査等
の臨床研究。（北海道）

・環境遺伝医学総合研究センター及び東北大学病院産婦人科を中核メンバーとする「エ
コチル調査宮城ユニットセンター」に加わり、妊婦の貧血・血圧など各種臨床パラメー
ターと胎児・新生児の発育に関する長期課題研究。（東北）

・腎・高血圧・内分泌学分野及び血液浄化療法部が中心的に行っている「宮城艮陵ＣＫ
Ｄ（慢性腎臓病）研究」に参加し、主として降圧薬やエリスロポエチン製剤の使用現状や
臨床効果に関する長期課題研究。（東北）

・医学部の臨床系研究室との共同研究テーマの一部を６年生学生の卒業論文のテーマ
として実施病院（診療科）の臨床症例検討会に薬学科学生が参加している。このような
臨床現場で求められている課題と基礎研究の接点を見出す機会を設定し、診療科との
共同研究を開始。（東北）

・医学部附属病院薬剤部が薬学系研究科の協力講座となっており、一部の学部学生が、
薬剤部において長期課題研究（卒業論文研究）を行っている。（東京）
・小児科や師精神科との臨床研究を実施している。（富山）

・病院薬剤部を協力講座として学生を数名配属し、薬剤部の試験室業務から発展した
臨床研究の一部を薬剤師とともに６年制の学部学生が分担し、長期課題研究として取
り組む体制をとっている。（金沢）

12



アンケートの調査結果

②長期課題研究の取り組み事例 ～２～
・附属病院と連携し，診療情報を利用した薬物治療に関する疫学調査等の臨床研究を
行っている。（金沢）
・県内病院との共同研究を行っている。（金沢）
・地域薬局と連携して在宅医療についての調査研究を行う予定である。（金沢）
・急性期患者における鎮静剤の投与とせん妄発症危険因子の解析（岡山）
・急性期患者における有効な漢方処方による治療法の薬剤経済学的アプローチ（岡山）

・緩和科・薬剤部との共同臨床研究，テーマ；フェンタニル貼付剤の血中濃度と疼痛コン
トロール個体差に関する研究（岡山）

・呼吸器科・薬剤部との共同臨床研究，テーマ；クリゾチニブ血中濃度（トラフ値）と副作
用評価に関する研究（岡山）

・麻酔科・薬剤部との共同臨床研究，テーマ；デクスメデトミジン血中濃度推移がせん妄
発現頻度におよぼす影響（岡山）
・消化器外科との共同臨床研究，テーマ；PIK3CA遺伝子変異がおよぼす分子標的薬併
用化学療法の効果に関する研究（岡山）

・呼吸器外科移植チームとの共同臨床研究（企画中），テーマ；遺伝子多型を考慮した
免疫抑制剤投与量設定に関する研究（岡山）
・医学部臨床研究室との共同研究（徳島）
・保険調剤薬局における調査研究（徳島）

13

アンケートの調査結果

②長期課題研究の取り組み事例 ～３～
・卒業論文発表「薬物治療の適正管理へ向けた「マイクロTDM」の考案と実践〜薬局薬
剤師と大学薬学部の連携〜」「薬剤師のワルファリン服用時PT‐INRモニタリング〜大学
薬学部としてのかかわり〜」など（広島）

・共同研究病院のカルテ情報からターゲットとする薬物と疾患バイオマーカーに関する
情報を取り出し、母集団動態解析により、バイオマーカーの変化をモデル化する。得ら
れた情報に基づいたシミュレーションにより、個々に投与量や併用薬といった処方設計
を行う研究を行っている。（九州）

・大学病院および市中の民間病院と連携した、後発医薬品の治療学的同等性に関する
調査研究（九州）

・オキサリプラチン誘発末梢神経障害に対するＣａ拮抗薬の効果に関する臨床調査研
究（九州）
・ニカルジピンによる血管障害に関する臨床調査研究（九州）

・福岡市薬剤師会と連携し、薬局における残薬の医療経済に与える影響について調査
研究を行っている。（九州）
・抗ＭＲＳＡ薬の適正使用に関する臨床調査研究（九州）
・熊本大学医学部附属病院と連携した長期課題研究２８件（熊本）

・長期課題研究として、高齢者投与禁忌薬の処方実態と薬局薬剤師の認識について、
保険薬局と連携して調査研究を実施した。（千葉）

14

アンケートの調査結果

②長期課題研究の取り組み事例 ～４～
・安全な医薬品海発及び個々人に対する医薬品の適正使用に還元することを目的に、
既承認医薬品の中で、女性を組み込んだ臨床試験の実施状況を調査・解析する性差
医療研究を行った。（千葉）

・平成２５年度から、４～６年次の長期課題研究（卒業研究）として、附属病院、医学部と
の連携により、薬剤部における研究や治験や未来医療等に関わる部署での研究を行う
コース（定員５名）を新設する。（大阪）

・附属病院薬剤部にて、長期課題研究（卒業論文研究）が実施されている。また、これと
は別途、京都市内の医療機関との連携体制を構築して、医療機関と大学との共同研究
を実施し、これを学生の長期課題研究（卒業論文研究）としている。（京都）

15

アンケートの調査結果

②長期課題研究の取り組み事例 ～（熊大詳細）～
・熊本大学医学部附属病院と連携した長期課題研究２８件（熊本）
２型糖尿病の新規治療法の開発； 家族性アミロイドポリニューロパチーの新規治療法の開発；

強皮症治療薬の設計と合成に関する研究； 脳卒中治療薬の設計と合成に関する研究； マクロ
ファージの泡沫化を予防・改善する天然薬物ならびにマクロファージの分化誘導物質の探索研究；
中枢神経系シグナル伝達における一酸化窒素関連分子の役割に関する研究； GIRKチャネル阻
害作用をもつ薬物の向精神作用のメカニズムに関する臨床的研究；FAPのプロダクト診断； 8‐ニト
ロcGMP化HSAの構造と機能特性； TTRのアミロイド形成過程に与えるHSAの影響； アルブミン酸

化度を指標とした肝炎患者の酸化ストレス評価； トランスサイレチンのアミロイド線維形成におよ
ぼすシクロデキストリンおよびそのデンドリマー結合体の抑制効果； FAPの遺伝子治療におけるラ
クトシル化デンドリマー/シクロデキストリン結合体の有効利用； 個別化医療をリードする育薬フロ

ンティアセンター研究拠点形成； 虚血性心疾患ならびに特発性心筋症の発症に関わる遺伝的要
因の遺伝子多型解析； クロピドグレルの有効性に関する遺伝薬理学的研究； アレルギー疾患患
者血清中のビスフェノールＡ（ＢＰＡ）およびＢＰＡ類似化合物分析； Lipoprotein Xに対する各種LDL
コレステロールホモジニアス法の反応性； 保険薬局におけるチェックシートを用いた医薬連携によ
る喘息患者の吸入指導； 薬剤性肝障害の発症における小胞体ストレス関連因子の機能解明；
抗血小板薬シロスタロールの血清脂質値に及ぼす影響； 薬物の透析性に関する検討ドリペネム
の透析患者の薬物動態，透析性について； 塩酸セベラマーによる便秘に対する下剤の適正使用
に向けた検討～３．血液透析患者を対象とした塩酸セベラマーと下剤の併用における便秘改善効

果の検討～； 腎障害保護効果を有する尿毒症物質産生阻害薬の探索研究； 肺癌患者における
ベバシズマブ治療の臨床効果予測指標に関する研究； エイズ治療薬の細胞膜輸送と薬物間相
互作用に関する研究；慢性骨髄性白血病治療薬イマチニブの体内動態変動因子に関する研究
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アンケートの調査内容

2. 長期課題研究（卒業論文研究）の実施につい
て （１／２）

① 平成２５年度以降の研究室への配属の時期

② 薬学科学生の長期課題研究（卒業論文研究）の成
果について学会発表した件数（共同研究者、演題
申し込み済みを含む）した件数。及び学生本人が
発表した件数。

③ 薬学科学生の長期課題研究（卒業論文研究）の成
果が含まれる研究について学術誌に掲載（確定を
含む）された件数（共著者を含む）。

17

アンケートの調査内容

2. 長期課題研究（卒業論文研究）の実施につい
て （２／２）

④ 薬学科学生の長期課題研究（卒業論文研究）の成
果が含まれる研究について学術誌（審査のある）
に掲載された代表的論文３報の情報（論文タイトル、
雑誌名、掲載年・巻）

⑤ 薬学科学生の卒論研究発表会の時期や発表時
間・質疑応答時間をご回答ください。また、会を盛
り上げる（活発化）工夫などがあれば、ご自由にお
書きください。
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アンケートの調査内容

2. 長期課題研究（卒業論文研究）の実施につい
て （１／２）

① 平成２５年度以降の研究室への配属の時期

② 薬学科学生の長期課題研究（卒業論文研究）の成
果について学会発表した件数（共同研究者、演題
申し込み済みを含む）した件数。及び学生本人が
発表した件数。

③ 薬学科学生の長期課題研究（卒業論文研究）の成
果が含まれる研究について学術誌に掲載（確定を
含む）された件数（共著者を含む）。

19

アンケートの調査結果

① 平成２５年度以降の研究室への配属の時期

配属時期 大学名

３年次１０月 北海道 東北 広島 徳島 長崎（仮）

３年次１１月 岡山 熊本

３年次１２月 富山

３年次 １月 千葉

４年次 ４月 東京 九州 大阪 京都

４年次 １月 金沢

５年次 ４月 長崎

20



アンケートの調査内容

2. 長期課題研究（卒業論文研究）の実施につい
て （１／２）

① 平成２５年度以降の研究室への配属の時期

② 薬学科学生の長期課題研究（卒業論文研究）の成
果について学会発表した件数（共同研究者、演題
申し込み済みを含む）した件数。及び学生本人が
発表した件数。

③ 薬学科学生の長期課題研究（卒業論文研究）の成
果が含まれる研究について学術誌に掲載（確定を
含む）された件数（共著者を含む）。

21

アンケートの調査結果

② 学会発表件数

実績
４年次 ５年次 ６年次

総数 本人 総数 本人 総数 本人

平成２３年度 １６２ ５０ ３５３ １３１ ５０１ ２６１

平成２４年度 １６８ ６２ ２５９ ８１ ４９２ ２６４

③ 学術誌への発表件数

実績
４年次 ５年次 ６年次

総数 総数 総数

平成２３年度 １１ ５１ ８０

平成２４年度 １１ ３４ ８０

22

アンケートの調査内容

2. 長期課題研究（卒業論文研究）の実施につい
て （２／２）

④ 薬学科学生の長期課題研究（卒業論文研究）の成
果が含まれる研究について学術誌（審査のある）
に掲載された代表的論文３報の情報（論文タイトル、
雑誌名、掲載年・巻）

⑤ 薬学科学生の卒論研究発表会の時期や発表時
間・質疑応答時間をご回答ください。また、会を盛
り上げる（活発化）工夫などがあれば、ご自由にお
書きください。

23

アンケートの調査結果

④ 学術誌への発表した論文例
・Catalytic Asymmetric Intermolecular C‐H Insertion Reactions of 1,4‐Cyclohexadiene with 
2,4‐Dimethyl‐3‐pentyl α‐Alkyl‐α‐ diazoacetates using Chiral Dirhodium(II) Carboxylates, 
Heterocycles, in press.
・Prenylated acylphloroglucinols, chipericumins A‐D, from Hypericum chinense" J. Nat. 
Prod. 75, 484‐488, 2012.
・Zipper‐interacting protein kinase (ZIPK) modulates canonical Wnt/β‐catenin signaling 
through interaction with Nemo‐like kinase and T‐cell factor 4 (NLK/TCF4) , J Biol Chem. 
286 (21), pp19170‐7, 2011.
・Amelioration of disrupted hepatic lipogenesis in Fxr‐null mice by human FGF19 
treatment, Biol. Pharm. Bull.34, 1885‐1889 (2011).
・Preparations of hammerhead ribozymes for investigations of their cleavable sequences, 
Nucleic Acids Symp. Ser., 53, 277‐278 (2009).
・Plasma renin activity and the aldosterone‐to‐renin ratio are associated with the 
development of chronic kidney disease: the Ohasama Study.  J Hypertens. 2012 
Aug;30(8):1632‐8.
・Culture period‐dependent changes in the uptake of transporter substrates in sandwich‐
cultured rat and human hepatocytes. Drug Metab Dispos 39(9):1503‐10, 2011
・A novel monoclonal antibody reveals a conformational alteration shared by amyotrophic 
lateral sclerosis‐linked SOD1 mutants. Annals of Neurology, in press, 2012.
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アンケートの調査結果
④代表的な掲載論文に関して まとめ

物理系
7%

有機系
2%

生物系
43%

医療系
48%

生物系
・生化、衛生、毒性

医療系
・薬理、薬剤、治療

Heterocycles, J. Nat. Prod., J. Biol. Chem., Biol. Pharm. Bull., Nucleic Acid Symp. Ser, J. Hypertens., 
Drug Metab. Dispos., Annal. Neurol., 医療薬学, J. Pharm. Sci., Eur. J. Pharmacol., J. Neurochem. 
Internal., PLoS One, Neurochem. Res., Front. Endocrinol., J. Phys. Chem., Mol. Pain, Int. J. Clin. 
Pharmacol. Ther., Mol. Pharmaceutics, Anal. Bioanal. Chem., Tuberculosis, Bioorg. Med. Chem., Am. J. 
Physiol. Renal. Physiol., Behav. Brain Res., Curr. Cancer Drug Targets, Biochem. Biophys. Res. 
Commun., ACS Cgem. Biol., Brain Res.

掲載雑誌例：

25

物理系
・物理化学、分析

アンケートの調査内容

2. 長期課題研究（卒業論文研究）の実施につい
て （２／２）

④ 薬学科学生の長期課題研究（卒業論文研究）の成
果が含まれる研究について学術誌（審査のある）
に掲載された代表的論文３報の情報（論文タイト
ル、雑誌名、掲載年・巻）

⑤ 薬学科学生の卒論研究発表会の時期や発表時
間・質疑応答時間をご回答ください。また、会を盛
り上げる（活発化）工夫などがあれば、ご自由にお
書きください。

26

アンケートの調査結果

⑤ 薬学科卒業論文発表の時期と時間

卒業論文発表
発表時期 発表時間 質疑応答時間

月 分 （口頭） 分 （口頭）

北海道 １１ ８ ３

東北 １２ １２ ８

千葉 １１ １０ ５

東京 １２ １０ １０

富山 １１ ９ ３

金沢 １２ ８ ４

京都 １２ ７ ５

大阪 １２ １５ ５

岡山 １２ １２０ （ポスター） １２０ （ポスター）

広島 １２ ８ ７

徳島 １１ １０ ５

九州 １１ ５； ６０（ポスター） ６０ （ポスター）

長崎 １１ ７ ２

熊本 １１ ７ ５
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アンケートの調査結果

⑤ 会を盛り上げる工夫 ～１～
・要旨集を作成し，事前に配布．他学年の学生も参加できるように教務日程を調整

・各系（生物系／化学系）の教員・大学院生が、各系の発表会に参加し、質疑応答を活性化するよ
う務める。；６年制の学生を研究者として扱う。；研究者としての質問をする質疑応答時間を長く
取っている、教員・大学院生・学部学生に積極的に参加してもらうような働きかけ・スケジュール設
定としている。

・発表会は、薬学部教員、大学院生、学部生が自由に参加し、討議に参加する。発表会までに卒
業論文要旨を提出し、副査を設けて修士発表と同様に実施する。
・６年生を全員出席とし、お互いが質問をする。
・全研究室の助教の全員が座長を行うなど、薬学系研究室全体が関わるようにしている。

・要旨集を発行した。；発表会はポスター形式とし、討論を、自由に、時間を気にすることなく行える
ように工夫。；発表番号の奇数・偶数によって発表時間を午前・午後に分け，６年次生相互の質疑
応答も可能にした。；発表内容やポスターの分り易さに基づいて，全教員の投票で選ばれるベスト
ポスター賞を設けた。
・大学院博士前期課程に準じた口頭発表を、薬学科の全学生に課す。
・卒論発表会の後、ポスター発表を行い、その場で1時間質疑応答を行う。このことにより学生は口

頭発表とポスター発表の両方を経験することができる。；卒論発表会の要旨集を作成し、事前に参
加者に配布することでより活発な討議ができるようにしている。；発表会は分野配属されている6年
制学科の4,5,6年生が全員参加することため、後輩と討論する機会があることで6年生は緊張感を
持って、取り組むことができる。；卒論発表会の時期を11月末とすることで、実務実習終了から1年
間研究に集中して取り組むことができるようにしている。；○今年度から報告会を土曜日開催とし、
全教員が参加しやすい日程とした。
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アンケートの調査結果

⑤ 会を盛り上げる工夫 ～２～
・大学院生、学部学生へ出席を促した。教員が参加できる時間帯に設定した。そのために部内会
議の時間調整を行った。
・卒論発表会を低学年学生および学外（5年次に実務実習でご協力いただいた指導薬剤師）にも案

内・開放し，修士論文の発表内容は、従来の修士論文匹敵するように、指導した結果、発表者の
適度な緊張感のもと実りある卒論発表会となった。

・発表要旨を作成し、全研究室に配布する。；副査を指名し発表を評価する。発表資料を周到に準
備させる。発表会には研究室全員が出席する。英語で発表させる（ある研究室での工夫）。

・学生が要旨集を印刷・配布し、発表会を運営する。教員は、発表会参加者として自由に参加し、
討論を行う。これにより学会運営の練習も行う。

・修士論文発表会と同等の発表時間、質疑応答時間を設けている。予め要旨を作成・提出させて
いる。；修士終了と同様に、所属研究室以外の教員を副査として、卒業論文審査を行っている。コメ
ントに対する対応は、国家試験終了後に文章にて報告させる。；薬友会賞を設け、優秀な発表を
行った１名を表彰し、副賞を渡している。学生は自由に応募でき、卒業発表時に教授、准教授が、
発表内容・発表態度・質疑に対する対応の３点について評価を行い、これを集計して優秀賞を決定
する。；３年生以上の授業を休講として下級生にも聴講させる。

29

アンケートの調査内容
3. アドバンスト教育プログラムの実施について

① アドバンスト教育プログラムの名称，概要，実施学年，
および実施目的。

実施目的の選択肢：
（Ａ）大学院進学へのモチベーション形成
（Ｂ）高度な医療人の養成
（Ｃ）創薬研究者の養成
（Ｄ）薬学教育を担う人材の養成
（Ｅ）行政を担う人材の養成
（Ｆ）健康社会・環境衛生を担う人材の養成
（Ｇ）４年生修了者を対象とした博士前期課程

大学院教育と連携するもの
（Ｈ）その他

30

アンケートの調査結果

① アドバンストプログラムの名称・概要等 ～１～
名称 概要 学年 実施目的

救命救急実習（北海道）
防災協会の協力を受け，普通救命講習Ⅱを実施．修了証が発行さ
れる

４ B

大学院連携セミナー
（仮称）（北海道）

卒業論文実習に含まれる．学部学生と大学院生の学年の枠を超え
た議論により，医療人や研究者として必要な科学的考え方を身につ
ける

３～６
A,B,C,D,E,F,

G

医療情報解析演習（北
海道）

モデル症例の臨床症状や各種検査値から適切な薬剤を選択し，処
方を提案するとともに，患者に服薬指導する際に必要な情報を提示
する．SGDによる病態，処方解析のほか，プレゼンテーション能力
や質疑応答能力の養成も目的としている

４ A,B,D

薬局におけるヒヤリ
ハット事例収集（東京）

医療安全を目的とした、薬局におけるヒヤリハット事例実際収集と
その解析法（企画段階）

５ B

アドバンスト実務実習
（病院実習）（富山）

本学附属病院において長期間の病棟実習を実施 ５ B

病院実習II（金沢）
応用実務実習：3ヶ月 病棟薬剤師の指導の下、薬剤管理指導業務
をはじめチーム医療に参画する。臨床試験管理センターに配属し、
GCPの則った治験推進の方法を学ぶと同時にCRC業務を習得する。

６ B,D

病院実習II（金沢）

薬学部３，４年生の実習・演習の補助を通して，病院実習，薬局実
習で習得した薬剤師に必要な知識、技能、態度を薬学部３年生；臨
床薬学演習I、薬学部４年生：臨床薬学演習II，薬物治療演習，医療
におけるくすりを学ぶIIIの学生実習のリーダーやチューターを務め
ることを通して確認する。

６ B,D,F
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アンケートの調査結果

① アドバンストプログラムの名称・概要等 ～２～
名称 概要 学年 実施目的

臨床薬学（岡山）

臨床での薬剤師業務および適正な薬物療法の実践について理解を深める目
的で，参加型グループ討議（SGD）を含む演習的な授業を行う。教員が提供す
るシナリオ（患者背景、診断、治療方針）について、基本的に学生が自ら調べた
情報をもとに議論し、患者中心の薬物治療の提案ならびに他職種との情報共
有を目的とした適切な形式での情報提供方法について学ぶ。教官ならびに講
師は提供したシナリオに対する議論が目標達成に向かうための助言を行い、
最終目標に到達することを評価する。

４ B

臨床薬学演習３（岡山）

１～２名で構成するグループごとに課題となる疾患を定め、それぞれの疾患に
ついて、病態、診断および治療ガイドラインなどについて受講生が自ら学び、
各症例に対して適切な薬物治療の提案を行う。また、提案する薬物治療につ
いての資料を作成し、他の受講生、教員ならびに薬剤師に対して情報提供（発
表）を行う。さらに、質疑応答によるコメント・解説を通して理解を疾患および薬
物療法に対する理解を深める。 教員８名と薬剤師３名が授業を担当（発表回
の担当は平均で教員4.5名と薬剤師2.0名）。発表回は、前期（夏季休業期間も
含む）を中心とする土曜日午前中とする。

5,6 A,B,D

在宅から救急まで網
羅する地域医療卒前
教育と指導薬剤師養
成プログラム（岡山）

地域医療参加型実習としては岡山大学近隣の3施設の開業医院にて以下の内
容の体験実習を実施している。患者への問診・視診・聴診・触診、電子カルテ
への問診の記録、バイタルサインチェック、レントゲン検査、心電図・心腹部エ
コー、デイケアサービスでの診療、リハビリ室の診療・理学療法作業療法体験、
訪問診療・在宅診療への同行、小学校の健康診断助手、医師会懇話会参加な
どの医師指導のもと臨床実地体験学習のなかで薬物治療に至る過程を経験
できる。さらに大学院教育では、病院前救護教育から救急現場での重症感染
症治療、重症熱傷・外傷、薬物中毒、心肺蘇生などの薬物治療教育などを準
備している。

5,6 A,B
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アンケートの調査結果

① アドバンストプログラムの名称・概要等 ～３～
名称 概要 学年 実施目的

災害医療教育プログラ
ム（岡山）

災害医療の超急性期、急性期、亜急性期から慢性期までに薬剤師
が行うべき、あるいは薬剤師が担えるノウハウを教育システムの導
入企画を検討中

５，６ A,B

患者志向型合宿勉強
会（広島）

薬害被害者を講師として招聘し、合宿型の勉強会を開催 ３ B

薬科学特論（広島） 大学教員、製薬企業の研究者による講義を聴講する。 ５ C

能動学習（徳島）
学生が自主的（能動的）に参加した医療に関連する講演会、勉強会、
ボランティアについて、一定のレポートを提出することで単位化する
プログラム

５ C

大学間連携共同教育
推進事業（徳島）

本事業では、徳島文理大学、松山大学と共に四国の大学病院（大
学附属病院）、徳島赤十字病院、各県の病院薬剤師会および薬剤
師会、薬剤師関連のNPOと協働で、地域の医療に関する課題を解
決できる薬剤師を養成する。学部学生に対しては、本学部で未開
講の講義をオンデマンド・リアルタイムで配信するシステムを構築し、
学生の学びの選択枝を広げることを目指す（計画中）

１～６ B

臨床現場に直結した
新しい薬学教育システ
ムの構築に関する事
業（徳島）

若手研究者の参画と薬学・医学・大学病院連携による研究を遂行
するに当たり、学部学生の臨床医学研究への参画を図る。

３～６ A,B,C
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アンケートの調査結果

① アドバンストプログラムの名称・概要等 ～４～
名称 概要 学年 実施目的

高次臨床実務実習Ⅰ
（長崎）

長崎大学病院の６つの内科での臨床実習（２週間）。学生は１つの
内科で医学部医学科５年生と２週間共修する。

５ B

高次臨床実務実習Ⅱ
（長崎）

２週間の実習の中で「１週間の五島列島での離島・へき地医療実
習」と「１週間の長崎大学病院での専門領域に関する臨床実習」を
実施する。

６ B

エコファーマを担う薬
学人育成プログラム
（熊本）

講演会２回演者３名、シンポジウム１回演者４名、中央官庁研修（１
泊２日定員５名、厚労省、環境省）１回、企業研修２回（１回目関西１
泊二日定員５名、２回目鹿児島日帰り定員５０名）２社1財団法人、
水俣体験学習１回（日帰り）、食と農の体験塾１回（日帰り）、薬用植
物観察会１回（2時間）、その他体験学習５回、関連講演会２回、水
俣体験学習を除き自由参加。正規のカリキュラムのうちエコファー
マ推進委員会が指定する講義・実習・演習から一定以上の単位を
修得し、かつ情報発信を含むエコファーマプログラムに一定以上参
加すると薬学部長から正式なエコファーマプログラム修了認定証が
授与される。

１～６ B,C,E,F

大学間連携共同教育
推進事業（千葉）

千葉大・城西国際大学・千葉科学技術大学が連携して、在宅医療
をになう薬剤師を養成する。

５，６ B

34

アンケートの調査内容

4. 卒業生の進路について

5. 博士課程コース（４年制）について

35

アンケートの調査結果 進路

職種 人数 ％

Ａ 博士課程進学 ３５ ７．２

Ｂ 病院勤務薬剤師 １７５ ３６．１

Ｃ 調剤薬局勤務薬剤師 １１２ ２３．１

Ｄ 主にＯＴＣを対象とする薬剤師・ドラッグストア勤務薬剤師 １０ ２．１

Ｅ 製薬会社勤務 ７０ １４．１

Ｆ ＣＲＯ、ＳＭＯ関係の会社勤務 １０ ２．１

Ｇ 製薬産業以外の企業への勤務 ２１ ４．３

Ｈ 薬務行政関係への勤務 ２６ ５．４

Ｉ 公的研究機関・大学等への勤務 ３ ０．６

Ｊ その他の行政機関等への勤務 ５ １．３

Ｋ その他 １８ ３．７

計 ４８５ １００

６年制過程 平成２４年３月卒業生
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アンケートの調査内容
4. 卒業生の進路について

5. 博士課程コース（４年制）について
① 博士課程への進学を促進するための取り組み

② 博士課程での早期修了の条件

③ 博士論文研究のテーマ例

④ 博士課程在籍学生の研究成果：学会発表

⑤ 博士課程在籍学生の研究成果：学術誌掲載
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アンケートの調査内容
4. 卒業生の進路について

5. 博士課程コース（４年制）について
① 博士課程への進学を促進するための取り組み

② 博士課程での早期修了の条件

③ 博士論文研究のテーマ例

④ 博士課程在籍学生の研究成果：学会発表

⑤ 博士課程在籍学生の研究成果：学術誌掲載
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博士課程への進学（１）

定員 大学名

3名 広島

4名 北海道、東北、金沢、徳島、長崎

6名 岡山

8名 千葉、熊本

10名 東京、大阪、九州

15名 京都

・２＋３年制の条件を準用する予定。（東北大）

・規定を満たす優秀な学生であれば、３年での修了を認める。（大阪大）

・医歯薬学総合研究科として４年制の博士課程が設置されており、その条件を
引き続き適応（予定）。（広島大）

・学位論文と、本人が筆頭著者（equal contributionも含む）になっている英語で
書かれた論文１報以上を含む計２報以上の公表論文（審査委員を置く学術誌
に掲載済み又は掲載決定済みのもの）の提出を必要とする。（熊本大）

定 員

早期修了の条件

平成２３年度発表済み 39

アンケートの調査結果

① 博士課程進学の促進への取り組み
・博士課程修了後の進路の多様性に対応できるカリキュラム設定（北海道）
・学会に多く参加させる（東北）
・博士課程入試の説明会を実施している。（東京）

・薬剤師等の医療に携わる仕事を主たる業務とした経験のある旧薬学教育課程の学部を卒業した
者への受験資格を認めている（金沢）
・キャリアパスについての講演会を毎年実施（岡山）
・がん専門薬剤師履修コースの設置

・臨床薬学科の教育目標として薬学研究を遂行できる研究者・教育者の育成を掲げており、学部
生の頃から研究の必要性を伝えている。また、４年次の４月から研究室に配属し、早期から研究に
慣れ親しむように配慮している。そして、実務実習終了した１１月下旬から翌年の１１月まで１年間
研究に集中できるようにカリキュラムを設定し、研究意欲がある学生のモチベーションを高めるよう
にしている。（九州）

・１年次の入門科目や研究室配属前の研究室紹介の際に、博士課程の内容などをアピールしてい
る。（長崎）
・ＴＡやＲＡに加えて特別研究奨励金で経済支援を行っている。（長崎）

・５つの専門薬剤師養成コース（がん、感染制御、糖尿病、精神科、妊婦・授乳婦）と１つのコーディ
ネーター養成コースを設置している。（長崎）

・平成２４年度博士課程・博士後期課程入試説明会を熊本大学薬学部において平成２３年６月２５
日（土）に開催した。参加者１７名（熊本）
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アンケートの調査内容
4. 卒業生の進路について

5. 博士課程コース（４年制）について
① 博士課程への進学を促進するための取り組み

② 博士課程での早期修了の条件

③ 博士論文研究のテーマ例

④ 博士課程在籍学生の研究成果：学会発表

⑤ 博士課程在籍学生の研究成果：学術誌掲載
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アンケートの調査結果

② 博士課程進学の早期修了条件
○次の全ての項目を充たし、かつ、指導教員の推薦が得られた者

（１）博士課程の修了に必要な単位を取得又は取得見込であること。

（２）第一著者として発表した学術論文が３編以上あること。なお，当該学術論文は学位論文
にかかる論文であることとする。

（３）学位論文の対象とする学術論文のＩＦの合計が１５以上であること。なお，ＩＦの基準は最
新のものとする。 （富山）

○研究科に３年以上在学し、初期総合カリキュラム４単位以上、薬学専攻選択科目１２単位以上、
薬学専攻必修科目１６単位、および所属専攻以外が開設する科目（博士課程共通）２単位以上を
修得し、さらに、優れた業績をもって提出した学位論文が薬学系領域委員会で合格と判定された
者が修了できる。なお、優れた業績をもつとは、参考論文を２編以上有するかまたは特に優れた１
編の参考論文を有し、かつ専攻長の推薦を受けて薬学系領域委員会で認められた場合を指す。
（金沢）
○優れた業績（詳細は個別審査）（徳島）

○博士課程に３年以上４年未満在学するもので，英文論文２編以上。主論文は，本人が第一著者
で一流英文誌に受理されたものであり，かつ，その学問的価値が特に高いこと。（九州）

○修了予定者が論文（受理されたものを含む。）の第一著者であり、以下の条件のすべてを満たす
者について適用する。（長崎）
条件
１．主任指導教員の推薦があること。
２．所定の単位を修得又は修得見込みの者であること。
３．次のいずれかに該当する者 （次スライドに続く）
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アンケートの調査結果

② 博士課程進学の早期修了条件
（１）論文２編以上を有し、学位申請時に公表されている最新の「ＪＣＲ」において、雑誌のＩＦの
合計点が７．０点以上の者

（２）学位申請時に公表されている最新の「ＪＣＲ」において、論文１編が掲載された雑誌のＩＦ
が５．０点以上の者

○早期修了による学位申請には、学位論文と、本人が筆頭著者（equal contributionも含む）になっ

ている英語で書かれた論文１報以上を含む計２報以上の公表論文（審査委員を置く学術誌に掲載
済み又は掲載決定済みのもの）の提出を必要とする。（熊本）
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アンケートの調査内容
4. 卒業生の進路について

5. 博士課程コース（４年制）について
① 博士課程への進学を促進するための取り組み

② 博士課程での早期修了の条件

③ 博士論文研究のテーマ例

④ 博士課程在籍学生の研究成果：学会発表

⑤ 博士課程在籍学生の研究成果：学術誌掲載
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アンケートの調査結果

② 博士課程進学の研究テーマ
基礎～臨床まで
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アンケートの調査内容
4. 卒業生の進路について

5. 博士課程コース（４年制）について
① 博士課程への進学を促進するための取り組み

② 博士課程での早期修了の条件

③ 博士論文研究のテーマ例

④ 博士課程在籍学生の研究成果：学会発表

⑤ 博士課程在籍学生の研究成果：学術誌掲載
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アンケートの調査結果

② 学会発表件数

③ 学術誌への発表件数

平成２４年度実績
１年次

発表総数 本人発表

計 １００ ５２

平成２４年度実績
発表

総数

計 １７

47

アンケートの調査まとめ

1. 病院・薬局等と連携した取り組み

2. 長期課題研究（卒業論文研究）の実施

3. アドバンスト教育プログラムの実施

4. 卒業研究発表会充実への取り組み

5. 博士課程への進学促進への取り組み

6. 博士課程研究の実施

以下の各項目において、各大学で着実に取り組みが進
められ、定着しつつあることが示された。

次年度以降も引き続き、各大学の実情に合わせた優れた研究能力の養成を量るための
長期課題研究及びアドバンスト教育プログラム並びに大学院教育プログラムの共同開
発のさらなる進展が期待される。 48
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■医学部付属病院・薬剤部、未来医療センターとの連携により、「大阪大学Pharm. Dコース」を設置し、臨床現場での実習
や、国立医薬品食品衛生研究所やPMDAにおけるインターシップを行っている（実施中）。（大阪）

■大阪府薬剤師会との連携により、実務実習事前学習において、薬局薬剤師（非常勤講師）による薬局実務実習に関する講
義、演習、実習を実施する（平成２６年度から実施予定）。（大阪）
■・大阪府薬剤師会及び地区薬剤師会との連携により、薬局実務実習に関する連絡会、報告会及び意見交換会を地区単位
で実施する（平成２５年度実施予定）。（大阪）

■１年次にNPOアカンサス薬局で早期体験学習を実施している。（金沢）

■実務家教員および臨床系教員が附属病院に薬剤師として登録し，実務を兼務し現場で経験を活かし、講義、実習などを
行っている。（金沢）

■医療系講義、実習、演習、OSCEを企画、運営する医療教員会議に附属病院薬剤部の病院薬剤部長、副部長、助教が参
加している。（金沢）

■１年次に附属病院で早期体験学習を実施している。（金沢）

■医学部臨床研究室との共同研究に６年制学生を参画させる。（徳島）

■より患者志向の実践的実習プログラム開発を目的として、大学・県病院薬剤師会・県薬剤師会3者合同での米国の実務実
習および教育プログラムの視察を行い、後日、大学内でシンポジウムを開催した。これらの成果をもとに事前学習の実習書を
作成した。（九州）

■3年次に薬局薬剤師による講義を実施している。（金沢）
■NPOアカンサス薬局を利用した薬局実習を行っている。（金沢）
■NPOアカンサス薬局に実務家教員および職員を派遣し実習を行っている。（金沢）
■英語による臨床薬学教育の教材作成と薬局によるカリキュラムを行う。（金沢）

■まだ企画段階ですが、従来より医療系3学部（医学部・薬学部・看護学部）と附属病院などが連携し1年次から4年次学生に
対し行っている専門職連携教育（IPE）プログラムに、5年次学生に対する教育プログラムを追加する。具体的には、病院入院
患者に対する医療チームの退院計画策定をベッドサイドで行う。実務実習後の学生を東北大学病院診療科のカンファレンス
に参加させている。（千葉）

■１．６年制教育を企画・運営する実務実習委員会に、附属病院薬剤部長が参加している。（東京）
■医療安全を目的とした、薬局におけるヒヤリハット事例、副作用事例の実際収集とその解析法に関する教育（企画段階）
（東京）

■3年次および４年次の実務実習事前学習において、病院薬剤部長、副部長及び薬剤師による講義を行っている。（金沢）
■4年次の実務実習事前学習において附属病院の医師による診断・治療・処方についての講義を開催している。（金沢）
■6年次に「病院実習II」（2単位、3ヶ月）の選択科目を設けて応用実務実習を行っている。（金沢）

■チーム医療の中で薬剤師としての役割を果たすために、医薬品が関与する医療機器についても理解する必要がある（例え
ば、抗がん剤のインヒューザーポンプなど）。附属病院や県内の病院の薬剤師、医師、看護師、臨床工学技士などの意見を
取り入れて、医療機器の扱いについて薬剤師が知っておかなければならないことをまとめるDVDの作成を行っているところで
ある。（富山）

「先導的薬剤師養成に向けた実践的アドバンスト教育プログラム
の共同開発」事業

第２グループアンケート大学回答集計（平成２５年度）

1. 病院・薬局等と連携した取り組みについて

1-1) 先導的薬剤師養成という観点で病院・薬局等と連携した教育プログラムの取り組み事例（企画段階でも結構です）がありま
したら具体的にご回答下さい。

　貴大学薬学科における先導的薬剤師養成という観点で病院・薬局等と連携した取り組みについてお尋ねします。

■（昨年に続き）実務教育を担当する教員が附属病院の薬剤師として登録・実務に従事し，現場でのリアルタイムな経験を活
かしながら実習や演習を行なっている.(北海道)

■病院実習の期間中、病院（診療科）の臨床症例検討会に薬学科学生が参加し、医師の治療方針決定プロセスを学習する
とともに、薬剤師の処方設計支援の在り方を薬学部教員と検討する機会を設定している（東北）

■京都大学医学部附属病院薬剤部に、京都大学大学院薬学研究科の協力講座の1つ（医療薬剤学講座）として、4名の学生
が配属しており、先導的な薬剤師の養成も含めて、充実した教育プログラムが提供されています。また、これとは別途、京都
大学医学部医学教育支援センター、京都大学医学部附属病院医療安全管理室と共同で、医学部医学科学生、医学部保健
学科学生、薬学部薬学科学生が一緒に受講する医療倫理、医療安全に関する教育プログラムを構築しています（京都）
■ 医学系研究科の教員が複数の専門科目の講義を行っている（実施中）。（大阪）
■早期体験学習において、医学部保健学科の学生と一緒に不自由体験を行っている（実施中）。（大阪）

■薬学科４年次後期の「実務実習事前教育１−５」において、学生がより高度な臨床知識および業務を修得するために、岡山
県内の病院薬剤部長、保険薬局薬剤師および医師を外部講師として招聘し、御指導を頂いている。また、病院実務実習実施
体制、指導内容の充実を図るため、岡山大学病院薬剤部と連携して「実習受け入れに関するWG」を組織している。（岡山）

■緩和ケア回診とカンファレンス参加，移植チーム回診とカンファレンス参加（岡山）
■薬学生が医学生とともに実践するチームシミュレーション教育（二次救命教育など（岡山）
■精神科外来におけるアドバンスト実習を継続的実施と手術室アドバンスト実習の実施　（広島）

■平成24年度、徳島大学薬学部は、徳島文理大学、松山大学と共に「大学間連携共同教育推進事業」に応募し採択された
（平成24年度から平成28年度までの5年間の事業）。本事業では、四国の大学病院（大学附属病院）、徳島赤十字病院、各県
の病院薬剤師会および県病院薬剤師会、薬剤師関連のNPOと協働で、地域の医療に関する課題を解決できる薬剤師を養成
することを目指している。（徳島）

Yoshihisa
テキストボックス
資料６



３年次５月 熊本
３年次１０月 北海道 東北 広島 徳島 長崎（仮）
３年次１１月 岡山
３年次１２月 富山
３年次１月 千葉
４年次４月 東京 京都 大阪 九州
４年次１月 金沢
５年次４月 長崎

■抗MRSA薬の適正使用に関する臨床調査研究（九州）

■熊本県薬剤師会DEM事業データに基づいた薬の副作用発現因子の検討／佐賀大医学部附属病院との連携によるニーマ
ンピック病C型患者の治療に関する研究／熊本大学医学部附属病院での腎不全患者における低分子型尿毒症物質の毒性
薬理学的研究 等（熊本）

■共同研究病院のカルテ情報からターゲットとする薬物と疾患バイオマーカーに関する情報を取り出し、母集団動態解析に
より、バイオマーカーの変化をモデル化する。得られた情報に基づいたシミュレーションにより、個々に投与量や併用薬といっ
た処方設計を行う研究を行っている。（九州）

■大学病院および市中の民間病院と連携した、後発医薬品の治療学的同等性に関する調査研究（九州）

２.   長期課題研究（卒業論文研究）の実施について
　　貴大学薬学科における長期課題研究（卒業論文研究）についてお尋ねします。

■卒業論文発表「薬物治療の適正管理へ向けた「マイクロTDM」の考案と実践〜薬局薬剤師と大学薬学部の連携〜」「薬剤
師のワルファリン服用時PT-INRモニタリング〜大学薬学部としてのかかわり〜」など（広島）

■平成19年度より「薬学・医学・病院の連携による臨床薬剤師・医療薬学研究者育成事業」に取り組んでいる。その事業の一
環として、「医療薬学研究者育成システム」を立ち上げている。これは、薬学部教員＋（学生または院生）が、医学部教員およ
び病院職員と共同で、臨床に関する研究テーマを探求するシステムで、研究の出来る薬剤師の養成に貢献している。（徳島）

■薬物血中濃度測定，その個体差，副作用を生み出す原因の探索（岡山）
■岡山大学病院高度救命救急センター内でのせん妄危険因子解析とせん妄対策へのアプローチ（岡山）
■急集中治療領域における漢方処方の応用に関する研究（岡山）

■福岡市薬剤師会と連携し、薬局における残薬の医療経済に与える影響について調査研究を行っている。（九州）

■長期実務実習の一環として、熊本大学附属病院において医学部学生との合同のポリクリを実施しており、チーム医療参画
への意識向上を図っています。（熊本）

1-2) 先導的薬剤師養成という観点で病院・薬局等と連携した長期課題研究（卒業論文研究）の取り組み事例（企画段階でも結
構です）がありましたら具体的にご回答下さい。

■附属病院と連携し，診療情報を利用した薬物治療に関する疫学調査等の臨床研究を行っている。（金沢）
■県内病院との共同研究を行っている。（金沢）

■地域薬局と連携して在宅医療についての調査研究を行う予定である。（金沢）

■「せん妄対策チームにおける薬剤師の有用性」というテーマで薬学科四年次生の学生が、岡山大学病院薬剤部と連携して
課題に取り組んでいる。（岡山）

■医学部附属病院薬剤部が薬学系研究科の協力講座となっており、一部の学部学生が、薬剤部において長期課題研究（卒
業論文研究）を行っている。（東京）

■病院薬剤部を協力講座として学生を数名配属し、薬剤部の試験室業務から発展した臨床研究の一部を薬剤師とともに６年
制の学部学生が分担し、長期課題研究として取り組む体制をとっている。（金沢）

■京都大学医学部附属病院薬剤部にて、長期課題研究（卒業論文研究）が実施されています。また、これとは別途、京都市
内の医療機関との連携体制を構築して、医療機関と大学との共同研究を実施し、これを学生の長期課題研究（卒業論文研
究）としています（京都）
■・ 上記「大阪大学Pharm. Dコース」については、特定の研究室に配属した学生（定員５名）を対象として、長期課題研究の
一環として実施している（実施中）（大阪）

■附属病院や学外薬局等と連携し，診療情報を利用した薬物治療に関する疫学調査等の臨床研究を行なっている（北海道）

■病院（診療科）の臨床症例検討会に薬学科学生が参加している。このような臨床現場で求められている課題と基礎研究の
接点を見出す機会を設定したことで、診療科との共同研究を開始している（東北）

2-1)　平成26年度以降の研究室への配属の時期は，いつでしょうか。

■附属病院小児科との共同研究で、免疫抑性剤の体内動態と遺伝子多型の関係の検討（富山）

■県内病院の整形外科との共同研究として、薬物投与時間による薬理作用の関係の検討（富山）

■附属病院および国内大学病院と精神神経科との共同研究として、統合失調症やうつ病患者における遺伝子多型や遺伝子
修飾の関係の検討（富山）

■平成２２年度から５年生の授業科目「高次臨床実務実習Ⅰ」で、病院実習施設である長崎大学病院の６つの内科において
２週間の参加型臨床実習を行っている。平成２３年度からは６年生の授業科目「高次臨床実務実習Ⅱ」で、同じく長崎大学病
院の診療部門（がん診療センター・感染制御教育センター・検査部・栄養管理室・皮膚科）において1週間の参加型臨床実習
と五島列島での１週間の離島・へき地医療実習を行っている。（長崎）



発表総数 本人発表 発表総数 本人発表 発表総数 本人発表
北海道 2 0 14 8 7 5
東北 20 9 19 6 33 20
千葉 37 18 54 16 64 36
東京 2 1 4 4 19 17
富山 8 3 8 2 36 20
金沢 3 2 7 7 17 17
京都 0 0 4 3 5 4
大阪 5 4 14 25 16 22
岡山 6 4 7 3 20 14
広島 18 5 61 18 65 31
徳島 28 19 23 5 47 32
九州 6 0 9 2 40 30
長崎 2 0 6 0 17 14
熊本 26 8 35 8 59 31

計 163 73 265 107 445 293

平成２５年度実績 ４年次 ５年次 ６年次
北海道 1 2 3
東北 1 5 6
千葉 0 6 8
東京 0 1 2
富山 0 0 11
金沢 1 2 5
京都 0 0 1
大阪 0 8 6
岡山 4 0 5
広島 4 10 14
徳島 2 3 6
九州 0 1 1
長崎 0 0 0
熊本 4 3 14

計 17 41 82

大学名
発表時期
（月）

発表時間
（分）

質疑応答
時間

（分）

北海道 12 8 3

東北 12 12 8

千葉 11 10 5

東京 12 10 10

富山 11 10 3

金沢 12 8 4

京都 12 7 5
■学生が、要旨集を印刷・配布し、発表会を運営する。教員
は、発表会参加者として自由に参加し、討論を行う。これによ
り、学会運営の練習も行う。

■発表要旨を作成し、全研究室に配布する。
■修士論文と同様、主査に加え副査2名を指名し、発表会で
質の高い質疑応答を行い評価する。
■発表会には研究室全員が出席する他、他研究室の教員、
学生の聴講・質疑応答も可とする。
■プレゼンテーションを英語で行うことを義務付ける（ある研
究室の工夫）。
■発表会は、薬学部教員、大学院生、学部生が自由に参加
し、討議に参加する。発表会までに卒業論文要旨を提出し、
副査を設けて修士発表と同様に実施する。
■学部生は全員参加として、質疑応答を実施することで、同
級生同士でも議論を深めるようにしている

■全研究室の助教の全員が座長を行うなど、薬学系研究室
全体が関わるようにしている

2-４) 薬学科学生の卒論研究発表会の時期や発表時間・質疑応答時間をご回答ください。また，会を盛り上げる（活発化）工夫
などがあれば，ご自由にお書きください。

卒論発表会を盛り上げる工夫

■要旨集を作成し，事前に配布．他学年の学生も参加できる
ように教務日程を調整
■4年生が参加できるようにカリキュラムをあわせている。
■教員が積極定期参加し、質問するようにしている。

2-3) 薬学科学生の長期課題研究（卒業論文研究）の成果が含まれる研究について学術誌（審査のある）に投稿し，掲載（確定
を含む）された件数（長期課題研究を実施した学部学生が共著者として含まれる論文数）をご回答下さい。

平成２５年度実績

2-2) 薬学科学生の長期課題研究（卒業論文研究）の成果について学会発表した件数（共同研究者としての連名での発表を含
む，年度内に開催される学会で発表が確定（演題申し込み済み）しているものを含む）した件数をご回答下さい。また，発表件数
のうち，学生本人が発表した件数もご回答下さい。

４年次 ５年次 ６年次



大阪 12 15 5

岡山 12
120

(ポス
ター)

120
(ポス
ター)

広島 12 8 7

徳島 11 10 5

九州 11
5（口頭）
６０（ポス
ター）

６０（ポス
ター）

長崎 11 7 2

熊本 11 7 4

大学名

北海道

東北

千葉

東京

富山

金沢

京都

■発表の冒頭で，氏名，タイトル及び目指した結果等の説明
を行い，それから発表に移る。
■大学院博士前期課程に準じた口頭発表
■積極的な質問

■口頭発表を行った後、ポスター発表を実施している。学生
は口頭発表とポスター発表の両方を経験することができる。
また要旨集を事前に配布し、活発に討論できるようにしてい
る。教員だけでなく、6年制学科の4,5,6年生全員が参加するた
め、後輩とも討論することで6年生は緊張感をもって取り組む
ことができる。
■大学院生、学部学生へ出席を促した。教員が参加できる時
間帯に設定した。そのために部内会議の時間調整を行った。

■今のところ特別な措置は講じていませんが、今後工夫の必
要があると認識しています。

■予め要旨を作成し、研究科内に周知している。
■修士論文発表会と同等の発表時間、質疑応答時間を設け
ている。
■卒論発表を審査対象として、優秀な研究に対して薬友会
（同窓会）から表彰している（薬友会賞）。
■ ・ 長期課題研究論文（卒業論文）について、修士論文と同
様に主査、副査（１名）による論文指導を行っている。
■ ３年生以上の授業を休講として下級生にも聴講させる。

■韓国の成均館大学薬学部大学院生との合同の発表会と
し，できる限り英語の発表になるよう指導した。
■要旨集を発行した。
■発表番号の奇数・偶数によって発表時間を午前・午後に分
け，６年次生相互および韓国の教職員・院生の質疑応答も可
能にした。
■教員のみの質疑応答時間（６０分）を設け，教員全員を審
査委員としたポスター賞を設けることにより，発表会への意欲
向上と研究課題の理解度を厳格に評価した。

■特にありません。

2-5) 長期課題研究の課題名として、公開して差し支えないものがありましたら、３つまで挙げてください。

課題名

■エトポシド/シクロホスファミド併用による白血病由来細胞に対する殺細胞効果に及ぼすP-gp
発現の影響
■難吸収性ポリフェノールの乳剤化によるバイオアベイラビリティの改善
■MRP4を介した３型プロスタノイド細胞外放出機構
■新規リゾリン脂質メディエーターの難治性特発性肺炎における意義の解明
■CYP2C9遺伝子多型バリアント酵素の機能変化に関する研究
■GLP−１産生に対する小胞体ストレスの影響
■リジン由来アルカロイドの生合成に関与する組換え酵素の機能解析
■肺細胞の線維化に対する免疫抑制剤の直接的薬理作用の検討
■パロアッスルの抗糖尿病作用に関する薬理学的研究
■Ascorbyl dipalmitateロッド状ナノ微粒子の調製及び物性評価
■Lycopodium nummularifolium及びPetasites japonicus（フキ）含有アルカロイド類の探索研究

■カチオン性薬物の腎排泄機構の解析
■新規ユビキチン・プロテアソームシステム関連遺伝子の探索
■医薬品のリスクベネフィット評価方法論に関する研究
■Scoparia dulcisのRac/Rop型GTP結合タンパク遺伝子の機能解析と有用物質生産への応用
■チオアミド系クリック反応を利用する効率的誘導化法の開拓
■ホスト・ゲスト錯形成を利用した超分子 ＤＮＡ ポリマーの構築とその構造に関する評価
■ジアリールエテン骨格から成るアミノ酸とそれを含む環状ペプチドの合成
■紫外光励起でも安定な一分子観測用ロタキサン型蛍光プローブの開発
■培養血管内皮細胞においてcoenzyme Q10がアンジオテンシン II 誘発性のインスリン抵抗性
を防御する機序の解析
■BDNFにより誘導されるアクチン結合性SRFコアクチベーターMKL1のリン酸化 : ラット大脳皮質
ニューロンの樹状突起形態における549番目セリン残基の影響
■SRF/MKL1依存性遺伝子発現を抑制するリプレッサーSCAIの発現分布とそのスプライスバリ
アントの同定・局在解析
■アクチンとプロテインホスファターゼ1に結合するScapinin/Phactr3の発現と神経細胞における
機能
■血液網膜関門を介したpropranolol輸送における新規輸送担体の関与
■血液脳関門および内側血液網膜関門におけるhypoxanthine輸送機構

■カラトリカブト Aconitum carmichaeliの栽培研究
■ヒト薬物代謝酵素の遺伝子多型依存的なmicroRNAによる制御
■抗がん剤の早期治療効果判定のためのアポトーシスイメージング剤の開発研究
■医薬品の体内動態と薬効・毒性に関する基礎と臨床
■神経変性疾患の病態と治療薬に関する研究
■がん患者における分子標的抗がん薬のPK/PD解析



大阪

岡山

広島

徳島

九州

長崎

熊本

実施学年 実施目的

4 B

3～6
A,B,C,D,E,

F,G

4 A,B,D

4 A,B,D

5 B

5 B

医療情報解析演習（北海道） モデル症例の臨床症状や各種検査値から適切な薬剤を選
択し，処方を提案するとともに，患者に服薬指導する際
に必要な情報を提示する．SGDによる病態，処方解析のほ
か，プレゼンテーション能力や質疑応答能力の養成も目
的としている

臨床実習（CC：クリニカル・ク
ラークシップ）（千葉）

５年次学生が医学部臨床実習に参加し、医学部学生と同
じ患者を担当する中で、診断の過程、治療計画策定の過
程を体験し、臨床薬剤師としての実践能力や自己研鑽
力、医療人としての教養や倫理的責任感を養い、薬物治
療に関して患者が抱えている問題を発見し、解決する能
力を身に着けることを目的としている。

(H) その他
(G) ４年生修了者を対象とした博士前期課程大学院教育と連携したプログラム

(F) 健康社会・環境衛生を担う人材の養成に役立つプログラム

大学院連携セミナー（仮称）（北
海道）

卒業論文実習に含まれる．学部学生と大学院生の学年の
枠を超えた議論により，医療人や研究者として必要な科
学的考え方を身につける

プログラムの名称（大学） プログラムの概要

救命救急実習（北海道） 防災協会の協力を受け，普通救命講習Ⅱを実施．修了証
が発行される

■クロロゲン酸の酵素酸化生成物の構造と反応機構
■シソ科ハーブ乾燥時のコーヒー酸エステルの酸化反応
■配座自由度を制限したアミノ酸型ﾆﾄﾛｷｼﾙﾗｼﾞｶﾙﾌﾟﾛｰﾌﾞの創製

(E) 行政を担う人材の養成に役立つプログラム

(A) 大学院進学へのモチベーション形成に役立つプログラム
(B) 高度な医療人の養成に役立つプログラム

(C) 創薬研究者の養成に役立つプログラム

(D) 薬学教育を担う人材の養成に役立つプログラム

3-1) 貴大学薬学科において，アドバンスト教育プログラムを実施もしくは企画されていましたら，そのプログラムの名称，概要，
実施学年，および実施目的をご回答下さい。実施目的については以下の(A)～(H)からご選択ください。複数のプログラムがある
場合は，それぞれのプログラムごとにお示しください（多数ある場合は，欄を増やしてご回答ください）。

     貴大学薬学科におけるアドバンスト教育プログラムの実施（予定あるいは企画中を含め）状況についてお尋ねします。
3. アドバンスト教育プログラムの実施について

■臨床ニーズに叶うパーキンソン病のバイオマーカー探索に向けた基礎的検討
■脆弱な個体に対する安全性確保に向けたナノマテリアルの母乳移行性評価
■ノルアドレナリン再取り込み阻害薬慢性投与の脳内モノアミン神経伝達物質に対する作用に
関する研究
■急性期患者に対する徐放性製剤の至適経管投与法の構築
■救急・集中治療領域における漢方処方による感染症抑制効果に関する研究
■重症疾患時における薬物血中濃度推移の変動因子の検討

■　Dried blood spot血漿サンプル中バルプロ酸およびカルバペンチン濃度測定法の確立
■　Flurbiprofenによるレプチン抵抗性改善効果　-小胞体ストレスの関与-
■　自己免疫性慢性蕁麻疹患者における抗IgE受容体α鎖自己抗体のエピトープ解析

■DPP4欠損ラット及び培養細胞を用いた腎臓におけるDPP4の機能解析
■PEG修飾リポソームの表面物性評価法に関する研究
■薬学部保有化合物ライブラリーを用いた新規抗がん活性物質の探索
■ニカルジピンによる血管障害のリスク因子の解析
■エピジェネティック制御機構に基づくCYP3A4遺伝子発現制御メカニズムの解析
■抗がん剤の時間薬理学的研究

■ベンズブロマロンの抗酸化作用に基づくCKD・CVD治療への介入
■ADAMファミリープロテアーゼ阻害剤の設計と合成
■lincRNA遺伝子をトラップしたEGTCマウスラインのスクリーニング

臨床薬物動態解析演習（北海
道）

個々の患者に応じた投与設計を立案できるようになるた
めに，薬物治療の個別化に関する基本的知識と技能を習
得する

チーム医療Ⅴ（仮称）(千葉） 現在、医学部、看護学部と協働し１年次から４年次まで
行っていると合同の多職種による専門職連携教育（IPE）
を５年次に継続して行う。具体的には、病院入院患者に
対する医療チームの退院計画策定をベッドサイドで行う
ことで、臨床現場におけるチーム医療と薬剤師の役割を
学ぶ。
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6 B

食と環境の安全・安心を担うことができる人材の養成を
目的とする環境薬学教育プログラム開発
(1)領域別統合型教育体制の構築
　　1) 講義・演習・実習の再編成による領域別統合教育
システムの確立
　　2) 各統合領域におけるシラバスの整備及びテキスト
の作成
　　3) 成績評価の明確化
(2)環境薬学教育の高度化及び実質化を図るプログラムの
実施
　　1) ＰＢＬ（problem-based learning）チュートリア
ル教育の導入
　　2) 外部講師による最新の専門教育の実施
　　3) 最新機器を使用した分析実習の実施
　　4) 外部関連機関と連携した体験型学習の実施
＊平成２２年度で助成終了。その後もプログラムを継続
的に実施。

病院実習II（金沢） 薬学部３，４年生の実習・演習の補助を通して，病院実
習，薬局実習で習得した薬剤師に必要な知識、技能、態
度を薬学部３年生；臨床薬学演習I、薬学部４年生：臨床
薬学演習II，薬物治療演習，医療におけるくすりを学ぶ
IIIの学生実習のリーダーやチューターを務めることを通
して確認する

質の高い大学教育推進プログラ
ム「食と環境の安全安心を担う
人材養成教育」（大阪）

アドバンスト実務実習（病院実
習）（富山）

本学附属病院において長期間の病棟実習を実施

病院実習II（金沢）

手術室アドバンスト実習（広島） 手術室を見学し、そこでの薬剤師の役割を学ぶ。

在宅から救急まで網羅する地域
医療卒前教育と指導薬剤師養
成プログラム（岡山）

地域医療参加型実習としては岡山大学近隣の3施設の開業
医院にて以下の内容の体験実習を実施している。
患者への問診・視診・聴診・触診、電子カルテへの問診
の記録、バイタルサインチェック、レントゲン検査、心
電図・心腹部エコー、デイケアサービスでの診療、リハ
ビリ室の診療・理学療法作業療法体験、訪問診療・在宅
診療への同行、小学校の健康診断助手、医師会懇話会参
加などの医師指導のもと臨床実地体験学習のなかで薬物
治療に至る過程を経験できる。さらに大学院教育では、
病院前救護教育から救急現場での重症感染症治療、重症
熱傷・外傷、薬物中毒、心肺蘇生などの薬物治療教育な
どを準備している。

災害医療教育プログラム（岡山） 災害医療の超急性期、急性期、亜急性期から慢性期まで
に薬剤師が行うべき、あるいは薬剤師が担えるノウハウ
についてエマルゴトレインシステムを利用した教育。

応用実務実習：3ヶ月　病棟薬剤師の指導の下、薬剤管理
指導業務をはじめチーム医療に参画する。臨床試験管理
センターに配属し、GCPの則った治験推進の方法を学ぶと
同時にCRC業務を習得する。

薬局におけるヒヤリハット事例収
集（東京）

医療安全を目的とした、薬局におけるヒヤリハット事例
実際収集とその解析法（企画段階）

実務実習（富山） 11週間の実務実習に上乗せする形で、小児科、第１内
科、血液内科、和漢診療部のいずれかにおいて病棟実習
を実施している

薬物治療学３（富山）

横断的統合型教育による創薬・
育薬力育成プログラム（京都）

薬学イノベーション創出プログラ
ム（京都）

新薬学教育制度下、各学科の枠を超えた参加・体験型学
習・問題解決型の演習・実習を中心とした新たな教育カ
リキュラム「創薬・育薬力育成プログラム」を構築し、
分野横断的な創薬力を持った先導的創薬・育薬研究リー
ダーを育成するためのプラットフォームを築きます

異分野交流プログラム、若手研究者薬学教育支援プログ
ラム、産学連携薬学研究教育プログラム、実践臨床薬学
プログラムの4つのプログラムを実践し、創薬サイエン
ス・医療薬学の学部・大学院教育のシームレス化によ
り、革新的な医薬品の研究開発を担う人材、先進医療を
支える先導的薬剤師となりうる人材、ライフ・イノベー
ションを担う人材を養成します

附属病院のほぼ全ての診療科の医師から、各科ごとの疾
病の治療の現状についての講義を受ける

医療統計学（富山） 研究した内容を公表するための重要なツールとしての統
計学を理解する

実践社会薬学の確立と発展に
資する薬剤師養成プログラム(千
葉）

千葉県下三大学（千葉大学・城西国際大学・千葉科学技
術大学）が連携し、社会の高度化した要請に応えること
のできる薬剤師の養成を行う取組みである。現在薬剤師
の関与が強く望まれている職務である Ａ）放射性医薬品
調製・管理業務、Ｂ）病棟活動における専門職連携、
Ｃ）救急災害時医療活動、Ｄ）在宅医療での薬剤管理指
導、Ｅ）違法薬物、医薬品適正使用、ドーピングの知識
普及・啓発活動について、アクティブ・ラーニングを取
り入れた実践社会薬学教育プログラムを三大学が協働し
て作成する。更に本プログラムを三大学が特徴的に有す
る教育プログラムと融合し、千葉県薬剤師会、千葉県病
院薬剤師会、医薬品適正使用推進機構等との連携の下、
社会の要請に対して主体的に学び社会へ還元できる薬剤
師教育を行う。
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高次臨床実務実習Ⅰ（長崎） 長崎大学病院の６つの内科での臨床実習（２週間）。学
生は１つの内科で医学部医学科５年生と２週間共修す
る。

高次臨床実務実習Ⅱ（長崎） ２週間の実習の中で「１週間の五島列島での離島・へき
地医療実習」と「１週間の長崎大学病院での専門領域に
関する臨床実習」を実施する。

エコファーマを担う薬学人育成プ
ログラム（熊本）

環境の時代を見据えた職業観のパラダイムシフトも見据
えつつ、「エコファーマを担う薬学人」という環境の時
代の新しい職業人の養成を目指す。一定数以上の指定科
目の単位履修や研修プログラム・講演会への参加等の基
準を満たした者をプログラム修了生として認定する。

大学間連携共同教育推進事業
（徳島）

本事業では、徳島文理大学、松山大学と共に四国の大学
病院（大学附属病院）、徳島赤十字病院、各県の病院薬
剤師会および薬剤師会、薬剤師関連のNPOと協働で、地域
の医療に関する課題を解決できる薬剤師を養成する。学
部学生に対しては、本学部で未開講の講義をオンデマン
ド・リアルタイムで配信するシステムを構築し、学生の
学びの選択枝を広げることを目指す（計画中）

創薬人育成のための創薬道場
実践教育事業（徳島）

創薬プロジェクト演習

精神科外来アドバンスト実習（広
島）

精神科外来での診察に同席し、医師による問診、処方設
計の過程を学ぶ。。

薬科学特論（広島） 大学教員、製薬企業の研究者による講義を聴講する。

能動学習（徳島） 学生が自主的（能動的）に参加した医療に関連する講演
会、勉強会、ボランティア、介護体験、看護体験につい
て、一定のレポートを提出することで単位化するプログ
ラム

食品臨床試験プロフェショナル
特定プログラム（広島）

食品や化粧品の臨床試験を総括できる人材の養成を目指
し、試験の概要、統計処理、書類作成時の注意点などを
学ぶ。

患者志向型合宿勉強会（広島） 薬害被害者を講師として招聘し、合宿型の勉強会を開催



大学

「先導的薬剤師養成に向けた実践的アドバンスト教育プログラム
の共同開発」事業

第２グループアンケート大学回答集計（平成２５年度）

４. 博士課程コース（４年制）について
　平成24年度から開設された「博士課程」（４年制）についてお尋ねします。

4-1) 博士課程（４年制）への進学を促進するための取り組みがあれば回答ください。（昨年と同様の場合もお書きください。）

■博士課程修了後の進路の多様性に対応できるカリキュラムの設定。.(北海道)
■学部生の間から論文作成を意識させ、学振等への応募を促す。（東北）

■本学の卒業生を招いて、１年薬学科５年次（および薬科学科修士課程学生）を対象として、談話会を開催し、交流の場を設
けています。（京都）
■ 海外研修プログラムの実施（予定）、がんプロフェッショナル養成教育の実施（現行プログラムの発展的継続）
。（大阪）

■（千葉）
■博士課程入試の説明会を実施している。（東京）
■具体的なことについては特段にはしておりません。（富山）

■薬剤師等の医療に携わる仕事を主たる業務とした経験のある旧薬学教育課程の学部を卒業した者への受験資格を認め
ている。（金沢）

■特にありません。（広島）
■特になし。（徳島）
■臨床薬学科の教育目標として薬学研究を遂行できる研究者・教育者の育成を掲げており、学部生の頃から研究の必要性
を伝えるようにしている。また、4年次の4月から研究室に配属し、早期から研究に慣れ親しむように配慮している。そして、実
務実習終了から
1年間研究に集中できるようにカリキュラムを設定し 意欲ある学生のモチベーションを高めるようにしている （九州）
■１年次の入門科目や研究室配属前の研究室紹介の際に、博士課程の内容などをアピールしている。TAやRAに加えて特
別研究奨励金で経済支援を行っている。５つの専門薬剤師養成コース（がん、感染制御、糖尿病、精神科、妊婦・授乳婦）と
１つのコーディネーター養成コースを設置している。（長崎）
■研究室見学等を含む大学院入試説明会の実施、および学生募集の複数回 [8,12,3月]実施。（熊本）

■行政、製薬会社等の現場で活躍している方々を招聘したキャリアパスセミナーを実施。（岡山）

■別に規定を設けて、これを満たす優秀な学生であれば、３年での修了を認める。（大阪）

■所定の単位を取得し，かつ，インパクトファクターが3.0以上の英文原著論文にファーストオーサーとして発表すること．この
条件を満たした際に，早期終了となる．ただし，単位の関係で最短でも３カ年を要する。（岡山）

■IPが２以上の論文を複数報持っていること。（広島）

■研究科に３年以上在学し、初期総合カリキュラム4単位以上、薬学専攻選択科目12単位以上、薬学専攻必修科目16単位、
および所属専攻以外が開設する科目（博士課程共通）2単位以上を修得し、さらに、優れた業績をもって提出した学位論文が
薬学系領域委員会で合格と判定された者が修了できる。なお、優れた業績をもつとは、参考論文を２編以上有するかまたは
特に優れた１編の参考論文を有し、かつ専攻長の推薦を受けて薬学系領域委員会で認められた場合を指す。（金沢）
■学修・研究について著しい進展が認められる者は、審査を経て、在学期間を３年に短縮して学位を得ることができる。（京

4-2) 博士課程（４年制）での早期修了の条件等が決まっていればご回答ください。（昨年と同様の場合もお書きください。）

■未定（北海道）
■決まっていない（東北）

■未定（東京）
■次の項目をすべて充たし，かつ，指導教員の推薦が得られた者。
(1) 博士課程の修了に必要な単位を取得又は取得見込であること。
(2) 第一著者として発表した学術論文が３編以上あること。なお，当該学術論文は学位論文にかかる論文であることとする。
(3) 学位論文の対象とする学術論文のＩＦの合計が１５以上であること。なお，ＩＦの基準は最新のものとする。
（富山）

■優れた研究業績を上げたと認めた者。（徳島）
■博士課程に3年以上4年未満在学するもので、英文論文2編以上。主論文は本人が第一筆者で一流英文誌に受理されたも
のであり、かつその学問的価値が特に高いこと。（九州）
■修了予定者が論文（受理されたものを含む。）の第一著者であり、以下の条件のすべてを満たす者について適用する。
条件
１．主任指導教員の推薦があること。
２．所定の単位を修得又は修得見込みの者であること。
３．次のいずれかに該当する者
(1) 論文２編以上を有し、学位申請時に公表されている最新の「ＪＣＲ」において、雑誌のＩＦの合計点が７．０点以上の者
(2) 学位申請時に公表されている最新の「ＪＣＲ」において、論文１編が掲載された雑誌のＩＦが５．０点以上の者
。（長崎）
■博士課程に3年以上4年未満在学するもので、英文論文2編以上。主論文は本人が第一筆者で一流英文誌に受理されたも
のであり、かつその学問的価値が特に高いこと。（九州）

■早期修了による学位申請には、学位論文と、主論文として２報以上の公表論文（審査委員を置く学術誌に掲載済み又は掲
載決定済みのもの）の提出を必要とする。なお、公表論文のうち１報以上は、本人が筆頭著者（equal contributionも含む）に
なっている英語で書かれた論文とする。（熊本）

■（千葉）

4-3) 博士論文研究のテーマ例を３つまでお書きください。（集計の後、公表しても支障のないテーマをお書きください。）

博士論文テーマ



東北
千葉

大阪

発表総数 本人発表 発表総数 本人発表

北海道 0 0 5 4
東北 2 1 8 4
千葉 43 11 41 4
東京 14 8 7 7
富山 0 0 13 6
金沢 1 1 7 6
京都 20 14 21 12
大阪 9 6 2 0
岡山 0 0 0 0
広島 5 5 8 8
徳島 6 3 1 1
九州 7 4 8 4
長崎 0 0 5 2
熊本 22 8 10 6

計 129 61 136 64

1年次 2年次
発表総数 発表総数

北海道 0 3
東北 1 2
千葉 4 5
東京 1 2
富山 0 0
金沢 0 2
京都 6 8
大阪 2 0

九州

長崎

熊本

鎮痛薬の時間薬理学的研究
遺伝子治療実現に向けた遺伝子デリバリー研究
病態時および各種治療時における薬物療法の個別化
非小細胞肺がんにおけるWntアンタゴニストを標的分子とした新規分子標的
チペピジンのアルツハイマー病治療薬としての評価とメカニズムに関する研究
ゼブラフィッシュにおけるプロスタグランジンの生理機能の解明
未熟児無呼吸発作に対するテオフィリン製剤の母集団薬物動態解析を使用した有効性及び安全
性の検討

血液中を循環する新規バイオマーカーとしての細胞外小胞に関する研究
パーキンソン病発症に関するオートファジーの関与に関する研究
環境化学物質の毒性発現機構における代謝活性化の寄与に関する研究

金沢

京都

岡山

広島

徳島

母集団モデリングアプローチによる臨床検査値変動の予測

遺伝子治療・DNAワクチン療法の最適化を目指した核酸医薬品開発
中枢神経疾患におけるニューロン死の機序とその保護因子に関する研究

医薬品候補物質の合成的検討
天然薬物に基づいた創薬研究
救急領域での医薬品使用の実践的改善

薬局における残薬の医療経済に与える影響に関する調査研究

天然物をシーズとする新規抗薬剤耐性菌薬の創製研究

富山

小腸におけるグルクロン酸抱合酵素の発現とその役割に関する研究
酸触媒アルキル化剤の開発研究
医薬品の体内動態の分子機構の解明と動態モデルに基づく数理学的解析

Quantitative analysis of plasma p3-Alc level in Alzheimer’s disease patients
生体と金属材料の相互作用による金属イオン溶出機構の解明

神経変性疾患へのシステムズバイオロジー的アプローチ
脂質の全身動態制御に関する研究
介護施設におけるリスクマネジメント
脊椎動物CTDフォスファターゼによる遺伝子発現調節機構の解明
Studies on the Total Synthesis of Proteasome Inhibitor Glidobactin A
転写活性化因子MKL2の新規アイソフォームSOLOISTの機能解析
スフィンゴシン関連化合物の合成研究
ターゲット分子の網羅的解析による伝統薬物の分子薬理学的基盤の構築
抗がん剤の副作用予測に基づく支持療法の最適化

糖尿病に対する病理機構の解析
医薬品の安全性予測に関する情報科学的研究

シューグレン・ラルソン症候群原因遺伝子Aldh3A2 ノックアウトマウスを用いた病態　の分子メカニ
北海道

4-4) 博士課程（4年制）在籍学生の研究成果について学会発表した件数（共同研究者としての連名での発表を含む，年度
内に開催される学会で発表が確定（演題申し込み済み）しているものを含む）した件数をご回答下さい。また，発表件数のう
ち，学生本人が発表した件数もご回答下さい。

4-5) 博士課程（4年制）在籍学生の研究成果について学術誌（審査のある）に投稿し，掲載（確定を含む）された件数（長期
課題研究を実施した学部学生が共著者として含まれる論文数）をご回答下さい。

博士課程１年次 博士課程２年次
平成２5年度

東京

平成２４年度



岡山 0 0
広島 5 8
徳島 1 0
九州 0 2
長崎 0 2
熊本 11 2

計 31 36

実施学年 実施目的

全 ※１

全 ※２

全 ※３

全 ※４

2 ※５

学部 3, 4年
次 ～ 大学

院

A, B, C, D,
E, F, G, H、

※６

医療薬学
専攻博士

課程、創成
薬学専攻
博士前期・
後期課程

※７

医療薬学
専攻博士

課程、創成
薬学専攻
博士前期・
後期課程

学生

※７

医療薬学
専攻博士

課程、創成
薬学専攻
博士前期・
後期課程

学生

※７

修士１　 ※８

全 ※９

※１０

4-6) 最先端創薬研究プログラムの実践（予定あるいは企画中を含め）状況について貴大学大学院において、最先端創薬
研究プログラムを実施もしくは企画されていましたら、そのプログラムの名称、概要、実施学年、および実施目的をご回答く
ださい。

徳島大学蔵本キャンパスに眠っている、創薬関連
機器の整備と再利用プロジェクトである

異分野交流プログラム、若手研究者薬学教育支援
プログラム、産学連携薬学研究教育プログラム、実
践臨床薬学プログラムの4つのプログラムを実践
し、創薬サイエンス・医療薬学の学部・大学院教育
のシームレス化により、革新的な医薬品の研究開
発を担う人材、先進医療を支える先導的薬剤師とな
りうる人材、ライフ・イノベーションを担う人材を養成
各薬企業との強力な連携のもと、効率的かつ実践
的な産学連携創薬研究を推進し、さらには医薬品
の開発から育薬までをシームレスにつなぐ環境を構
築することにより、アカデミア発創薬の実現に貢献
することを目指す。

薬学研究科を中心に医学系研究科、附属病院、国
立循環器病センターといった臨床、創薬を 指向した
産官学が強固に一体化し、人材交流・人材育成を
密に推進しつつ、本邦初の革新的な核酸医薬の創
出に貢献する。

iPS細胞技術を駆使して、創薬プロセスの障壁とな
る毒性・動態の問題を克服可能な医薬品の新規評
価系開発を推進し、また交流・人材育成を密に推進
しつつ、本邦初の革新的な核酸医薬の創出に貢献
する。

薬学イノベーション創出プログラ
ム（京都）

文部科学省・最先端研究基盤事
業
「化合物ライブラリーを活用した
創薬等最先端研究・教育基盤の
整備」 及び「大型創薬研究基盤
を活用した創薬オープンイノ
厚生労働省革新的医薬品・医療
機器・再生医療製品実用化促進
事業
「核酸医薬の臨床有効性、安全
性の評価方法（大阪）

文部科学省特別経費プロジェク
ト
「創薬プロセスの架け橋となる
iPS細胞基盤技術構築プロジェ
クト」（大阪）

プログラムの名称（大学） プログラムの概要
創薬等支援技術基盤プラット
フォーム（東北）

公的化合物ライブラリーを用いてヒト化合物を探索
する

革新的医薬品等実用化促進事
業（東北）

医薬品野安全な臨床試験を推進するためのレギュ
ラトリサイエンス

博士課程教育リーディングプロ
グラム「免疫システム調節治療
学推進リーダー養成プログラム」
（千葉）

博士課程入学試験合格者で本プログラムへの参加
希望者から成績優秀者10名程度を選抜し、配属研
究室における研究に加え、医学薬学府の他研究領
域における演習や領域横断特論、さらに短期間の
海外研究機関における研修、国内外企業研修を行
う。このプログラムにより、免疫関連疾患の病因や
治療法、新規の治療技術等を深く理解しトランス
レーショナルリサーチや臨床研究を統括指導する
能力とともに、リーダーとして必要な人間力（多角的
視点、俯瞰力、総合的判断能力、統率力など）を育
み、将来、国内外の大学や研究所のみならず製薬
企業等で新しい治療薬や治療法の開発を推進する
リーダー、大学病院などの基幹病院で先端医療の
開発・実践を統率する責任者や医療行政機関の指

創薬学実践研究（東京） １．創薬探索の実習：疾病の治療薬開発研究の第
一段階は、標的分子の活性を阻害する化合物を見
出すスクリーニングである。ここでは代表的な酵素
阻害剤の開発の実習を行う。２．講義：医薬品の探
索研究、非臨床・臨床試験、さらに市販後安全性に
およぶプロセスを網羅する講義に参加・討論し、課
題についてレポートを提出する。

企業特別実習　インターンシップ
（富山）

製薬企業における製剤の開発を企業の研究員と共
に行う。日本における商品開発を体験することによ
り、高度な価値のある製剤の開発手法を習得する。

薬科学特論（広島） 大学教員、製薬企業の研究者による講義を聴講す
創薬人育成のための創薬実践
道場教育構築事業（徳島）

H25度開始の概算事業である。仮想創薬企業での
育薬、仮想創薬を基盤とする実践型教育で現在プ
ログラムの開発段階にある。

アカデミア創薬研究教育拠点形
成に向けた基盤整備事業（徳



※１１

全 ※１２

大学
北海道

千葉

東京

富山

金沢

京都

大阪

岡山
広島
徳島
九州
長崎

熊本

※１２　プログラム概要参照

徳島大学薬学部にある化合物ライブラリーの整備
と有効利用を図るものである。

学内外で展開されている製薬企業および医療現場
との産学官共同研究に参加することにより臨床薬
学の視点から創薬科学に着目した研究理論、技術
および発想を修得する。また、創薬の流れの中での
自らの研究の位置づけを理解し、総合学問としての
創薬プロセスについて理解を深め、新たな研究領
域で研究を実践できる能力を培う。

※９　実践的創薬人や臨床開発人材を育成するためのプログラムである。
※１０　学長裁量経費によるプロジェクトであり、創薬関連機器の有効利用と統合化を目指したものである。

※８　最先端の医薬品開発に触れ、創薬へのモティベーションを高める。

※６　H: ４年制修了者を対象とした博士後期課程大学院教育と連携したプログラム、６年制修了者を対象とし
た博士課程大学院教育と連携したプログラム。

※３　難治性の免疫関連疾患（アレルギー、自己免疫疾患、癌、心血管疾患など）に特化した「治療学」の推進
リーダーを養成するプログラムを、医学と薬学が融合した大学院医学薬学府博士課程に組織し、領域横断教
育と産学官連携によりグローバル社会で活躍する実践的なリーダーを育成する。
※４　研究室と研究科内外の関連施設が連携し、創薬などの現場で、社会のニーズに応え得る実践的な方法
論と問題意識・主体性を修得する。

熊本大学生命資源研究・支援センター（当センター所属
教員は薬学教育部の教育を担当している）における遺
伝子改変マウスの作製・寄託・保存等の研究支援業務

※１　創薬等支援技術基盤プラットフォーム事業は、創薬プロセス等に活用可能な技術基盤の整備、積極的な
外部開放（共用）等を行うことで、創薬・医療技術シーズ等を着実かつ迅速に医薬品等に結び付ける革新的プ
ロセスを実現することを目的としている。
※２　医薬開発の全体を俯瞰できる人材の育成、先進薬学的技術の医療応用できる人材育成

東北

※７　上記のような最先端研究を通した創薬研究者、臨床薬学研究者の養成。

※１１　学長裁量経費を利用して徳島大学薬学部にある化合物を収集し、ライブラリー化した後、蔵本キャンパ
ス全体での有効利用を図ることを目的とする。

紫外可視分光光度計DU-800　

※５　県内の製薬企業において、研究、開発、品質管理、営業などの業務を有機的に結びつけたインターン
シップを実施することにより、将来製薬企業等で活躍できる高度職業人としての自覚をもたす。

なし
試薬・溶媒等（有機化学全般用）　

なし

徳大薬学部創薬シーズの整備と
蔵本ネットワークを基盤としたア
カデミア創薬研究（徳島）
創薬・臨床コラボ実習（九州）

5. 先端研究に共用できる提供可能なリソース

先端研究に国立大学で共用できる研究装置、資源、技術などで、貴大学（大学院）から提供できる研究リソースがありました

なし
金沢大学ＨＰ上に「設備共同利用推進室－設備共同
利用推進総合システム」があります。このシステムの
中に学外の研究者が利用できる設備を紹介しており
現時点でリストアップできるものはありません
上記プロジェクトにおいて購入・管理している装置に
ついては、共同研究、連携研究を通して、提供が可

現時点でリストアップできるものはありません
上記プロジェクトにおいて購入・管理している装置につい
ては、共同研究、連携研究を通して、提供が可能。

ＬＣ付き質量分析装置　サーモフィッシャー社製
ＬＣ付き質量分析装置　サーモフィッシャー社製TSQ
Vantage

ワンストップ創薬共用ファシリティ（創薬共用セン
ター）を整備し、質量分析・構造解析・生体機能解析
の３分野における先端的設備を集約して配備し、これ
を産業界などの外部機関へ提供している。

研究装置 資源、技術など
ＮＭＲ
ＬＣ付き質量分析装置　サーモフィッシャー社製LTQ
Orbitrap Velos



資料７

「先導的薬剤師養成に向けた実践的アドバンスト教育プログラム
の共同開発」事業

第２グループアンケート大学回答集計（平成２６年度）

1. 病院・薬局等と連携した取り組みについて
　貴大学薬学科における先導的薬剤師養成という観点で病院・薬局等と連携した取り組みについてお尋ねします。

1-1) 先導的薬剤師養成という観点で病院・薬局等と連携した教育プログラムの取り組み事例（企画段階でも結構です）があり
ましたら具体的にご回答下さい。

●病院実習の期間中、病院（診療科）の臨床症例検討会に薬学科学生が参加し、医師の治療方針決定プロセスを学習する
とともに、薬剤師の処方設計支援の在り方を薬学部教員と検討する機会を設定している(東北）

●医学部臨床実習（5年次）に薬学部生も参加し、診断や治療方針決定の過程を体験し協働して患者の治療を行っている。
薬剤師の職能・役割を理解し広い視点から患者ケアを行える能力を獲得することを目的としている。(千葉）

●医療安全を目的とした、薬局におけるヒヤリハット事例、副作用事例の実際収集とその解析法に関する教育（企画段階）
(東京）

●事前学習では、薬局や病院の薬剤師から、現場での問題事例と解決方法を紹介している。(富山）

●精神科外来におけるアドバンスト実習を継続的実施と手術室アドバンスト実習の実施(広島）

●実務家教員および臨床系教員が附属病院に薬剤師として登録し，実務を兼務し現場で経験を活かし、講義、実習などを
行っている。(金沢）

●医療系講義、実習、演習、OSCEを企画、運営する医療教員会議に附属病院薬剤部の病院薬剤部長、副部長、助教が参
加している。(金沢）

●医学系研究科の教員が専門科目の講義を行っている。(大阪）

●大阪府薬剤師会及び地区薬剤師会との連携により、薬局実務実習に関する連絡会、成果報告会を実施している。(大阪）
●平成26年度「課題解決型高度医療人養成プログラム」により、大阪府内の地域の病院、薬局との連携による地域医療教
育を開始した。

●１年次にNPOアカンサス薬局で早期体験学習を実施している。(金沢）

●大学間連携共同教育推進事業「四国の全薬学部の連携・共同による薬学教育改革」にて、地域のステークホルダーと密
接に情報交換を行い、地域医療の課題に対応できる薬剤師の養成に協働して取り組んでいる。(徳島）

●１年次に附属病院で早期体験学習を実施している。(金沢）
●3年次および４年次の実務実習事前学習において、病院薬剤部長、副部長及び薬剤師による講義を行っている。(金沢）
●4年次の実務実習事前学習において附属病院の医師による診断・治療・処方についての講義を開催している。(金沢）

●医学部臨床研究室との共同研究に６年制学生を参画させる一方、医学部カリキュラムの医学研究実習（研究室配属）とし
て医学部医学科３年生を薬学部が受け入れている(徳島）

●6年制の第1期生が5年次になった平成22年度から、5年生の授業科目「高次臨床実務実習Ⅰ」で、病院実習施設である長
崎大学病院の6つの内科において2週間の参加型臨床実習を行っている（今年度で5年目）。また第1期生が6年次になった平
成23年度からは、6年生の授業科目「高次臨床実務実習Ⅱ」で、同じく長崎大学病院の診療部門（がん診療センター・感染制
御教育センター・検査部・栄養管理室・皮膚科など）において1週間の参加型臨床実習と五島列島での1週間の離島・へき地
医療実習を行っている（今年度で4年目）。これら2科目は医学科生などとの共修科目となっている。(長崎）

●長期実務実習の一環として、熊本大学附属病院において医学部学生との合同のポリクリを実施しており、チーム医療参画
への意識向上を図っています。（熊本）

●大阪府薬剤師会との連携により、実務実習事前学習において、薬局薬剤師（非常勤講師）による薬局実務実習に関する
講義、演習、実習を実施している。(大阪）

●6年次に「病院実習II」（2単位、3ヶ月）の選択科目を設けて応用実務実習を行っている。

●3年次に薬局薬剤師による講義を実施している。(金沢）
●NPOアカンサス薬局を利用した薬局実習を行っている。(金沢）
●NPOアカンサス薬局に実務家教員および職員を派遣し実習を行っている。(金沢）
●英語による臨床薬学教育の教材作成と薬局によるカリキュラムを行った。(金沢）

●薬学科４年次後期の「実務実習事前教育１−５」において、学生がより高度な臨床知識および業務を修得するために、岡山
県内の病院薬剤部長、保険薬局薬剤師および医師を外部講師として招聘し、御指導を頂いている。また、病院実務実習実
施体制、指導内容の充実を図るため、岡山大学病院薬剤部と連携して「実習受け入れに関するWG」を組織している。(岡山）

●先導的薬剤師の養成を目指して、神戸大学医学部附属病院と教育・研究連携態勢を構築している。(岡山）
●薬学生が医学生とともに実践するチームシミュレーション教育（二次救命教育など）(岡山）

1-2) 先導的薬剤師養成という観点で病院・薬局等と連携した長期課題研究（卒業論文研究）の取り組み事例（企画段階でも結
構です）がありましたら具体的にご回答下さい。

●アレルギー性咳嗽治療に用いられる抗アレルギー薬の使用実態（薬局および病院と連携した疫学調査(北海道）

●東北大学大学院医学系研究科腎・高血圧・内分泌学分野および東北大学病院血液浄化療法部が中心的に行っている
「宮城艮陵CKD（慢性腎臓病）研究」に参加し、主として降圧薬やエリスロポエチン製剤の使用状況や臨床効果に関する課題
研究を行っている。(東北）

●病院（診療科）の臨床症例検討会に薬学科学生が参加している。このような臨床現場で求められている課題と基礎研究の
接点を見出す機会を設定したことで、診療科との共同研究を開始している。(東北）

 　●より患者志向の実践的実習プログラム開発を目的として、大学・県病院薬剤師会・県薬剤師会3者合同での米国の実務実
習および教育プログラムの視察を行い、後日、大学内でシンポジウムを開催した。これらの成果をもとに事前学習の実習書を
作成した。（九州）



３年次4月 大阪
３年次５月 熊本
３年次１０月 徳島 東北 北海道 広島 長崎(仮） 東北
３年次１１月 岡山
３年次１月 千葉 金沢
４年次４月 京都 東京 九州
４年次１月 金沢
４年次１２月 富山
５年次４月 長崎(本）

発表総数 本人発表 発表総数 本人発表 発表総数 本人発表

北海道 25 18 43 22 48 25
東北 33 22 48 34 29 16
千葉 29 10 54 16 39 17
東京 18 4 20 13 4 4
富山 87 34 92 42 46 22
金沢 26 16 38 27 33 22
京都 63 31 98 43 84 44
大阪 104 34 86 35 74 25
岡山 18 18 12 13 14 13
広島 163 55 144 54 151 55
徳島 127 70 130 86 107 73
九州 51 25 55 32 44 18
長崎 17 14 25 14 53 20
熊本 87 47 92 37 75 36

計 848 398 937 468 801 390

●医学部附属病院薬剤部が薬学系研究科の協力講座となっており、一部の学部学生が、薬剤部において長期課題研究
（卒業論文研究）を行っている。(東京）
●注射薬をジェネリック薬品にした時に、先発品ではなかった配合変化の出現メカニズム、あるいは、逆に先発品で見られた
配合変化がなくなった事例(富山）
●・平成25年度から大阪大学Pharm. Dコースを設け、長期課題研究を附属病院薬剤部を中心に附属病院未来医療開発部
や学外連携機関である国立衛生試験所やPMDAで実施している。(大阪）
●「術後せん妄発症予防に対する薬剤師の有用性」について薬学科四年次生の学生が、岡山大学病院薬剤部と連携して課
題に取り組んでいる。(岡山）

●「腎細胞癌における分子標的薬の治療効果とSTAT3遺伝子多型との関連性」というテーマで薬学科四年次生の学生が、
神戸大学病院と連携して課題に取り組んでいる。(岡山）

●救急集中治療領域における漢方処方の応用に関する研究(岡山）

●敗血症性DIC患者に対する薬物治療の有用性評価(岡山）

●急性期治療における鎮静薬の適正使用に向けたエビデンス解析(岡山）

●卒業論文発表「薬物治療の適正管理へ向けた「マイクロTDM」の考案と実践〜薬局薬剤師と大学薬学部の連携〜」「薬剤
師のワルファリン服用時PT-INRモニタリング〜大学薬学部としてのかかわり〜」など(広島）

●平成19年度より「薬学・医学・病院の連携による臨床薬剤師・医療薬学研究者育成事業」に取り組んでいる。その事業の
一環として、「医療薬学研究者育成システム」を立ち上げている。これは、薬学部教員＋（学生または院生）が、医学部教員
および病院職員と共同で、臨床に関する研究テーマを探求するシステムで、研究の出来る薬剤師の養成に貢献している。
(徳島）

●病院実習施設である長崎大学病院薬剤部には薬学部の協力講座として治療薬剤学分野があるため、その分野に配属に
なっている学生の卒業論文研究は病院との連携で行っている。(長崎）

●熊本県薬剤師会DEM事業データに基づいた薬の副作用発現因子の検討／佐賀大医学部附属病院との連携によるニー
マンピック病C型患者の治療に関する研究／熊本大学医学部附属病院での腎不全患者における低分子型尿毒症物質の毒
性薬理学的研究 等(熊本）

２.   長期課題研究（卒業論文研究）の実施について
　　貴大学薬学科における長期課題研究（卒業論文研究）についてお尋ねします。

2-1)　平成26年度以降の研究室への配属の時期は，いつでしょうか。

2-2) 薬学科学生の長期課題研究（卒業論文研究）の成果について学会発表した件数（共同研究者としての連名での発表を含
む，平成24年度以降の各年度の発表（平成26年度については学会で発表が確定（演題申し込み済み）しているものを含む）件
数をご回答下さい。また，発表件数のうち，学生本人が発表した件数もご回答下さい。。

発表件数
平成24年度 平成25年度 平成26年度

●・福岡市薬剤師会と連携し、薬局における残薬の医療経済に与える影響について調査研究
・抗MRSA薬テイコプラニンの適正使用に関して大学病院の診療科と連携した調査研究
・共同研究病院のカルテ情報からターゲットとする薬物と疾患バイオマーカーに関する情報を取りだし、母集団動態解析によ
り、バイオマーカーの変化をモデル化する。得られた情報に基づいたシミュレーションにより、個々に投与量や併用薬といっ
た処方設計を行う研究を行っている。(九州）



論文数
2012年

1月～12月
2013年

1月～12月
2014年

1月～12月

北海道 5 8 11
東北 2 2 7
千葉 2 7 8
東京 1 2 1
富山 9 18 17
金沢 19 16 15
京都 17 15 36
大阪 14 12 13
岡山 3 3 9
広島 28 28 24
徳島 20 12 19
九州 11 4 5
長崎 0 0 8
熊本 15 28 32

計 141 147 194

大学名
発表時期
（月）

発表時間
（分）

質疑応答
時間

（分）

北海道 12 8 3

東北 12 12 8

千葉 11 10 5

東京 12 10 10

富山 11 9 3

金沢 12 8 4

京都 12 7 5

大阪 12 15 5

岡山 12 2+120 60

広島 12 8 7

徳島 11 10 5

九州 11 5 0

2-3)薬学科学生の長期課題研究（卒業論文研究）の成果が含まれる研究について投稿した論文で，2012年～2014年の各1月
～12月に発行される（審査のある）学術誌に掲載（確定を含む）された件数（長期課題研究を実施した学部学生が共著者として
含まれる論文数）をご回答下さい。

2-４) 薬学科学生の卒論研究発表会の時期や発表時間・質疑応答時間をご回答ください。また，会を盛り上げる（活発化）工夫
などがあれば，ご自由にお書きください。

卒論発表会を盛り上げる工夫

■要旨集を作成し事前に配布．他学年の学生も参加しやすい
ように教務日程を調整

■研究室の垣根を越えた積極的な発表会への参加。4年生が
参加できるようにカリキュラムをあわせている。教員が積極定
期参加し、質問するようにしている。

■発表要旨を作成し、全研究室に配布する。
■修士論文と同様、主査に加え副査2名を指名し、発表会で
質の高い質疑応答を行い評価する。
■発表会には研究室全員が出席する。
■プレゼンテーションを英語で行う（一部の研究室）。

■発表会は、薬学部教員、大学院生、学部生が自由に参加
し、討議に参加する。発表会までに卒業論文要旨を提出し、
副査を設けて修士発表と同様に実施する。

■６年生を全員参加とする。質疑応答は学生や打大医学院生
も可能とする

■全研究室の助教の全員が座長を行うなど、薬学系研究室
全体が関わるようにしている

■学生が要旨集を印刷・配布し、発表会を運営する。教員は
発表会参加者として自由に参加し、討論を行う。これにより学
会運営の練習も行う。

■ 修士論文発表と同様に、発表時間15分、質疑応答時間5
分とし、また副査を置いて論文審査を行っている。
■同窓会組織である「薬友会」から薬友会賞若手奨励賞を授
与している。本賞は、専任教員の審査によって最も優れた発
表を行った者1名に贈呈する。
■ ３年生の講義を休講として、聴講の機会を与えている。

■ショートプレゼンテーション（２分）付きポスターセッション。
■ポスターセッションは，教員閲覧と学生閲覧の時間を分けて
いる。
■教員全員の投票により，ポスター賞（２名）を授与する。

■大学院博士前期課程に準じた口頭発表形式で、座長を当
該研究室の教授が担当

■卒論発表会の後、ポスター発表を行い、その場で1時間質
疑応答を行う。このことにより学生は口頭発表とポスター発表
の両方を経験することができる。また、卒論発表会の要旨集を
作成し、事前に参加者に配布することでより活発な討議ができ
るようにしている。発表会は分野配属されている6年制学科の
4,5,6年生が全員参加するため、後輩と討論する機会があるこ
とで6年生は緊張感を持って、取り組むことができる。また、卒
論発表会の時期を11月末とすることで、実務実習終了から1
年間研究に集中して取り組むことができるようにしている。評
価は原則として配属分野の教員が主査・副査となり行うように
している。



長崎 11 7 2

熊本 11 7 4

大学名

北海道

東北

千葉

東京

富山

金沢

京都

大阪

岡山

広島

徳島

九州

長崎

熊本

長期課題研究 単位
卒業要件
単位

北海道 8 205
東北 20 201

千葉 8+6+8 189

東京 20 196
富山 10 187
金沢 10 192
京都 10 194
大阪 15 199
岡山 12 197

薬学卒業実習
卒業研究
薬学研究
特別実習
長期課題研究
卒業論文実習

2-6) 薬学科学生の長期課題研究（卒業論文研究）に当てている科目名と単位数、 及び卒業に必要な単位数をご回答くださ
い。

■大学院生、学部学生へ出席を促した。
■教員が参加できる時間帯に設定した。そのために部内会議
の時間調整を行った。

■今のところ特別な措置は講じていませんが、今後工夫の必
要があると認識しています。

2-5) 長期課題研究の課題名として、公開して差し支えないものがありましたら、３つまで挙げてください。

課題名

●新規GABAトランスポーター阻害薬候補化合物の抗うつ効果を指標とした薬理活性評価
●CerS2トランスジェニックマウスを用いた骨格筋におけるスフィンゴ脂質脂肪酸鎖長の機能解析
●がん治療への応用を目的とした新規アジュバントcyclic di-GMPの効率的DDSの創製

●がん化学療法レジメンで用いられる薬物の血中濃度一斉分析法の構築
●インビボ毒性試験データとインビトロ試験を利用した肝細胞肥大と薬物代謝酵素誘導の関連の
解析
●LC/MSによるヒト血漿メタボローム解析手法の構築と臨床応用
●肺繊維化に対する内在性制御メカニズムの探索
●難治性疾患―肺線維症，潰瘍性大腸炎―の原因・治療薬の探索
●Ascorbyl dipalmitateロッド状ナノ微粒子の調製及び物性評価

●医薬品の添付文書に関する研究
●生活習慣病関連物質を輸送するトランスポーターと病態発症に関する研究
●化合物ライブラリーを利用した低分子量Ｇタンパク質の機能モジュレーターの探索

●小児のワルファリン維持用量に及ぼすVKORC1ジェノタイプの影響
●乳がん細胞におけるErbB2受容体のフィードバック阻害機構の解析
●慢性的なうつに伴う糖代謝異常に対する視床下部オレキシン系の役割の解析

●インドールとシクロブタノンとの環化付加反応の開発
●アポトーシスイメージング薬剤の開発研究
●ニコチンによる神経幹細胞の機能制御

●医薬品の体内動態と薬効・毒性に関する基礎と臨床
●神経変性疾患の病態と治療薬に関する研究
●がん患者における分子標的抗がん薬のPK/PD解析

●ナノシリカによる妊娠維持破綻における好中球の寄与解析～脆弱な個体に対する安全性確保
に向けて～
●生活環境中の非結核性抗酸菌の多様性～土壌粒子を介した感染の解明に向けて～
●精神疾患モデルマウスのエンカウンター応答性におけるAMPA受容体の関与

●術後せん妄発症予防に対する薬剤師参画「せん妄対策チーム」の効果的な介入に向けたリス
ク因子の探索
●腎細胞癌における分子標的薬の治療効果とSTAT3遺伝子多型との関連性
●救急・集中治療領域における漢方処方によるせん妄抑制効果に関する研究

●ICU患者における血清中linezolid非結合型濃度の臨床薬理学的研究
●ROCK阻害剤であるY-27632のリポソーム化によ肝虚血再灌流障害に対する効果
●がん細胞由来エクソソームの解析

●ガラクトシアリドーシス患者由来iPS細胞の樹立と中枢神経系モデルの構築
●HDLアポA-Iの自発的交換反応に関する速度論的・熱力学的研究
●薬学部保有化合物ライブラリーを用いた新規抗がん活性物質の探索

●クロロゲン酸の酵素酸化生成物の構造と反応機構
●シソ科ハーブ乾燥時のコーヒー酸エステルの酸化反応
●配座自由度を制限したアミノ酸型ﾆﾄﾛｷｼﾙﾗｼﾞｶﾙﾌﾟﾛｰﾌﾞの創製
●プロドラッグの小腸吸収予測のためのカルボキシルエステラーゼ低発現Caco-2クローンの細
胞特性について
●腎障害治療薬の開発研究
●消化管炎症に対するサクランの治療効果に関する研究

科目名

薬学卒業研究
課題研究

特別実習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ
（4年次より毎年）



広島 10 189
徳島 30 187
九州 7 190
長崎 15 191
熊本 12 193

3. アドバンスト教育プログラムの実施について
     貴大学薬学科におけるアドバンスト教育プログラムの実施（予定あるいは企画中を含め）状況についてお尋ねします。

実施学年

1～6

5

5

5

6

6

1,3,4

学部 3, 4
年次 ～
大学院

1～6

特に社会的に薬剤師の
関与が強く望まれてい
る上記分野Ａ）から
Ｅ）について学生主体
的に学ぶ学習プログラ
ムを構築し、社会の
ニーズが多様化する薬
剤師業務に対応できる
ような薬剤師の育成を
行う。

B

礎研究Ⅰ・Ⅱ、臨床
卒業研究

医療薬学特別実習
特別実習

3-1) 貴大学薬学科において，アドバンスト教育プログラムを実施もしくは企画されていましたら，そのプログラムの名称，概要，
実施学年，および実施目的をご回答下さい。実施目的については以下の(A)～(H)からご選択ください。複数のプログラムがあ

る場合は，それぞれのプログラムごとにお示しください（多数ある場合は，欄を増やしてご回答ください）。

実施目的

(C) 創薬研究者の養成に役立つプログラム
(D) 薬学教育を担う人材の養成に役立つプログラム

B, C, D, E, F

B

B,D

B,D,F

A, B, C, D, E, F, G

H: ４年制修了者を対象
とした博士後期課程大学
院教育と連携したプログ
ラム、６年制修了者を対
象とした博士課程大学院
教育と連携したプログラ
ム

地域医療に貢献できる薬
剤師の養成

(A) 大学院進学へのモチベーション形成に役立つプログラム
(B) 高度な医療人の養成に役立つプログラム

(E) 行政を担う人材の養成に役立つプログラム
(F) 健康社会・環境衛生を担う人材の養成に役立つプログラム
(G) ４年生修了者を対象とした博士前期課程大学院教育と連携したプログラム
(H) その他

プログラムの名称（大学） プログラムの概要
実践社会薬学の確立と発展に
資する薬剤師養成プログラム(千
葉）

千葉県下三大学（千葉大学・城西国際大学・千葉科学技
術大学）が連携し、社会の高度化した要請に応えること
のできる薬剤師の養成を行う取組みである。現在薬剤師
の関与が強く望まれている職務である Ａ）放射性医薬品
調製・管理業務、Ｂ）病棟活動における専門職連携、
Ｃ）救急災害時医療活動、Ｄ）在宅医療での薬剤管理指
導、Ｅ）違法薬物、医薬品適正使用、ドーピングの知識
普及・啓発活動について、アクティブ・ラーニングを取
り入れた実践社会薬学教育プログラムを三大学が協働し
て作成する。更に本プログラムを三大学が特徴的に有す
る教育プログラムと融合し、千葉県薬剤師会、千葉県病
院薬剤師会、医薬品適正使用推進機構等との連携の下、
社会の要請に対して主体的に学び社会へ還元できる薬剤
師教育を行う。

薬局におけるヒヤリハット事例収
集(東京）

医療安全を目的とした、薬局におけるヒヤリハット事例
実際収集とその解析法（企画段階

病院実務実習(東京） 東京大学医学部附属病院における実務実習の際、薬剤部
のほか、2日間、臨床研究支援センターで医学部生と同じ
実習をする。

実務実習(富山） 臨床薬剤師を目指して、規定の１１週間をこえて、１４
週間の病棟中心のプログラムを実施している

病院実習II（金沢） 応用実務実習：3ヶ月　病棟薬剤師の指導の下、薬剤管理
指導業務をはじめチーム医療に参画する。臨床試験管理
センターに配属し、GCPの則った治験推進の方法を学ぶと
同時にCRC業務を習得する。

総合薬学演習(金沢） 薬学部３，４年生の実習・演習の補助を通して，病院実
習，薬局実習で習得した薬剤師に必要な知識、技能、態
度を薬学部３年生；臨床薬学演習I、薬学部４年生：臨床
薬学演習II，薬物治療演習，医療におけるくすりを学ぶ
IIIの学生実習のリーダーやチューターを務めることを通
して確認する。

横断的統合型教育による創薬・
育薬力育成プログラム(京都）

新薬学教育制度下、各学科の枠を超えた参加・体験型学
習・問題解決型の演習・実習を中心とした新たな教育カ
リキュラム「創薬・育薬力育成プログラム」を構築し、
分野横断的な創薬力を持った先導的創薬・育薬研究リー
ダーを育成するためのプラットフォームを築きます。

薬学イノベーション創出プログラ
ム(京都）

異分野交流プログラム、若手研究者薬学教育支援プログ
ラム、産学連携薬学研究教育プログラム、実践臨床薬学
プログラムの4つのプログラムを実践し、創薬サイエン
ス・医療薬学の学部・大学院教育のシームレス化によ
り、革新的な医薬品の研究開発を担う人材、先進医療を
支える先導的薬剤師となりうる人材、ライフ・イノベー
ションを担う人材を養成します

課題解決型高度医療人養成プ
ログラム(大阪）

大学と先駆的な地域チーム医療を実践する地域の密な連
携のもと、「地域医療教育モデルプログラム」の開発と
その普及を図ることにより、多様で高度な医療ニーズに
応えられる地域医療で活躍できる薬剤師の輩出の実現を
目指す。



5,6

5,6

3

5

5

1～6

3～6

3～6

5

6

1～6

全大学で該当せず。

災害医療教育プログラム(岡山） 災害医療の超急性期、急性期、亜急性期から慢性期まで
に薬剤師が行うべき、あるいは薬剤師が担えるノウハウ
についてエマルゴトレインシステムを利用した教育 A, B

A, B

B: 医療倫理感・使命感
の醸成、コミュニケー
ション能力の向上、問題
解決能力の向上等を目指
している。

C: 最先端の医薬品開発
に触れ、創薬へのモティ
ベーションを高める。

B

B

C,G

A,B,C,G

B

B,F

F

3-２) 上記の教育プログラムの中で，今年度（あるいは来年度）に他大学の学生を受入（受入予定）あるいは受入可能なものが
あればお示しください。

医療共用教育演習（予定）(徳
島）

医学部等の医療系学部と共同で、高学年を対象にIPEを実
施

高次臨床実務実習Ⅱ(長崎） 2週間の実習の中で「1週間の五島列島での離島・へき地
医療実習」と「1週間の長崎大学病院での専門領域に関す
る臨床実習」を実施する。

エコファーマを担う薬学人育成プ
ログラム（熊本）

環境の時代を見据えた職業観のパラダイムシフトも見据
えつつ、「エコファーマを担う薬学人」という環境の時
代の新しい職業人の養成を目指す。一定数以上の指定科
目の単位履修や研修プログラム・講演会への参加等の基
準を満たした者をプログラム修了生として認定する。

在宅から救急まで網羅する地域
医療卒前教育と指導薬剤師養
成プログラム(岡山）

地域医療参加型実習としては岡山大学近隣の3施設の開業
医院にて以下の内容の体験実習を実施している。
患者への問診・視診・聴診・触診、電子カルテへの問診
の記録、バイタルサインチェック、レントゲン検査、心
電図・心腹部エコー、デイケアサービスでの診療、リハ
ビリ室の診療・理学療法作業療法体験、訪問診療・在宅
診療への同行、小学校の健康診断助手、医師会懇話会参
加などの医師指導のもと臨床実地体験学習のなかで薬物
治療に至る過程を経験できる。さらに大学院教育では、
病院前救護教育から救急現場での重症感染症治療、重症
熱傷・外傷、薬物中毒、心肺蘇生などの薬物治療教育な
どを実施している。

患者志向型合宿勉強会(広島） 薬害被害者を講師として招聘し、合宿型の勉強会を開催

高次臨床実務実習Ⅰ(長崎） 長崎大学病院の6つの内科での臨床実習（2週間）。学生
は1つの内科で医学部医学科5年生と2週間共修する。

創薬人育成のための創薬道場
実践教育事業（徳島）

4年制学科との共同による創薬プロジェクト演習

多機能性人工エキソソーム
(iTEX)医薬品化実践を通じた操
薬人育成事業（徳島）

革新的DDS（多機能性人工エキソソーム(iTEX）創製と疾
患指向型医薬品開発を目指した分野横断的研究教育の実
践を目標とし、薬物療法イノベーション開拓を基盤とす
る操薬人(操薬研究者とPharmacist-Scientist)育成プロ
セスを構築する

能動学習(徳島） 学生が自主的（能動的）に参加した医療に関連する講演
会、勉強会、ボランティア、介護体験、看護体験につい
て、一定のレポートを提出することで単位化

薬科学特論（広島） 大学教員、製薬企業の研究者による講義を聴講する。



資料８

１．博士課程コース（４年制）について
平成24年度から開設された「博士課程」（４年制）についてお尋ねします。

北海道

東北

東京

金沢

京都

大阪 海外での学会発表の支援　がんプロフェッショナル養成教育の実施

岡山

徳島

九州

長崎

熊本

-2)博士課程（４年制）での早期修了の条件が決まっていればご回答下さい。

東北

金沢

-1)博士課程（４年制）への進学を促進するための取り組みがあればご回答下さい。

博士課程修了後の進路の多様性に対応できるカリキュラムの設定

学部生の間から論文作成を意識させ、学振等への応募を促す。博士課程の進学者の経済
的さサポートとしてTA/RA費を用意している

博士課程入試の説明会を実施している。
今年度から、創薬科学専攻（博士前期課程）１年生，薬学類５年生，および学内外希望
者に対して創薬科学専攻（博士後期課程）／ 薬学専攻（博士課程）進学説明会を開催す
る。その中で入学者受入方針（AP）＆入試、カリキュラム方針（CP）＆学位授与方針
（DP）、学位取得後のキャリアパス、学費＆経済的サポート（TA&RA，奨学金等）、学位
（博士）の必要性について説明する。また研究室見学 （学外希望者のみ）も実施する。

研究科に３年以上在学し、初期総合カリキュラム4単位以上、薬学専攻選択科目12単位以
上、薬学専攻必修科目16単位、および所属専攻以外が開設する科目（博士課程共通）2単
位以上を修得し、さらに、優れた業績をもって提出した学位論文が薬学系領域委員会で
合格と判定された者が修了できる。なお、優れた業績をもつとは、参考論文を２編以上
有するかまたは特に優れた１編の参考論文を有し、かつ専攻長の推薦を受けて薬学系領
域委員会で認められた場合を指す。

本学の卒業生を招いて、１年薬学科５年次（および薬科学科修士課程学生）を対象とし
て、談話会を開催し、交流の場を設けています

薬学科の学生に対し、社会に出て薬剤師として、将来、働くとしても、研究活動で培っ
た問題解決能力が必ず役立つことを伝え続け、また、学部学生の卒業論文研究の内容
が、国際誌に掲載できる水準となるように努力している。

がん専門薬剤師履修コースの設置
臨床薬学科の教育目標として薬学研究を遂行できる研究者・教育者の育成を掲げてお
り、学部生の頃から研究の必要性を伝えるようにしている。また、4年次の4月から研究
室に配属し、早期から研究に慣れ親しむように配慮している。そして、実務実習終了か
ら1年間研究に集中できるようにカリキュラムを設定し、意欲ある学生のモチベーション
を高めるようにしている。

1年次の入門科目や研究室配属前の研究室紹介の際に、博士課程の内容をアピールしてい
る。TAやRAに加えて特別研究奨励金で経済支援を行っている。5つの専門薬剤師養成コー
ス（がん、感染制御、糖尿病、精神科、妊婦・授乳婦）と1つのコーディネーター養成
コースを設置している。

研究室見学等を含む大学院入試説明会の実施、および学生募集の複数回 [8,12,3月]実施

博士課程(3年制)と同じに扱っており、独自のルールは定めていない

「先導的薬剤師養成に向けた実践的アドバンスト教育プログラム
の共同開発」事業

第２グループアンケート大学回答集計（平成２６年度）



富山

京都

大阪

岡山

広島

徳島

九州

長崎

熊本

-3)博士論文研究のテーマ例を３つまでお書き下さい。

北海道

東北

千葉

東京

昨年と同じ次の項目をすべて充たし，かつ，指導教員の推薦が得られた者。
(1) 博士課程の修了に必要な単位を取得又は取得見込であること。
(2) 第一著者として発表した学術論文が３編以上あること。なお，当該学術論文は学位論文に
かかる論文であることとする。
(3) 学位論文の対象とする学術論文のＩＦの合計が１５以上であること。

学修・研究について著しい進展が認められる者は、審査を経て、在学期間を３年に短縮
して学位を得ることができる

・肺線繊維化の細胞内シグナリング・転写因子機構の解明
・ヒト結腸癌細胞におけるEP4受容体発現とHIF1--alpha発現との関連性解明

・ケルヒリピートタンパク質KLHDC10の全身性炎症反応症候群 (SIRS) における新規機能の解析
・難治疾患の原因となるRNA顆粒の超解像顕微観察と機能解明
・疾病診断を指向したマイクロ化学分析システムの開発

本学では新課程以前に医歯薬学総合研究科として４年制の博士課程が設置されており、
その条件を引き続き適応します。

優れた研究業績を上げたと認めた者（詳細は個別審査）

要件を定めて、修業年限見込年数が3年又は3年半の者について
取り扱うこととしている。

修了予定者が論文（受理されたものを含む。）の第一著者であり、以下の条件のすべて
を満たす者について適用する。
条件
1．主任指導教員の推薦があること。
2．所定の単位を修得又は修得見込みの者であること。
3．次のいずれかに該当する者
(1) 論文2編以上を有し、学位申請時に公表されている最新の「ＪＣＲ」において、雑誌
のＩＦの合計点が7.0点以上の者
(2) 学位申請時に公表されている最新の「ＪＣＲ」において、論文1編が掲載された雑誌
のＩＦが5.0点以上の者

早期修了による学位申請には、学位論文と、主論文として２報以上の公表論文（審査委
員を置く学術誌に掲載済み又は掲載決定済みのもの）の提出を必要とする。なお、公表
論文のうち１報以上は、本人が筆頭著者（equal contributionも含む）になっている英
語で書かれた論文とする。

審査規定を設けて、これを満たす優秀な学生であれば、３年での修了を認める。

・博士課程に3年以上4年未満在学するもので、英文論文2編以上。
・主論文は本人が第一筆者で一流英文誌に受理されたものであり、かつその学問的価値
が特に高いこと

・大建中湯主要成分である山椒を用いた新しいがん治療法の研究
・アルツハイマー病患者血漿中におけるp3-Alcの定量解析
・シスプラチン起因性腎障害の予防法の確立とその機序の解明

・生体と金属材料の相互作用による金属イオン溶出機構の解明
・フッ化ピリミジン系抗がん剤の副作用予測PGxマーカー探索
・小児期から成人にかけての本態性高血圧に関する疫学研究



富山

京都

大阪

岡山

広島

徳島

長崎

熊本

件数 本人 件数 本人 件数 本人
北海道 6 1 10 8 14 3
東北 4 4 8 7 9 8
千葉 29 10 54 16 39 17
東京 9 8 6 6 11 9
富山 23 11 27 10 28 20
金沢 3 3 5 2 2 2
京都 9 4 43 28 46 27
大阪 10 9 30 16 42 22
岡山 2 1 4 2 6 4
広島 8 8 13 13 18 18
徳島 70 28 61 28 49 22
九州 17 11 15 8 35 21
長崎 1 1 10 3 9 4

・膜ベシクルを用いた薬物膜輸送機構解析
・RNAポリメラーゼII CTDリン酸化制御を介した転写産物3'末端形成機構の解析
・5’-リピッドホスファターゼSHIP2がエネルギー代謝に与える影響の解明と、SHIP2を標的とした新規糖代
謝改善薬の開発

・医薬品の体内動態の分子機構の解明と動態モデルに基づく数理学的解析
・遺伝子治療・DNAワクチン療法の最適化を目指した核酸医薬品開発
・中枢神経疾患におけるニューロン死の機序とその保護因子に関する研究

4)博士課程（4年制）在籍学生の研究成果について学会発表した件数（共同研究者としての連名での
発表を含む，平成24年度以降の各年度内に開催される学会で発表された件数、および平成26年度に
ついては、発表が確定（演題申し込み済み）しているものを含む件数をご回答下さい。また，発表
件数のうち，学生本人が発表した件数もご回答下さい。

平成24年度 平成25年度 平成26年度

・血液中を循環する新規バイオマーカーとしての細胞外小胞に関する研究
・パーキンソン病発症に関するオートファジーの関与に関する研究
・環境化学物質の毒性発現機構における代謝活性化の寄与に関する研究

・抗酸化医薬品の薬効発現機序の解析
・DPP4の糖尿病による腎機能障害保護作用に対する分子機作の
・ミトコンドリア透過性遷移における機能蛋白の挙動解析

・遺伝子治療実現に向けた遺伝子デリバリー研究
・病態時および各種治療時における薬物療法の個別化
・非小細胞肺がんにおけるWntアンタゴニストを標的分子とした新規分子標的治療薬の開発

・ゼブラフィッシュ胚発生におけるプロスタノイドの役割
・副作用発現及び糖尿病性血管障害の発症進展における性差の検討
・尿毒症物質による臓器障害の分子機構解明

・救急集中治療におけるせん妄スケールを活用したせん妄予防対策に関する研究
・心拍変動に薬剤師が関与するフィジカルアセスメント応用システムに関する研究
・重症熱傷患者における薬剤経済学的研究

・ 診断支援を志向した脳機能画像へのデータマイニングの応用
・ Robo4遺伝子の発現制御機構の解明
・ 高精細全脳形態計測システムの構築―比較解析による網羅的な脳内変化の探索―



熊本 14 11 26 15 24 15
合計 205 110 312 162 332 192

平成24年度 平成25年度 平成26年度

北海道 2 7 5
東北 0 2 3
千葉 2 7 8
東京 1 1 5
富山 1 8 8
金沢 1 1 2
京都 1 10 12
大阪 2 10 11
岡山 1 2 1
広島 5 13 20
徳島 9 14 6
九州 12 7 5
長崎 0 2 4
熊本 3 1 14
合計 40 98 104

Ｄ１―Ｄ
４年次

Ｄ１―Ｄ
４年次

-5)博士課程（4年制）在籍学生の研究成果について投稿し，2012年、2013年、2014年の各1月～12月
の発行の（審査のある）学術誌に掲載（確定を含む）された件数（共著者として含まれる論文数）
をご回答下さい。

高度な先進的薬学解析力と臨床問題解決力
ももつ薬剤師を輩出することを目的とする。

東北がんプロフェッショ
ナル養成推進プラン

がん医療に必要な学識と技能や国際的レベルの臨床研究を推進する能力を育み、大
学、地域、多職域（医療チーム）、患者会が連携して在宅医療や緩和ケアを含めた
地域のがん医療とがん研究を推進するための広域かつ包括的教育プログラムを提供
します。連携4大学が教育コアとして大学院に新たに3講座と42教育コースを設置
し、地域のがん診療連携拠点病院（以下、がん拠点病院）等との連携により、多職
域のがん専門医療人を養成し地域の人材交流を推進します。

高齢化社会における地域のがん医療の課題
解決のため、地域がん医療に貢献するがん
専門医療人を養成することを目的としていま
す。

-6)最先端創薬研究プログラムの実施（予定あるいは企画中を含め）状況について貴大学大学院にお
いて，最先端創薬研究プログラムを実施もしくは企画されていましたら，そのプログラムの名称，
概要，実施学年，および実施目的をご回答下さい。

スーパージェネラリス
ト・ファーマシストの養
成事業

質の高く、安心、安全な医療を求める国民の声、医療の高度化、複雑化に伴う医師
など医療従事者の業務量の増加と医療従事者の疲弊、医療現場での薬剤師の活用不
足という社会的背景の中、教育機関等に対しては個別化医療に関連した分野の発展
と人材育成、さらには多くの疾患領域で先進医療を担う次世代薬剤師の育成が求め
られています。本事業では、これまで東北大学が築いてきた教育資源を活用し、時
代の求めるスーパージェネラリスト・ファーマシストの養成教育プログラムを構築
し、人材を育成いたします。

東北



全年次

全年次

Ｄ１―Ｄ
４年次

Ｄ１―Ｄ
４年次

Ｄ１―Ｄ
４年次

千葉
Ｄ１―Ｄ
４年次

Ｄ２―Ｄ
３年次

Ｄ２年次

創薬等支援技術基盤プ
ラットフォーム

公的化合物ライブラリーを用いてヒト化合物を探索する

医療薬学実践研究

高度化医療などの現場で、社会のニーズに応え得る実践的な方法論と問題意識・主
体性を習得する。東京大学医学部附属病院薬剤部・関連研究室における研究（調査
研究等のドライ研究）

博士課程教育リーディン
グプログラム「免疫シス
テム調節治療学推進リー
ダー養成プログラム」

博士課程入学試験合格者で本プログラムへの参加希望者から成績優秀者10名程度を
選抜し、配属研究室における研究に加え、医学薬学府の他研究領域における演習や
領域横断特論、さらに短期間の海外研究機関における研修、国内外企業研修を行
う。このプログラムにより、免疫関連疾患の病因や治療法、新規の治療技術等を深
く理解しトランスレーショナルリサーチや臨床研究を統括指導する能力とともに、
リーダーとして必要な人間力（多角的視点、俯瞰力、総合的判断能力、統率力な
ど）を育み、将来、国内外の大学や研究所のみならず製薬企業等で新しい治療薬や
治療法の開発を推進するリーダー、大学病院などの基幹病院で先端医療の開発・実
践を統率する責任者や医療行政機関の指導者として活躍できる人材の養成を目指
す。

東京

難治性の免疫関連疾患（アレルギー、自己免
疫疾患、癌、心血管疾患など）に特化した「治
療学」の推進リーダーを養成するプログラム
を、医学と薬学が融合した大学院医学薬学
府博士課程に組織し、領域横断教育と産学
官連携によりグローバル社会で活躍する実
践的なリーダーを育成する。

企業特別実習（インター
ンシップ）

高度職業人育成のために、製薬企業において医薬品の管理・研究開発に関するイン
ターンシップを行う

県内の製薬企業において、研究、開発、品質
管理、営業などの業務を有機的に結びつけ
たインターンシップを実施することにより、将
来製薬企業等で活躍できる高度職業人とし
ての自覚をもたす。

研究室と研究科内外の関連施設が連携し、
創薬などの現場で、社会のニーズに応え得る
実践的な方法論と問題意識・主体性を修得
する。

社会薬学実践研究

医療行政などの現場で、社会のニーズに応え得る実践的な方法論と問題意識・主体
性を習得する。東京大学医学部附属病院、国立がん研究センターにおける実習と東
京大学大学院薬学系研究科の講義で構成。

研究室と研究科内外の関連施設が連携し、
創薬などの現場で、社会のニーズに応え得る
実践的な方法論と問題意識・主体性を修得
する。

創薬等支援技術基盤プラットフォーム事業
は、創薬プロセス等に活用可能な技術基盤
の整備、積極的な外部開放（共用）等を行うこ
とで、創薬・医療技術シーズ等を着実かつ迅
速に医薬品等に結び付ける革新的プロセス
を実現することを目的としている。

革新的医薬品等実用化促
進事業

医薬品野安全な臨床試験を推進するためのレギュラトリサイエンス 医薬開発の全体を俯瞰できる人材の育成、
先進薬学的技術の医療応用できる人材育成

創薬学実践研究

１．創薬探索の実習：疾病の治療薬開発研究の第一段階は、標的分子の活性を阻害
する化合物を見出すスクリーニングである。ここでは代表的な酵素阻害剤の開発の
実習を行う。２．講義：医薬品の探索研究、非臨床・臨床試験、さらに市販後安全
性におよぶプロセスを網羅する講義に参加・討論し、課題についてレポートを提出
する。

研究室と研究科内外の関連施設が連携し、
創薬などの現場で、社会のニーズに応え得る
実践的な方法論と問題意識・主体性を修得
する。

医薬品製剤開発学実習

「製薬企業において薬学研究，品質管理や開
発業務に携わる人材育成」に関して，医薬品
の製剤化とその品質の保証を理解するため
に、生命・物質化学を基盤とする最先端の研
究を体験する。



Ｄ２年次

Ｄ２年次

Ｄ２―Ｄ
３年次

京都
学部 3, 4
年次 ～
大学院

岡山 全年次

富山

文部科学省・最先端研究
基盤事業
「化合物ライブラリーを
活用した創薬等最先端研
究・教育基盤の整備」
及び「大型創薬研究基盤
を活用した創薬オープン
イノベーションの推進」

各薬企業との強力な連携のもと、効率的かつ実践的な産学連携創薬研究を推進し、
さらには医薬品の開発から育薬までをシームレスにつなぐ環境を構築することによ
り、アカデミア発創薬の実現に貢献することを目指す。

大阪

救急認定薬剤師養成プロ
グラム

日本臨床救急医学会が認定する救急認定薬剤師養成に向けた認定要件を網羅するプ
ログラム

薬学部６年制となり、薬剤師免許取得後に高度な薬剤師業務を経験する機会がなく
なった。本インターンシップは、先駆的薬剤師として活躍するために大学院博士課
程において臨床実習を行う。

”医薬品の患者に対する適正使用に関する
教育”を実施する。”個々の患者の症状や背
景を考慮した個別的かつ有効で安全な薬物
療法の提供に積極的に貢献できる薬剤師”を
養成する。

薬学イノベーション創出
プログラム

異分野交流プログラム、若手研究者薬学教育支援プログラム、産学連携薬学研究教
育プログラム、実践臨床薬学プログラムの4つのプログラムを実践し、創薬サイエン
ス・医療薬学の学部・大学院教育のシームレス化により、革新的な医薬品の研究開
発を担う人材、先進医療を支える先導的薬剤師となりうる人材、ライフ・イノベー
ションを担う人材を養成します。

４年制修了者を対象とした博士後期課程大
学院教育と連携したプログラム、６年制修了
者を対象とした博士課程大学院教育と連携し
たプログラム

医薬品薬効動態学実習

「チーム医療における薬物療法の要となる人材育成」に関して，医薬品の効果と体
内動態を理解するために、生命科学を基盤とする最先端の研究を体験する。

1． 医薬品の薬効と動態を解析し、理解する
ために生体の機能を細胞、個体レベルで理
解する。
2． 医薬品の体内導体解析法を学ぶ。
3． 医薬品の薬効評価・解析法を学ぶ。
4． 学生個人の専門領域を超えて幅広い分
野の最先端研究を体験することにより，より
広い専門分野を理解する。
実習を通して，教員・学生間の幅広いコミュニ
ケーションを図る。

医薬品製剤開発学実習

救命救急における専門的知識と技能を習得
し、臨床現場で直ちに対応できる薬剤師を養
成することを目的とする

上記のような最先端研究を通した創薬研究
者、臨床薬学研究者の養成

厚生労働省革新的医薬
品・医療機器・再生医療
製品実用化促進事業
「核酸医薬の臨床有効
性、安全性の評価方法」

薬学研究科を中心に医学系研究科、附属病院、国立循環器病センターといった臨
床、創薬を 指向した産官学が強固に一体化し、人材交流・人材育成を密に推進しつ
つ、本邦初の革新的な核酸医薬の創出に貢献する。

上記のような最先端研究を通した創薬研究
者、臨床薬学研究者の養成

文部科学省特別経費プロ
ジェクト
「創薬プロセスの架け橋
となるiPS細胞基盤技術
構築プロジェクト」

iPS細胞技術を駆使して、創薬プロセスの障壁となる毒性・動態の問題を克服可能な
医薬品の新規評価系開発を推進し、また交流・人材育成を密に推進しつつ、本邦初
の革新的な核酸医薬の創出に貢献する。

上記のような最先端研究を通した創薬研究
者、臨床薬学研究者の養成

「製薬企業において薬学研究，品質管理や開
発業務に携わる人材育成」に関して，医薬品
の製剤化とその品質の保証を理解するため
に、生命・物質化学を基盤とする最先端の研
究を体験する。

病院特別実習（インター
ンシップ）



広島 修士１年

Ｄ１―Ｄ
４年次

Ｄ１―Ｄ
４年次

九州
Ｄ１―Ｄ
４年次

2.先端研究に共用できる提供可能なリソース

-1)研究装置

東北

東京

金沢

大阪

徳島

熊本

2)資源、技術など

大阪

熊本
マウスにおける遺伝子操作技術
各種製剤の調製 (錠剤、散剤、軟膏剤、注射剤

「最先端創薬研究プログラム」において購入・管理している装置については、共同研
究、連携研究を通して、提供が可能。

打錠機、各種製剤試験器 (溶出試験、崩壊試験、硬度、摩損度など)
Step One Plus Real-Time PCR system version 2.1

「最先端創薬研究プログラム」において購入・管理している装置については、共同研
究、連携研究を通して、提供が可能。

四国経済産業局編集　「あ！ここにこんな機器が・・・」に掲載

ワンストップ創薬共用ファシリティ（創薬共用センター）を整備し、質量分析・構造解
析・生体機能解析の３分野における先端的設備を集約して配備し、これを産業界な
どの外部機関へ提供している。
金沢大学ＨＰ上に「設備共同利用推進室－設備共同利用推進総合システム」があ
り、このシステムの中に学外の研究者が利用できる設備を紹介している

先端研究に国立大学で共用できる研究装置、資源、技術などで、貴大
学（大学院）から提供できる研究 リソー スがありましたら、お書きくださ

高精密質量分析装置 (Thermo Fisher)
MS接続キャピラリー電気泳動ESIシステム(エービー・サイエックス
次世代シークエンサーMiSeq （イルミナ）

多機能性人工エキソソー
ム(iTEX)医薬品化実践を
通じた操薬人育成事業

革新的DDS（多機能性人工エキソソーム(iTEX）創製と疾患指向型医薬品開発を目指
した分野横断的研究教育の実践を目標とし、薬物療法イノベーション開拓を基盤と
する操薬人(操薬研究者とPharmacist-Scientist)育成プロセスを構築する

「創薬人育成のための創薬実践道場構築事
業」と協調し、薬を創り(創薬）その薬を運ぶ
（操薬）知識と技術を有する人材を輩出するこ
とで、革新的薬品開発のイノベーション創出
を最終目標とする

徳島

創薬・臨床コラボ実習 学内外で展開されている製薬企業および医療現場との産学官共同研究に参加するこ
とにより臨床薬学の視点から創薬科学に着目した研究理論、技術および発想を修得
する。また、創薬の流れの中での自らの研究の位置づけを理解し、総合学問として
の創薬プロセスについて理解を深め、新たな研究領域で研究を実践できる能力を培
う。

同左

薬科学特論 大学教員、製薬企業の研究者による講義を聴講する。 最先端の医薬品開発に触れ、創薬へのモ
ティベーションを高める。

創薬人育成のための創薬
実践道場教育構築事業
「核酸医薬の臨床有効

H25度開始の概算事業で、仮想創薬企業での育薬、仮想創薬を基盤とする実践型教育
で現在プログラムの開発段階にある。

実践的創薬人や臨床開発人材を育成するこ
とを目的



資料９

「先導的薬剤師養成に向けた実践的アドバンスト教育プログラム
の共同開発」事業

第２グループアンケート大学回答集計（平成２７年度）

1. 病院・薬局等と連携した取り組みについて
　貴大学薬学科における先導的薬剤師養成という観点で病院・薬局等と連携した取り組みについてお尋ねします。

1-1) 先導的薬剤師養成という観点で病院・薬局等と連携した教育プログラムの取り組み事例（企画段階でも結構です）があり
ましたら具体的にご回答下さい。

●医学部臨床実習（5年次）に薬学部生も参加し、診断や治療方針決定の過程を体験し協働して患者の治療を行っている。
薬剤師の職能・役割を理解し広い視点から患者ケアを行える能力を獲得することを目的としている。(千葉）

●精神科外来におけるアドバンスト実習を継続的実施と手術室アドバンスト実習の実施(広島）

●医学部臨床研究室との共同研究に６年制学生を参画させる一方、医学部カリキュラムの医学研究実習（研究室配属）とし
て医学部医学科３年生を薬学部が受け入れている(徳島）

 　●事前学習における病院・薬局薬剤師の参加（九州）

●医学系研究科の教員が専門科目の講義を行っている。
●大阪府薬剤師会との連携により、実務実習事前学習において、薬局薬剤師（非常勤講師）による薬局実務実習に関する
講義、演習、実習を実施している。
●大阪府薬剤師会及び地区薬剤師会との連携により、薬局実務実習に関する連絡会、成果報告会を実施している。
●「課題解決型高度医療人養成プログラム」の事業として、
① 地域の病院、薬局との連携による実務実習事前学習としての病院見学及び在宅医療見学
② 大阪府薬剤師会等との連携による薬剤師対象の在宅医療研修会及び医療安全研修会の共催
③ 地域病院・薬剤師会との連携による吸入指導勉強会の開催（学生参加）
④ 地域病院・薬剤師会との連携による改訂モデル・コアカリキュラム対応実務実習モデルプログラムの開発(大阪）

●薬学科４年次後期の「実務実習事前教育１−５」において、学生がより高度な臨床知識および業務を修得するために、岡山
県内の病院薬剤部長、保険薬局薬剤師および医師を外部講師として招聘し、御指導を頂いている。また、病院実務実習実
施体制、指導内容の充実を図るため、岡山大学病院薬剤部と連携して「実習受け入れに関するWG」を組織している。
●先導的薬剤師の養成を目指して、神戸大学医学部附属病院と教育・研究連携態勢を構築している。(岡山）

●医療安全を目的とした、薬局におけるヒヤリハット事例、副作用事例の実際収集とその解析法に関する教育（企画段階）
(東京）

●５－６年生次の夏に提携している南カルフォルニア大学に薬剤師教育プログラムを実施し、自由単位としている。
●４年生次にコミュニュケーション論にて、薬剤師から患者対応についての講義を受けている。
●４年生次の薬物治療学では、附属病院各診療科医師から講義を受け、代表的疾病についての診断・治療・処方を学んで
いる。(富山）

●実務家教員および臨床系教員が附属病院に薬剤師として登録し，実務を兼務し現場で経験を活かし、講義、実習などを
行っている。
●医療系講義、実習、演習、OSCEを企画、運営する医療教員会議に附属病院薬剤部の病院薬剤部長、副部長、助教が参
加している。
●１年次に附属病院で早期体験学習を実施している。
●3年次および４年次の実務実習事前学習において、病院薬剤部長、副部長及び薬剤師による講義を行っている。
●4年次の実務実習事前学習において附属病院の医師による診断・治療・処方についての講義を開催している。
●6年次に「病院実習II」（2単位、3ヶ月）の選択科目を設けて応用実務実習を行っている。
●１年次にNPOアカンサス薬局で早期体験学習を実施している。
●3年次に薬局薬剤師による講義を実施している。
●NPOアカンサス薬局を利用した薬局実習を行っている。
●NPOアカンサス薬局に実務家教員および職員を派遣し実習を行っている。
●英語による臨床薬学教育の教材作成と薬局によるカリキュラムを行った。（金沢）

●6年制の第1期生が5年次になった平成22年度から、5年生の授業科目「高次臨床実務実習Ⅰ」で、病院実習施設である長
崎大学病院の6つの内科において2週間の参加型臨床実習を行っている（今年度で5年目）。また第1期生が6年次になった平
成23年度からは、6年生の授業科目「高次臨床実務実習Ⅱ」で、同じく長崎大学病院の診療部門（がん診療センター・感染制
御教育センター・検査部・栄養管理室・皮膚科など）において1週間の参加型臨床実習と五島列島での1週間の離島・へき地
医療実習を行っている（今年度で4年目）。これら2科目は医学科生などとの共修科目となっている。(長崎）

●長期実務実習の一環として、熊本大学附属病院において医学部学生との合同のポリクリを実施しており、チーム医療参画
への意識向上を図っています。（熊本）

1-2) 先導的薬剤師養成という観点で病院・薬局等と連携した長期課題研究（卒業論文研究）の取り組み事例（企画段階でも結
構です）がありましたら具体的にご回答下さい。

●新規PET薬剤の開発（病院との共同研究）
●薬剤性腎障害の機序解明と予防方法に関する研究（病院との共同研究）
●アレルギー性咳嗽治療に用いられる抗アレルギー薬の使用実態に関する疫学調査（薬局および病院との共同研究）(北海
道）

●東北大学大学院医学系研究科腎・高血圧・内分泌学分野および東北大学病院血液浄化療法部が中心的に行っている
「宮城艮陵CKD（慢性腎臓病）研究」に参加し、主として降圧薬やエリスロポエチン製剤の使用状況や臨床効果に関する課題
研究を行っている。(東北）

●医学部附属病院薬剤部が薬学系研究科の協力講座となっており、一部の学部学生が、薬剤部において長期課題研究
（卒業論文研究）を行っている。(東京）



３年次１月 千葉 金沢
３年次4月 大阪
３年次５月 熊本
３年次１０月 北海道 東北 徳島 広島 長崎(仮）
３年次１１月 岡山
３年次１２月 富山
４年次４月 東京 京都 九州
５年次４月 長崎(本）

発表総数 本人発表 発表総数 本人発表

北海道 54 32 42 22
東北 47 28 25 18
千葉 160 63 86 30
東京 4 4 5 5
富山 70 24 78 39
金沢 68 38 37 24
京都 53 30 45 28
大阪 77 26 41 18
岡山 22 12 22 8
広島 170 65 143 55
徳島 99 70 83 52
九州 39 24 32 18
長崎 53 20 64 22
熊本 75 36 39 28

計 991 472 742 367

●卒業論文発表「薬剤師による指先生化学検査を用いたセルフメディケーション支援〜一般市民の大規模データから示され
たこと〜」「Pazulfloxacinのヒト前立腺組織移行動態に基づく投与のPK-PD評価」など(広島）

●調剤薬局との連携により、配合薬剤の有用性についての調査研究を実施(徳島）

●卒業研究の一つとして、福岡市薬剤師会と共同で「節薬バッグ運動」の解析に取り組んでいる。
●卒業研究の一つとして、病院の漢方専門医と共同で疫学的調査に取り組んでいる。(九州）

●実務実習について、薬学科５５名中１６名はアドバンスト教育として、１４週の実習を行い、病棟での実習を重視すること
で、附属病院各医局との連携を行っている。
●地域の病院薬剤部や附属病院との共同研究を卒業論文テーマとしている場合がある。(富山）

●大阪大学Pharm. Dコースにおける附属病院薬剤部、附属病院未来医療開発部、学外連携機関であ
る国立衛生試験所やPMDAでの長期課題研究の実施
●PET-Aシートを用いた医薬品製造環境の高精度微生物管理
●個別化適正投与を目指したペメトレキセド投与患者の副作用調査と薬物動態解析
●個別化適正投与を目指したアブラキサン投与患者の副作用調査と薬物動態・ゲノム薬理学解析
●急性期からのワルファリン個別化療法に資する因子の探索
●細胞死を抑制する化合物の機序の解明
●β受容体遮断薬と心線維芽細胞
●脳血流SPECTの画像解析による自動診断支援
●拡張相関ルールの開発とそのTERMS医師・薬剤師アンケート結果への応用(大阪）

●「術後せん妄発症予防に対する薬剤師の有用性」について薬学科四年次生の学生が、岡山大学病院薬剤部と連携して課
題に取り組んでいる。
●「腎細胞癌における分子標的薬の治療効果とSTAT3遺伝子多型との関連性」というテーマで薬学科四年次生の学生が、
神戸大学病院と連携して課題に取り組んでいる。(岡山）

●病院薬剤部を協力講座として学生を数名配属し、薬剤部の試験室業務から発展した臨床研究の一部を薬剤師とともに６
年制の学部学生が分担し、長期課題研究として取り組む体制をとっている。
●附属病院と連携し，診療情報を利用した薬物治療に関する疫学調査等の臨床研究を行っている。
●県内病院との共同研究を行っている。
●地域薬局と連携して在宅医療についての調査研究を行っている。（金沢）

●病院実習施設である長崎大学病院薬剤部には薬学部の協力講座として治療薬剤学分野があるため、その分野に配属に
なっている学生の卒業論文研究は病院との連携で行っている。一方、薬局との連携となると今のところ事例はない。(長崎）

●熊本県薬剤師会DEM事業データに基づいた薬の副作用発現因子の検討／佐賀大医学部附属病院との連携によるニー
マンピック病C型患者の治療に関する研究／熊本大学医学部附属病院での腎不全患者における低分子型尿毒症物質の毒
性薬理学的研究 等(熊本）

２.   長期課題研究（卒業論文研究）の実施について
　　貴大学薬学科における長期課題研究（卒業論文研究）についてお尋ねします。

2-1)　平成26年度以降の研究室への配属の時期は，いつでしょうか。

2-2) 薬学科学生の長期課題研究（卒業論文研究）の成果について学会発表した件数（共同研究者としての連名での発表を含
む，平成24年度以降の各年度の発表（平成26年度については学会で発表が確定（演題申し込み済み）しているものを含む）件
数をご回答下さい。また，発表件数のうち，学生本人が発表した件数もご回答下さい。。

発表件数
平成27年度平成26年度



論文数
2014年

1月～12月
2014年

1月～12月

北海道 11 19
東北 13 16
千葉 16 15
東京 0 1
富山 18 16
金沢 14 11
京都 20 19
大阪 9 11
岡山 4 9
広島 24 20
徳島 13 14
九州 3 9
長崎 8 5
熊本 32 30

計 174 176

大学名
発表時期
（月）

発表時間
（分）

質疑応答
時間

（分）

北海道 12 8 3

東北 12 12 8

千葉 11 10 5

東京 12 10 10

富山 11 9 3

金沢 12 8 4

京都 12 7 5

大阪 12 15 5

岡山 12 2+120 90

広島 12 8 7

徳島 11 10 5

九州 11 5 5

長崎 11 7 2

熊本 11 7 4

2-3)薬学科学生の長期課題研究（卒業論文研究）の成果が含まれる研究について投稿した論文で，2012年～2014年の各1月
～12月に発行される（審査のある）学術誌に掲載（確定を含む）された件数（長期課題研究を実施した学部学生が共著者として
含まれる論文数）をご回答下さい。

2-４) 薬学科学生の卒論研究発表会の時期や発表時間・質疑応答時間をご回答ください。また，会を盛り上げる（活発化）工夫
などがあれば，ご自由にお書きください。

卒論発表会を盛り上げる工夫

■要旨集を作成し事前に配布．他学年の学生も参加しやすい
ように教務日程を調整

■研究室の垣根を越えた積極的な発表会への参加。

■発表要旨を作成し、全研究室に配布する。
■修士論文と同様、主査に加え副査2名を指名し、発表会で
質の高い質疑応答を行い評価する。
■発表会には研究室全員が出席する。
■プレゼンテーションを英語で行う（一部の研究室）。

■発表会は、薬学部教員、大学院生、学部生が自由に参加
し、討議に参加する。発表会までに卒業論文要旨を提出し、
副査を設けて修士発表と同様に実施する。

■６年生全員が終日参加し、同級生の発表に対して、おたが
いが質問を実施することで、活発な議論がおこなわれている

■全研究室の助教の全員が座長を行うなど、薬学系研究室
全体が関わるようにしている

■学生が要旨集を印刷・配布し、発表会を運営する。教員は
発表会参加者として自由に参加し、討論を行う。これにより学
会運営の練習も行う。

■ 修士論文発表と同様に、発表時間15分、質疑応答時間5
分とし、また副査を置いて論文審査を行っている。
■同窓会組織である「薬友会」から薬友会賞若手奨励賞を授
与している。本賞は、専任教員の審査によって最も優れた発
表を行った者1名に贈呈する。
■ ３年生の講義を休講として、聴講の機会を与えている。

■プレゼン賞（２名）の設定
■ショートトーク（２分）＋長めのポスタープレゼン（９０分）を設
定し、詳細に議論

■優秀発表の表彰
■大学院博士前期課程に準じた口頭発表形式で、座長を当
該研究室の教授が担当

■４年生、５年生を参加させ、議論に加わってもらっている。

■大学院生、学部学生へ出席を促した。教員が参加できる時
間帯に設定した。そのために部内会議の時間調整を行った。

■今のところ特別な措置は講じていませんが、今後工夫の必
要があると認識しています。



大学名

北海道

東北

千葉

東京

富山

金沢

京都

大阪

岡山

広島

徳島

九州

長崎

熊本

長期課題研究 単位
卒業要件

単位

北海道 8 205.5
東北 20 201
千葉 22 189
東京 20 196
富山 10 187
金沢 10 192
京都 10 194
大阪 15 199
岡山 12 197

広島 10 189

徳島 30 187
九州 7 190
長崎 15 191
熊本 12 193

2-5) 長期課題研究の課題名として、公開して差し支えないものがありましたら、３つまで挙げてください。

課題名

●LPS誘発うつ病モデルにおけるレゾルビンEシリーズの抗うつ作用
●抗酸化物質としての脂肪酸結合タンパク質FABP4の新機能
●芳香族求核置換反応を利用したDNAメチル化酵素阻害剤の創製研究

●LC/ESI-MSを用いた血清胸腺因子(FTS)定量法の開発
●リコカルコンAのCOX-1活性抑制メカニズムの解明
●LC/MSによるヒト血漿メタボローム解析手法の構築と臨床応用

●硫化水素による腸管運動調節作用
●Co-crystalのsynthonを保持した3成分複合体の調製
●ヒカゲノカズラ科Lycopodium carinatum含有アルカロイドの探索研究

●医薬品のリスクベネフィット評価に対する多基準決定分析（MCDA）の利用可能性の検討
●翻訳中のリボソームの１分子運動解析
●Conformational changes of presenilin 1 are associated with altered Aβ42 production.

●スプライシングにおけるPQBP1とU5-15kDのアロステリックな相互作用制御
●トランスサイレチンのHis88における変異が安定性に与える影響
●生薬センタイの成分とそれらの構造

●環境ナノ粒子を介した有機汚染物質の人体暴露に関する研究
●プロベネシドのアシルグルクロン酸抱合体生成とその加水分解を担うヒト薬物代謝酵素の同定
●トリアジン型ベンジル化剤を用いたカルボン酸O-ベンジル化反応の開発

●医薬品の体内動態と薬効・毒性に関する基礎と臨床
●神経変性疾患の病態と治療薬に関する研究
●幹細胞の動態制御とイメージングに関する研究

●生活環境中の非結核性抗酸菌の多様性～土壌粒子を介した感染の解明に向けて～
●エアロゾル中の細菌の現存量および群集構造～感染症のリスク低減に向けて～
●精神疾患モデルマウスのエンカウンター応答性におけるAMPA受容体の関与

●テンダイウヤクの成分研究
●栽培マンサク類の成分研究
●臨床分離されたメチシリン耐性黄色ブドウ球菌の抗菌薬耐性と型別に関する解析

●ICU患者における血清中linezolid非結合型濃度の臨床薬理学的研究
●ROCK阻害剤であるY-27632のリポソーム化によ肝虚血再灌流障害に対する効果
●がん細胞由来エクソソームの解析

●一過性脳虚血モデルラットの海馬病変と治療に関する基礎研究
●癌種、NSAIDsの種類及び服薬期間、頻度と発癌リスクに関するメタ解析
●自家末梢血幹細胞移植併用大量化学療法に伴う味覚障害に対するクライオセラピーの有用性

●節薬バッグ運動における糖尿病患者の残薬発生要因の検討
●クロロゲン酸の酵素酸化生成物の構造と反応機構
●シソ科ハーブ乾燥時のコーヒー酸エステルの酸化反応
●配座自由度を制限したアミノ酸型ﾆﾄﾛｷｼﾙﾗｼﾞｶﾙﾌﾟﾛｰﾌﾞの創製
●血管障害因子としてのγ-glutamyltransferaseとその遺伝子多型の意義
●新規アルツハイマー病治療薬の創製
●薬剤性肝傷害の新規治療法開発のための基礎研究

2-6) 薬学科学生の長期課題研究（卒業論文研究）に当てている科目名と単位数、 及び卒業に必要な単位数をご回答くださ
い。

科目名

薬学卒業研究
課題研究
特別実習
薬学卒業実習
卒業研究
薬学研究
特別実習
長期課題研究
卒業論文実習

礎研究Ⅰ・Ⅱ、臨床
研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

卒業研究
卒業研究
医療薬学特別実習
特別実習



3. アドバンスト教育プログラムの実施について
     貴大学薬学科におけるアドバンスト教育プログラムの実施（予定あるいは企画中を含め）状況についてお尋ねします。

実施学年

1～6

5

5

5

5～6

6

6

1～6

3

5

5

1～6

3～6

薬局におけるヒヤリハット事例収
集(東京）

医療安全を目的とした、薬局におけるヒヤリハット事例
実際収集とその解析法（企画段階 B

B

臨床実習（CC：クリニカル・ク
ラークシップ）（千葉）

５年次学生が医学部臨床実習に参加し、医学部学生と同
じ患者を担当する中で、診断の過程、治療計画策定の過
程を体験し、臨床薬剤師としての実践能力や自己研鑽
力、医療人としての教養や倫理的責任感を養い、薬物治
療に関して患者が抱えている問題を発見し、解決する能
力を身に着けることを目的としている。

3-1) 貴大学薬学科において，アドバンスト教育プログラムを実施もしくは企画されていましたら，そのプログラムの名称，概要，
実施学年，および実施目的をご回答下さい。実施目的については以下の(A)～(H)からご選択ください。複数のプログラムがあ
る場合は，それぞれのプログラムごとにお示しください（多数ある場合は，欄を増やしてご回答ください）。

(A) 大学院進学へのモチベーション形成に役立つプログラム
(B) 高度な医療人の養成に役立つプログラム
(C) 創薬研究者の養成に役立つプログラム
(D) 薬学教育を担う人材の養成に役立つプログラム
(E) 行政を担う人材の養成に役立つプログラム
(F) 健康社会・環境衛生を担う人材の養成に役立つプログラム
(G) ４年生修了者を対象とした博士前期課程大学院教育と連携したプログラム
(H) その他

プログラムの名称（大学） プログラムの概要 実施目的
実践社会薬学の確立と発展に
資する薬剤師養成プログラム(千
葉）

千葉県下三大学（千葉大学・城西国際大学・千葉科学技
術大学）が連携し、社会の高度化した要請に応えること
のできる薬剤師の養成を行う取組みである。現在薬剤師
の関与が強く望まれている職務である Ａ）放射性医薬品
調製・管理業務、Ｂ）病棟活動における専門職連携、
Ｃ）救急災害時医療活動、Ｄ）在宅医療での薬剤管理指
導、Ｅ）違法薬物、医薬品適正使用、ドーピングの知識
普及・啓発活動について、アクティブ・ラーニングを取
り入れた実践社会薬学教育プログラムを三大学が協働し
て作成する。更に本プログラムを三大学が特徴的に有す
る教育プログラムと融合し、千葉県薬剤師会、千葉県病
院薬剤師会、医薬品適正使用推進機構等との連携の下、
社会の要請に対して主体的に学び社会へ還元できる薬剤
師教育を行う。

特に社会的に薬剤師の
関与が強く望まれてい
る上記分野Ａ）から
Ｅ）について学生主体
的に学ぶ学習プログラ
ムを構築し、社会の
ニーズが多様化する薬
剤師業務に対応できる
ような薬剤師の育成を
行う。

病院実務実習(東京） 東京大学医学部附属病院における実務実習の際、薬剤部
のほか、2日間、臨床研究支援センターで医学部生と同じ
実習をする。

B, C, D, E, F

南カルフォルニア大学における
薬剤師研修事業(富山）

夏休みに２週間から３週間のアメリカかいき、先方の臨
床薬剤師から講義を受け、医療の現場を見学する

６年制薬学教育や臨床
薬剤師の職域発展につ
いて、先行しているア
メリカでの薬剤師の実
例を学び、今後、自分
たちの教育へ貢献す
る。

病院実習II（金沢） 応用実務実習：3ヶ月　病棟薬剤師の指導の下、薬剤管理
指導業務をはじめチーム医療に参画する。臨床試験管理
センターに配属し、GCPの則った治験推進の方法を学ぶと
同時にCRC業務を習得する。

B,D

総合薬学演習(金沢） 薬学部３，４年生の実習・演習の補助を通して，病院実
習，薬局実習で習得した薬剤師に必要な知識、技能、態
度を薬学部３年生；臨床薬学演習I、薬学部４年生：臨床
薬学演習II，薬物治療演習，医療におけるくすりを学ぶ
IIIの学生実習のリーダーやチューターを務めることを通
して確認する。

B,D,F

課題解決型高度医療人養成プ
ログラム(大阪）

大学と先駆的な地域チーム医療を実践する地域の密な連
携のもと、「地域医療教育モデルプログラム」の開発と
その普及を図ることにより、多様で高度な医療ニーズに
応えられる地域医療で活躍できる薬剤師の輩出の実現を
目指す。

地域医療に貢献できる薬
剤師の養成

患者志向型合宿勉強会(広島） 薬害被害者を講師として招聘し、合宿型の勉強会を開催

薬科学特論（広島） 最先端の医薬品開発に触れ、創薬へのモティベーション
を高める。

医療共用教育演習(徳島） 医学部等の医療系学部と共同で、高学年を対象にIPEを実
施 B

能動学習(徳島） 学生が自主的（能動的）に参加した医療に関連する講演
会、勉強会、ボランティア、介護体験、看護体験につい
て、一定のレポートを提出することで単位化 B

創薬人育成のための創薬道場
実践教育事業（徳島）

4年制学科との共同による創薬プロジェクト演習

C,G



3～6

4～6

5

6

1～6

実施学
年

1～6

発表総数
薬学科生

関与
発表総数

薬学科生
関与

北海道 20 1 9 1
東北 6 1 5 0
千葉 5 1 2 0
東京 6 0 11 1
富山 25 6 11 3
金沢 4 1 3 2
京都 4 1 4 1
大阪 29 5 15 1
岡山 2 0 2 2
広島 3 1 6 3
徳島 20 7 8 2
九州 68 0 28 0
長崎 52 3 41 4
熊本 32 6 21 8

計 276 33 166 28

論文件数
薬学科生

関与
論文件数

薬学科生
関与

北海道 12 0 14 1
東北 3 0 8 1
千葉 15 2 4 1
東京 0 0 2 1
富山 16 3 19 3
金沢 3 3 2 0
京都 4 1 1 0
大阪 16 1 11 1
岡山 1 1 1 1
広島 2 1 5 2

実践社会薬学の確立と発展に
資する薬剤師養成プログラム(千
葉）

15

4. 教育研究の国際化について

プログラムの名称（大学） 受入人数

発表件数
平成26年度 平成27年度

多機能性人工エキソソーム
(iTEX)医薬品化実践を通じた操
薬人育成事業（徳島）

革新的DDS（多機能性人工エキソソーム(iTEX）創製と疾
患指向型医薬品開発を目指した分野横断的研究教育の実
践を目標とし、薬物療法イノベーション開拓を基盤とす
る操薬人(操薬研究者とPharmacist-Scientist)育成プロ
セスを構築する

A,B,C,G

　先導的薬剤師事業の発展としての次年度からのプログラムでは、国際化が大きなテーマの一つとなっていますので、これについてお尋
ねします。学会発表件数、論文件数については、大学院へのアンケートと重なる部分もありますが、その部分は同じご回答でかまいませ
ん。

高次臨床実務実習Ⅰ(長崎） 長崎大学病院の6つの内科での臨床実習（2週間）。学生
は1つの内科で医学部医学科5年生と2週間共修する。 B,F

高次臨床実務実習Ⅱ(長崎） 2週間の実習の中で「1週間の五島列島での離島・へき地
医療実習」と「1週間の長崎大学病院での専門領域に関す
る臨床実習」を実施する。

B,F

論文数

2014年
1月～12月

2014年
1月～12月

エコファーマを担う薬学人育成プ
ログラム（熊本）

環境の時代を見据えた職業観のパラダイムシフトも見据
えつつ、「エコファーマを担う薬学人」という環境の時
代の新しい職業人の養成を目指す。一定数以上の指定科
目の単位履修や研修プログラム・講演会への参加等の基
準を満たした者をプログラム修了生として認定する。

F

4-1) 現状の国際共同研究として 学会発表した件数と学術誌に掲載した件数をご回答ください。また、その中で薬学科学生の関与した件
数をご回答ください。

節薬バッグ運動（九州） 福岡市薬剤師会と共同で残薬調整の運動を行っている
が、研究の進め方についてワーキンググループを作り、
議論をしている。そのグループに、実務実習を終えた学
生も参画している。

3-２) 上記の教育プログラムの中で，今年度（あるいは来年度）に他大学の学生を受入（受入予定）あるいは受入可能なものが
あればお示しください。



徳島 10 0 17 1
九州 19 0 13 0
長崎 34 3 32 3
熊本 22 5 14 6

計 145 20 129 20

大学名 実施年次

北海道 2～6

北海道 2～6

岡山 1～6

熊本 1

4-2) 国際化を進めるための学部としてのプログラムなどを策定または企画されている場合は、以下に内容をお書きください。4-1) 現状の
国際共同研究として 学会発表した件数と学術誌に掲載した件数をご回答ください。また、その中で薬学科学生の関与した件数をご回答く
ださい。

プログラムの概要 実施目的プログラム名

創薬・生命薬科学グ
ローバルエリート研
究者育成プログラム

本プログラムは、薬学・創薬に必
要な，物理・化学・生物・医療に関
する学問的素養を基礎に、全世
界に対して情報を発信できる外国
語能力および研究推進力の早期
習得を目指すプログラムです

大学（薬学部）のグローバル化を推進
し、グローバルで活躍できる創薬・生命
薬学研究者を育成する。SGU終了（９
年後）時には、グローバル化された研
究教育環境にて、日本人学生がグ
ローバル研究者として国際的な教養と
センスを身につけることができるように
なる。同時に、多くの留学生が薬学部
に入って来やすい国際的な教育・研究
環境を提供できるようにする。

薬学部学生の成均
館大学薬学校への
短期派遣事業：英語
開講専門科目の体
験的聴講

平成２５年度から、成均館大学薬
学校（韓国）で開講されている英
語での専門科目（２～３科目）を
成均館大学薬学校の学生と共に
受講する事業を実施している。併
せて、参加学生の成均館大学の
学生との交流を図る機会とする。

成均館大学薬学校（韓国）で開講され
ている英語での専門科目講義の体験
的聴講を目的として、薬学部学生の希
望者から選抜し、短期派遣事業を実施
している。

海外留学（短期）

海外留学（長期）

本学（学部）と提携している大学
への短期間（２週間～１か月未満
程度）の教育，研究のための留学本学（学部）と提携している大学
への短期間（１か月以上）の教
育，研究のための留学

教育・研究のグローバル化に対応した
人材育成

教育・研究のグローバル化に対応した
人材育成



資料１０

１．博士課程コース（４年制）について
平成24年度から開設された「博士課程」（４年制）についてお尋ねします。

東北

東京

金沢

京都

岡山

徳島
九州

長崎

熊本

-2)博士課程（４年制）での早期修了の条件が決まっていればご回答下さい。

東北

金沢

「先導的薬剤師養成に向けた実践的アドバンスト教育プログラム
の共同開発」事業

第２グループアンケート大学回答集計（平成２７年度）

-1)博士課程（４年制）への進学を促進するための取り組みがあればご回答下さい。

・学会での発表を多くする。・卒業実習を充実させる。・６年制博士の可能性を説明する
（将来のニーズなど）・研究テーマを個別に与える・４年制卒の大学院学生と同等に扱
う。
博士課程入試の説明会を実施している。

・1年次の入門科目や研究室配属前の研究室紹介の際に、博士課程の内容をアピール
している。
・TAやRAに加えて特別研究奨励金で経済支援を行っている。
・5つの専門薬剤師養成コース（がん、感染制御、糖尿病、精神科、妊婦・授乳婦）と1つ
のコーディネーター養成コースを設置している。

研究室見学等を含む大学院入試説明会の実施、および学生募集の複数回 [8,12,3月]実施

論文のinpact factorをもとにした基準に従って、予備審査の申請資格を与え、通常と同
様に審査する。

・博士課程終了後の進路の多様性に対応できるカリキュラムの設定
・社会人大学院生を対象とした長期履修制度

北海道

研究科に３年以上在学し、初期総合カリキュラム4単位以上、薬学専攻選択科目12単位以
上、薬学専攻必修科目16単位、および所属専攻以外が開設する科目（博士課程共通）2単
位以上を修得し、さらに、優れた業績をもって提出した学位論文が薬学系領域委員会で合
格と判定された者が修了できる。なお、優れた業績をもつとは、参考論文を２編以上有す
るかまたは特に優れた１編の参考論文を有し、かつ専攻長の推薦を受けて薬学系領域委員
会で認められた場合を指す。

創薬科学専攻（博士前期課程）１年生，薬学類５年生，および学内外希望者に対して創薬
科学専攻（博士後期課程）／ 薬学専攻（博士課程）進学説明会を開催する。その中で入
学者受入方針（AP）＆入試、カリキュラム方針（CP）＆学位授与方針（DP）、学位取得後
のキャリアパス、学費＆経済的サポート（TA&RA，奨学金等）、学位（博士）の必要性に
ついて説明する。また研究室見学 （学外希望者のみ）も実施する。

薬学科５年次（および薬科学科修士課程学生）を対象に、本学の卒業生を招いたキャリ
ア・パス談話会を開催しています。

・研究室に移行する際に，博士課程まで進学する学生を希望する旨公表した。
・薬学科の学生に対し、社会に出て薬剤師として、将来、働くとしても、研究活動で培っ
た問題解決能力が必ず役立つことを伝え続け、また、学部学生の卒業論文研究の内容が、
国際誌に掲載できる水準となるように努力している。

がん専門薬剤師履修コースの設置
入学機会を複数回設けることで、博士課程への（編）入学を促進している。



富山

京都

岡山

広島

徳島

九州

長崎

熊本

-3)博士論文研究のテーマ例を３つまでお書き下さい。

北海道

千葉

東京

富山

　博士課程に３年以上４年未満在学する早期修了予定者については、英文論文２編以上を
作成した者で、主論文は、本人が第一著者で超一流英文誌に受理されたものであり、か
つ、その学問的価値が極めて高いことを判定の基礎とする。
博士課程に４年以上５年未満在学する早期修了予定者については、英文論文２編以上を作
成した者で、主論文は、本人が第一著者で一流英文誌に受理されたものであり、かつ、そ
の学問的価値が極めて高いことを判定の基礎とする。

・てんかん脳におけるマイクログリアの役割解明
・ストレス応答性MAP3K 活性制御因子の生理機能解析
・新規ユビキチン・プロテアソームシステム関連遺伝子の探索

・アルツハイマー病治療作用を有する生薬の研究
・インスリンによる高次脳機能の調節機構の解明
・電気化学活性DNAプローブを用いる遺伝子変異検出方の応用

修了予定者が論文（受理されたものを含む。）の第一著者であり、以下の条件のすべてを
満たす者について適用する。
条件
1．主任指導教員の推薦があること。
2．所定の単位を修得又は修得見込みの者であること。
3．次のいずれかに該当する者
(1) 論文2編以上を有し、学位申請時に公表されている最新の「ＪＣＲ」において、雑誌
のＩＦの合計点が7.0点以上の者
(2) 学位申請時に公表されている最新の「ＪＣＲ」において、論文1編が掲載された雑誌
のＩＦが5.0点以上の者

早期修了による学位申請には、学位論文と、主論文として２報以上の公表論文（審査委員
を置く学術誌に掲載済み又は掲載決定済みのもの）の提出を必要とする。なお、公表論文
のうち１報以上は、本人が筆頭著者（equal contributionも含む）になっている英語で書
かれた論文とする。

・GABAトランスポーターサブタイプBGT1選択的阻害剤の創製研究
・変異ミトコンドリアを治療するミトコンドリア標的型ナノマシンの開発
・皮膚神経疾患シェーグレン・ラルソン症候群原因遺伝子Aldh3a2のノックアウトマウスを用いた皮膚
病態解析

・3成分シクロデキストリン複合体からの薬物溶解性の評価

次の項目をすべて充たし，かつ，指導教員の推薦が得られた者。
(1) 博士課程の修了に必要な単位を取得又は取得見込であること。
(2) 第一著者として発表した学術論文が３編以上あること。なお，当該学術論文は学位論文にか
かる論文であることとする。
(3) 学位論文の対象とする学術論文のＩＦの合計が１５以上であること。なお，ＩＦの基準は最新の
ものとする。

学修・研究について著しい進展が認められる者は、審査を経て、在学期間を３年に短縮し
て学位を得ることができる。

IF 3.0 以上の英文誌１報以上。

本学では新課程以前に医歯薬学総合研究科として４年制の博士課程が設置されており、そ
の条件を引き続き適応します。

優れた研究業績を上げたと認めた者（詳細は個別審査）



金沢

京都

大阪

岡山

広島

徳島

九州

長崎

熊本

件数 本人 件数 本人 件数 本人 件数 本人 件数 本人
北海道 14 6 1 0 2 2 4 3 7 1
東北 3 3 1 1 0 0 2 2 0 0
千葉 46 27 8 4 9 9 19 8 10 6
東京 27 15 1 0 5 3 14 8 7 4
富山 20 15 5 4 8 6 2 2 5 3
金沢 10 6 7 3 3 3 0 0 0 0
京都 39 23 13 6 6 3 10 9 10 5
大阪 18 8 4 3 5 1 6 2 3 2
岡山 3 3 0 0 0 0 2 2 1 1
広島 49 49 7 7 11 11 16 16 15 15
徳島 6 6 2 2 1 1 3 3 0 0
九州 27 17 0 0 3 2 7 3 17 12
長崎 21 12 11 7 4 3 1 0 5 2
熊本 36 11 9 4 1 1 25 5 1 1

合計 319 201 69 41 58 45 111 63 81 52

4)博士課程（4年制）在籍学生の研究成果について学会発表した件数（共同研究者としての連名での発
表を含む，年度内に開催される学会で発表が確定（演題申し込み済み）しているものを含む）した件
数をご回答下さい。また，発表件数のうち，学生本人が発表した件数もご回答下さい。

・腎線維化に対する新規慢性炎症制御因子CYLD機能低下の臨床的意義の解明
・在宅医療における先導的薬剤師業務の立案とその評価
・2型糖尿病患者の冠動脈疾患発症における性差の検討

・遺伝子治療実現に向けた遺伝子デリバリー研究
・病態時および各種治療時における薬物療法の個別化
・非小細胞肺がんにおけるWntアンタゴニストを標的分子とした新規分子標的治療薬の開発

・がん細胞の悪性形質転換における概日時計分子の機能解析
・高齢者におけるセフトリアキソンの母集団薬物動態解析
・薬剤師による在宅医療推進のための研究

・医薬品刺激による脳内カテコールアミン類の変動に関する検討
・脳内モノアミン系制御と中枢神経疾患に関する基礎研究
・抗酸化医薬品の薬効発現機序の解析

・パーキンソン病関連神経毒MPP+によるリソソーム機能低下を介したオートファジー阻害
・Isolation and characterization of exopolysaccharide-producing thermophile Lactic Acid
bacteria from Thailand tropical fruits
・Pediococcus pentosaceus LP28のゲノム遺伝子配列の特異性と細胞外多糖の特徴に関する研究

・マクロファージにおけるプロスタグランジン輸送体の生理機能に関する研究
・感音難聴の発症メカニズムの解明とその薬物治療に関する研究
・フルタミドの活性に影響を与える酵素的・非酵素的反応についての物理化学的研究

・医薬品の体内動態の分子機構の解明と動態モデルに基づく数理学的解析
・遺伝子治療・DNAワクチン療法の最適化を目指した核酸医薬品開発
・中枢神経疾患におけるニューロン死の機序とその保護因子に関する研究

・Occludin抗体の創製とウイルス性疾患治療薬への応用に向けた基盤研究
・分子標的薬の耐性化機序に関する研究
・CAR-T細胞の機能最適化及び臨床研究への展開

・がん専門薬剤師が運営する薬剤師外来の機能とニーズの評価

平成27年度 平成27年度（１年次） 平成27年度（２年次） 平成27年度（３年次） 平成27年度（４年次）



平成27年度 1年次 ２年次 ３年次 ４年次

北海道 9 0 2 3 4
東北 12 2 5 1 4
千葉 19 4 2 7 6
東京 10 5 0 0 5
富山 8 0 1 3 4
金沢 2 2 0 0 0
京都 19 5 2 5 7
大阪 5 1 2 1 1
岡山 2 0 0 1 1
広島 36 3 5 10 18
徳島 4 2 0 0 2
九州 9 0 4 1 4
長崎 2 1 0 0 1
熊本 15 0 1 14 0

合計 152 25 24 46 57

Ｄ１―Ｄ４
年次

Ｄ１―Ｄ４
年次

Ｄ１―Ｄ４
年次

Ｄ１―Ｄ４
年次

6)最先端創薬研究プログラムの実施（予定あるいは企画中を含め）状況について
貴大学大学院において，最先端創薬研究プログラムを実施もしくは企画されていましたら，そのプロ
グラムの名称，概要，実施学年，および実施目的をご回答下さい。

5)博士課程（4年制）在籍学生の研究成果について学術誌（審査のある）に投稿し，掲載（確定を含
む）された件数（共著者として含まれる論文数）をご回答下さい。

東北

スーパージェネラリス
ト・ファーマシストの養
成事業

質の高く、安心、安全な医療を求める国民の声、医療の高度化、複雑化に伴う医師など医
療従事者の業務量の増加と医療従事者の疲弊、医療現場での薬剤師の活用不足という社会
的背景の中、教育機関等に対しては個別化医療に関連した分野の発展と人材育成、さらに
は多くの疾患領域で先進医療を担う次世代薬剤師の育成が求められています。本事業で
は、これまで東北大学が築いてきた教育資源を活用し、時代の求めるスーパージェネラリ
スト・ファーマシストの養成教育プログラムを構築し、人材を育成いたします。

高度な先進的薬学解析力と臨床問題解決力ももつ薬
剤師を輩出することを目的とする。

東北がんプロフェッショ
ナル養成推進プラン

がん医療に必要な学識と技能や国際的レベルの臨床研究を推進する能力を育み、大学、地
域、多職域（医療チーム）、患者会が連携して在宅医療や緩和ケアを含めた地域のがん医
療とがん研究を推進するための広域かつ包括的教育プログラムを提供します。連携4大学
が教育コアとして大学院に新たに3講座と42教育コースを設置し、地域のがん診療連携拠
点病院（以下、がん拠点病院）等との連携により、多職域のがん専門医療人を養成し地域
の人材交流を推進します。

高齢化社会における地域のがん医療の課題解決のた
め、地域がん医療に貢献するがん専門医療人を養成
することを目的としています。

東京

創薬学実践研究

１．創薬探索の実習：疾病の治療薬開発研究の第一段階は、標的分子の活性を阻害する化
合物を見出すスクリーニングである。ここでは代表的な酵素阻害剤の開発の実習を行う。
２．講義：医薬品の探索研究、非臨床・臨床試験、さらに市販後安全性におよぶプロセス
を網羅する講義に参加・討論し、課題についてレポートを提出する。

研究室と研究科内外の関連施設が連携し、創薬など
の現場で、社会のニーズに応え得る実践的な方法論と
問題意識・主体性を修得する。

医療薬学実践研究

高度化医療などの現場で、社会のニーズに応え得る実践的な方法論と問題意識・主体性を
習得する。東京大学医学部附属病院薬剤部・関連研究室における研究（調査研究等のドラ
イ研究）

研究室と研究科内外の関連施設が連携し、創薬など
の現場で、社会のニーズに応え得る実践的な方法論と
問題意識・主体性を修得する。



Ｄ１―Ｄ４
年次

千葉
Ｄ１―Ｄ４
年次

Ｄ２―Ｄ３
年次

Ｄ２年次

Ｄ２年次

Ｄ２―Ｄ３
年次

広島 修士１年

2.先端研究に共用できる提供可能なリソース

-1)研究装置

東京

博士課程入学試験合格者で本プログラムへの参加希望者から成績優秀者10名程度を選抜
し、配属研究室における研究に加え、医学薬学府の他研究領域における演習や領域横断特
論、さらに短期間の海外研究機関における研修、国内外企業研修を行う。このプログラム
により、免疫関連疾患の病因や治療法、新規の治療技術等を深く理解しトランスレーショ
ナルリサーチや臨床研究を統括指導する能力とともに、リーダーとして必要な人間力（多
角的視点、俯瞰力、総合的判断能力、統率力など）を育み、将来、国内外の大学や研究所
のみならず製薬企業等で新しい治療薬や治療法の開発を推進するリーダー、大学病院など
の基幹病院で先端医療の開発・実践を統率する責任者や医療行政機関の指導者として活躍
できる人材の養成を目指す。

難治性の免疫関連疾患（アレルギー、自己免疫疾
患、癌、心血管疾患など）に特化した「治療学」
の推進リーダーを養成するプログラムを、医学と
薬学が融合した大学院医学薬学府博士課程に組織
し、領域横断教育と産学官連携によりグローバル
社会で活躍する実践的なリーダーを育成する。

先端研究に国立大学で共用できる研究装置、資源、技術などで、貴大
学（大学院）から提供できる研究 リソー スがありましたら、お書きくださ

”医薬品の患者に対する適正使用に関する教育”を実
施する。”個々の患者の症状や背景を考慮した個別的
かつ有効で安全な薬物療法の提供に積極的に貢献で
きる薬剤師”を養成する。

県内の製薬企業において、研究、開発、品質管理、営
業などの業務を有機的に結びつけたインターンシップ
を実施することにより、将来製薬企業等で活躍できる
高度職業人としての自覚をもたす。

企業特別実習（インター
ンシップ）

「製薬企業において薬学研究，品質管理や開発業務に携わる人材育成」に関して，医薬品
の製剤化とその品質の保証を理解するために、生命・物質化学を基盤とする最先端の研究
を体験する。

１． 生命・物質科学を基盤とする最先端の研究を理解
する。
２． 医薬品の製剤化の方法論を学ぶ。
３． 医薬品の品質保証の基礎を学ぶ。
４． 学生個人の専門領域を超えて幅広い分野の最先
端研究を体験することにより，より広い専門分野を理解
する。
実習を通して，教員・学生間の幅広いコミュニケーショ
ンを図る。

社会薬学実践研究

薬学部６年制となり、薬剤師免許取得後に高度な薬剤師業務を経験する機会がなくなっ
た。本インターンシップは、先駆的薬剤師として活躍するために大学院博士課程において
臨床実習を行う。

富山

企業特別実習（インター
ンシップ）

高度職業人育成のために、製薬企業において医薬品の管理・研究開発に関するインターン
シップを行う

薬科学特論 大学教員、製薬企業の研究者による講義を聴講する。

医薬品薬効動態学実習

「チーム医療における薬物療法の要となる人材育成」に関して，医薬品の効果と体内動態
を理解するために、生命科学を基盤とする最先端の研究を体験する。

1． 医薬品の薬効と動態を解析し、理解するため
に生体の機能を細胞、個体レベルで理解する。
2． 医薬品の体内導体解析法を学ぶ。
3． 医薬品の薬効評価・解析法を学ぶ。
4． 学生個人の専門領域を超えて幅広い分野の最
先端研究を体験することにより，より広い専門分
野を理解する。
実習を通して，教員・学生間の幅広いコミュニ
ケーションを図る。

病院特別実習（インター
ンシップ）

医療行政などの現場で、社会のニーズに応え得る実践的な方法論と問題意識・主体性を習
得する。東京大学医学部附属病院、国立がん研究センターにおける実習と東京大学大学院
薬学系研究科の講義で構成。

研究室と研究科内外の関連施設が連携し、創薬など
の現場で、社会のニーズに応え得る実践的な方法論と
問題意識・主体性を修得する。

博士課程教育リーディン
グプログラム「免疫シス
テム調節治療学推進リー
ダー養成プログラム」

ワンストップ創薬共用ファシリティ（創薬共用センター）を整備し、質量分析・構造解
析・生体機能解析の３分野における先端的設備を集約して配備し、これを産業界な
どの外部機関へ提供している。



金沢

熊本

2)資源、技術など

熊本

平成26年度
の発表件数

うち博士課
程院生関与

平成27年度
の発表件数

うち博士課
程院生関与

2014年1月
～12月の論
文件数

うち博士課
程大学院学
生も関与し
た論文件数

2015年1月
～12月の論
文件数

うち博士課
程大学院学
生も関与し
た論文件数

北海道 20 3 9 0 12 1 14 0
東北 2 0 1 1 7 2 22 3
千葉 4 0 2 1 14 7 6 3
東京 6 2 11 4 0 0 2 1
富山 23 1 11 0 15 0 19 1
金沢 50 1 20 2 22 3 16 3
京都 4 1 4 1 4 1 1 0
大阪 14 1 4 1 7 3 8 0
岡山 0 0 2 0 0 0 2 0
広島 3 2 6 3 2 2 5 3
徳島 13 3 8 4 7 2 11 2
九州 68 4 28 1 19 3 12 1
長崎 36 3 27 5 8 0 9 0
熊本 10 7 11 9 30 5 19 5

合計 253 28 144 32 147 29 146 22

北海道 生命科学院共通科目　特別講義
Ｄ１―Ｄ４

年次

金沢大学ＨＰ上に「設備共同利用推進室－設備共同利用推進総合システム」があ
り、このシステムの中に学外の研究者が利用できる設備を紹介している。

教育・研究のグローバル化に対応した人材育成サマーインスティテュートとして、海外提携校との共同で開講する科目。

3-2) 国際化を進めるための大学院としてのプログラムなどを策定または企画されている
場合は、名称、概要、対象、目的等をお書きください。

３. 研究教育の国際化について
先導的薬剤師事業の発展としての次年度からのプログラムでは、国際化が大きなテーマの一つとなっ
ていますので、これについて貴大学院での取り組みをお尋ねします。学会発表件数、論文件数につい
ては、学部へのアンケートと重なる部分もありますが、その部分は同じご回答でかまいません。

3-1) 現状の国際共同研究として 学会発表した件数と学術誌に掲載した件数をご回答ください。
また、その中で博士課程大学院学生の関与した件数をご回答ください。

マウスにおける遺伝子操作技術
各種製剤の調製 （錠剤、散剤、軟膏剤、注射剤）

打錠機、各種製剤試験器 (溶出試験、崩壊試験、硬度、摩損度など)
Step One Plus Real-Time PCR system version 2.1



Ｄ１―Ｄ３
年次

Ｄ１―Ｄ４年
次

1.　疾患の病態と創薬に関する最新の基礎および
臨床研究を理解できる能力を身につける。
2.　伝統医薬学と近代医薬学との概念を対比させ
ながらそれらの知識を習得する。
3.　合成薬・天然薬物の有害作用・毒作用に関す
る国際的課題と科学的解決にむけた取り組みを理
解する。
4.　薬物治療の対象となる生体の機能や遺伝子制
御機構に関する最先端研究を理解し，その知識の
応用能力を培う。
5.　民族・人種に共通する問題疾患の病因・病態
を理解し，治療薬の作用機構や創薬に関する知識
を身にける。

海外で研究者としての経験をつむ

エアロゾルが引き起こす大気・海洋・
生態系反応に関する国際研究拠点形成
（日本学術振興会頭脳循環を加速する
戦略的国際研究ネットワーク推進プロ
グラム平成27年採択事業）

21世紀の二大大気環境問題であるPM2.5と黄砂の大量発生・越境汚染が同時
に起こる東アジア域には，今 回連携する海外研究グループを含めて世界の
多くの環境科学研究者が強い関心を抱いており，この地域の 研究者と共同
研究できる機会を望んでいる。金沢大学は，すでに環日本海域の中国，韓
国，ロシアの研究 者を中心に長年にわたって国際共同研究ネットワークを
形成しており，有害性エアロゾル（黄砂，燃焼粉 じん，バイオエアロゾル
等）の研究実績を積み，アジアの大気研究を牽引する立場にある。さらに，
大規 模大気観測（大型航空機使用，高性能サンプリング技術）やエアロゾ
ルの解析技術（化学分析と微生物の 解析手法）の優れた業績/技術を有し，
国際的に評価が高い下記の海外機関と連携することにより，アジア 広域で
の大気観測・分析を強化して，越境輸送プロセスからその気象や健康・生態
系影響までを統合的に 解析できる世界唯一のエアロゾル研究国際拠点を構
築することができる。

金沢

海外のトップクラスの研究機関と世界水準の国際
共同研究を行うことを通じて､相手側への若手研究
者の長期派遣と相手側からの研究者招へいの双方
向の人的交流を展開する。

薬物動態を基盤とする医薬品の安全性
に関する研究拠点形成
（日本学術振興会頭脳循環を加速する
戦略的国際研究ネットワーク推進プロ
グラム平成26年採択事業）

病態とその分子機構の理解や診断・分析技術などの進展によって、創薬基盤
の充実化は進んでいる にもかかわらず、創薬成功確率は低いままである。
その主原因は予期せぬ副作用として臨床で初めて 現れる医薬品毒性であ
る。薬の主作用発現機構は創薬段階から明確であるが、副作用に伴う毒性は
多 様な発症機構が関与するため、事前予測による回避は容易ではないのが
現状である。その一因は毒性 発症機構に関する情報があまりにも少ないこ
とである。一方、複数の医薬品が併用される臨床では、 単剤では観察され
ないが、併用薬間の相互作用によって初めて生じる毒性事例が増えており、
その原 因解明研究が進められている。このような医薬品毒性を克服するた
めには、毒性情報を蓄積していく ことが基盤となる。すなわち、重篤な毒
性が生じた既存医薬品について、それぞれ毒性発症機構の解 明とその診
断・予知バイオマーカーの探索を進め、得られた情報をデータベース化する
とともに毒性 評価手段を樹立することが求められる。さらに、毒性は薬物
の過剰な臓器蓄積性や活性代謝物生成な ど薬物動態特性が原因となること
から、動態情報と毒性情報を融合させて初めて精度の高い毒性予測 が可能
になる。本課題では、まず重篤な毒性例をもとに海外連携研究機関との共同
研究によって毒性 発症機構と薬物動態特性に関する研究実績を蓄積し、そ
の成果と形成された国際的ネットワークを基 盤に安全性を重視した創薬と
医療推進に有用な医薬品の毒性情報を発信・集積する拠点を形成すると と
もに、本研究分野に対応できる人材の育成を目的とする。

海外のトップクラスの研究機関と世界水準の国際
共同研究を行うことを通じて､相手側への若手研究
者の長期派遣と相手側からの研究者招へいの双方
向の人的交流を展開する

富山

富山大学国際交流基金

博士課程の間に、海外の大学のラボで３カ月から６カ月の研究生活を送るた
めの費用のおおきな部分を大学が負担する。
（今年、開始されたこと、今年度は薬学部からの先生がなかったため詳細は
今後決まっていくと思います）

国際医薬学特論

今日，国際社会のグローバル化は，さまざまな疾患の分子病態生理の解明と
それに基づく医薬品開発の臨床・前臨床研究にも及び，近代医薬学の進展を
牽引している。一方，元来，地域や民族の歴史・文化・風土に根ざした伝統
医薬は，現代医療においても重要な役割を果たしているだけでなく，近年で
は伝統医薬に関する研究についても，創薬の対象として国際化が進行してい
る。このような医薬の国際化・グローバル化を踏まえ，本講では生薬学・天
然物化学，薬理学，薬剤学，分子生命薬学，伝統医薬学領域における基礎知
識と最新情報を概説し，民族・人種や国の違いを超えた医薬研究に関する課
題と最新の方法論について理解を図る。なお、全ての講義は英語で実施す
る。外国人と日本人の両方が参加し、理解を深める。



徳島 Ｄ１年次

統合医療学際教育英語プログラム 21 世紀における世界的課題である人間環境,栄養,保健,感染予防並びに医薬
の分野における諸問題に対応できるように,世界の各国で活躍できる教育・
研究者及び行政の専門家を育成することを目的として,医学,栄養学,保健学,
歯学,薬学に関する講義を総合的に包括して英語で行う。
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特別研究経費最終成果報告書 

（岡山大学） 

 

事業名：先導的薬剤師養成に向けた実践的アドバンスト教育プログラムの共同開発 

 

グループ課題名：長期課題研究及びアドバンスト教育プログラム／最先端創薬研究プログ

ラム 

 

事業実施大学：岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 

 

担当者：波多野 力、竹内靖雄、上原 孝、名倉弘哲 

     

１． 長期課題研究およびアドバンスト教育プログラムに関する取り組み 

 

1-1. 病院・薬局と連携した教育およびアドバンスト教育 

（１）臨床系教育の積極的な展開 

 岡山大学で、先導的薬剤師養成事業の過程で確立してきた病院・薬局と連携した教育や、

アドバンスト教育としての要素を持つ、特徴的な授業の例を以下に示します。 

 臨床薬学では、臨床での薬剤師業務および適正な薬物療法の実践について理解を深める

ことを目的とし、TBL (Team-Based Learning)を用いた演習的な授業として実施していま

す。内容としては岡山大学病院薬剤部から提供された症例等に基づき、標準的薬物治療を

理解・実践するために薬物治療方法について治療ガイドライン、およびガイドラインに記

載のある薬物、臨床検査値や患者情報の解釈するための知識を身に付け、さらに特別な対

応を要する薬物療法についての知識を修得することとしています。TBL においては、PBL 

(Problem-Based Learning)の目指した能動的学習や統合的学習などは継承しながら、学習

者の問題解決能力向上、および効果的・効率的な教育資源活用に取り組んでいます。TBL

は 1970 年代後半に L. K. Michaelsenにより考案され、経営学、自然科学などの教育課程

に用いられてきたもので、さまざまな教育方略が組み込まれており、PBL とは異なって事

前に問題が与えられ、個人とチーム単位の双方から解決していくプロセスから学習を深め

る特徴を持つ能動的学習方法となっています。早期に PBLを導入している米国ミシシッピ

大学薬学部の教育研究システムにおいても、後述のように、近年は TBL形式の授業が取り

入れられています。 

 臨床薬学演習 Iでは、医師の治療方針、薬剤処方意図、さらに患者の気持ちをより理解で

きる薬剤師の養成を目指し、培った知識と技能、態度を臨床応用できる訓練を目的として

います。この授業は、平成 22年度より岡山大学薬学部と 3名の医師（開業医）らとの連携

による地域密着型医療教育として実施しています。主な内容としては、①外来患者への予
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診（問診は医師が行う）・視診・聴診・触診、②電子カルテへの予診の記録、③バイタルサ

インチェック、④レントゲン検査、⑤心電図・心腹部エコー検査、⑥デイケアサービスで

の診療、⑦リハビリ室の診療・理学療法作業療法体験、⑧訪問診療・在宅診療への同行、

⑨小学校の健康診断助手、⑩医師会懇話会参加を実施しています。 

臨床薬学演習 II では、処方せんの解析や病棟業務の疑似体験を通して、患者病態の理解

と適切な薬物療法の実践について理解を深め、病院・薬局実務実習の予備知識を得ること

を目標としています。この授業はチーム医療教育プログラムとして、医学科（5 年生）、保

健学科看護学専攻・検査専攻（4年生）学生と、薬学科学生が、岡山大学病院総合内科医師、

薬学部教員のもとで、実際の外来患者の情報に基づき、ハワイ大学式 PBLを導入しチーム

ワークとして、診断・検査・治療（薬物治療を含む）の方針を決定することとしています。 

 

（２）ヒューマニズム教育と学生評価 

 ヒューマニズム教育の推進は重要ですが、その教育の実施については、特に学生の理解

をどのように評価するのかなど、難しい問題があります。これに対する取組の一例を以下

に示します。 

薬剤師倫理学では、「生と死」、「薬剤師の過誤」、「在宅医療」、「遺伝子解析と薬剤師」、「臨

床研究倫理」など、医療人の薬剤師として必要な倫理について、PBL 方式で学ぶこととし

ています。他者の意見を尊重してより良い結論を導きチームで問題点に対するプロダクト

をつくり情報を発信するという技能を重視し、また特にロールプレイ演習での態度を評価

しています。ロールプレイでは、先端薬学教育研究支援センターの技術職員 3 名に模擬患

者（SP）としてのノウハウを習得してもらい、学生には患者の気持ちに寄り添うコミュニ

ケーション方法を重点的に教育するようにしています。評価は、他者の意見を聴く態度、

考えた内容を発信する能力を客観的に採点するようにし、毎回個人の発言、他者の意見を

聴く態度や情報を収集する能力について教員が各グループをチェックしながら、チームワ

ークとプロダクト（レポート）を評価の対象としています。 

 

1-2. 長期課題研究 

（１）病院との連携研究例―１ 

須野准教授のグループでは、緩和ケアチームにおけるがん性疼痛コントロール向上にむ

けた薬剤師業務の展開、肺移植チームにおける免疫抑制剤適正使用を目指した薬剤師業務

の展開などを実施しています。いずれの研究課題も、薬学部研究室にて研究活動（薬物血

中濃度測定）を行うだけでなく、医療チームの回診およびカンファレンスに同行し、臨床

において各自の測定結果がどのように活用されるか、あるいはそのデータを基に医師らに

どのような処方提案が可能かのディスカッションをも含むようにしています。この研究ス

タイルでは、臨床における医師からの質問、あるいは患者の臨床データから発生する疑問

点に答えるよう問題解決能力も養えると考えられます。このように、早期から臨床研究に
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触れることは次世代薬剤師の育成・教育に有用であると考えています。 

 

（２）病院との連携研究例―２ 

 四宮准教授のグループでは、神戸大学医学部附属病院との共同研究として「遺伝子多型

と分子標的薬の治療効果および副作用発現の関連性」に関する臨床調査研究を行っていま

す。この連携は平成 24年度から継続的に実施しており、教員とともに、学生の積極的な関

与を進めています。その研究成果の一部は、第 24回日本医療薬学会年会（名古屋）におい

て、「STAT3遺伝子多型と分子標的治療薬の皮膚障害発症頻度・重症度との関連性」として

発表し、優秀演題賞を受賞しています。 

 

２． その他の教育改善の取り組みとその方向性 

 

2-1. 学部教育の改善 

現在特に、平成 27年度からの新コアカリキュラムの教育の実際場面での円滑な実施を行

うとともに、これを実施する体制づくりをもさらに積極的に推進することが求められてい

ます。今後の医療をまさに「先導的に」担うとのできる薬剤師の養成を目的とした教育を

意識的に推進すべく、本学では以下のように事業を進めています。 

 

（１）新コアカリキュラムへの対応 

薬剤師教育の改善のため大幅に増強された SBO項目に対応すべく、早期体験学習 II、救

急薬学、臨床治療学概論、臨床統計学を新設することとしています。また、学生の負担が

過大にならないようにするため、これに伴って基礎薬学領域の科目の単位数減も行いまし

た。 

これらのうち救急薬学は、急性期医療、救急薬学に対する広い学識と高度な専門技能を

習得し、医療倫理的観点から生命について考えることをも含め、臨床薬剤師として活躍す

るための意識改革を促すと同時に、緊急時・災害時における医療人としての精神と態度を

涵養することを目的としています。内容としては、救急医療システムの基礎知識から、チ

ーム医療の実践内容、医薬品情報と医薬品管理システムの解説を実施するほか、バイタル

サインの取り方、書き方、使い方などをも含めて緊急を要する疾患と遭遇した場合の救助

法・応急手当など（1次救命処置方の演習）についても学習することとしています。 

 

（２）長期課題研究（卒業論文研究）の充実 

長期課題研究の重視を特徴づけるため、卒業研究に加えて、その基礎となる卒業論文基

礎実習の単位（３年次後期から４年次後期まで；６単位）を必修化しました。また、卒業

論文の実質的な時間を確保するため、３年次後期の研究室配属に関わる進級要件を厳格化

しました。 
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（３）ルーブリック評価の積極的導入 

卒業論文研究や、いわゆるペーパーテストを実施していない臨床系科目等の成績評価の

指標としてルーブリック評価を広く積極的に取り入れることとし、平成 26年度にはトライ

アルを行ってその準備を進めました。 

 

2-2．大学院教育 

2-2-1. 大学院教育プログラムの確立、実施 

 現在の岡山大学大学院医歯薬学総合研究科薬学系博士課程（六年制卒業生対象）におけ

る先導的薬剤師教育では、「創薬を目指した教育プログラム」、「分子イメージングを利用し

た診断法確立を目指した教育プログラム」、「地域指導薬剤師との連携構築プログラム」、「救

急現場における薬剤師専門スキル獲得プログラム」、「がんプロフェッショナル薬剤師養成

プログラム」などを専攻可能としています。 

「創薬を目指した教育・研究プログラム」では、有機天然物系の基礎研究を遂行してい

る研究室に在籍し、薬物候補の単離／構造決定／薬理効果について実験を行っています。

これらの研究を介して、英文原著論文を自ら作成する能力を身に付け、国際学会などでも

プレゼンテーションできるように教育を行っています。「指導薬剤師との連携についての教

育・研究プログラム」では、本学病院薬剤部あるいは実習で連携している薬局において、

指導薬剤師としての教育・指導方法を学び、将来の薬剤師指導者としての役割と実践方法

を身につける教育を行っています。「救急現場における薬剤師専門スキル獲得プログラム」

は、日本臨床救急医学会が認定する救急認定薬剤師養成に向けた認定要件を網羅する教育

システムとして機能することを念頭に置いています。実際に、岡山大学病院救急救命部を

教育・研究現場として使用し、そこで専門的知識と技能を習得しており、その知識をもっ

て臨床現場で直ちに対応できる薬剤師を養成するための教育を行っています。こうした臨

床教育においては、自ら問題点を指摘・提起し、問題点について様々な角度から調査する

ことでそれらの解決方法を立案できる能力の獲得を目指しており、教育プログラムを通じ

て、より深い知識の獲得と現場における薬剤師のスキルアップを目指し、さらには専門／

指導薬剤師の養成に活かせると考えています。 

 一方、博士課程に在籍している学生が専門的な知識を養うため、大学病院の複数の診療

科（内科、精神科など）の協力の下で、事前に講義やカンファレンスに出席することで各

専門分野の治療方針を学び、その後、実際に病棟を担当することで、第一線で活躍する薬

剤師のあり方を探るプログラムを計画しています。現場の薬剤師が複数の診療科を短期間

に担当することは現時点では稀ですから、このような取り組みを大学院のプログラムで用

意することは重要と考えています。このような将来リーダーとなる専門・指導薬剤師の養

成のため、さらに今後、複数の実践的プログラムの導入を計画しています。 
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2-2-2. 臨床上の課題の解決に向けた研究 

 以下に、4年制大学院における研究テーマのうち、救急薬学領域での臨床上の課題の解決

を目指した研究テーマの具体例を示します。 

 

（１） 救急集中治療における CAM-ICUとNEECHAMを用いたせん妄予防対策に関する

研究 

集中治療では、鎮痛・鎮静処置後に発症する「せん妄」が大きな問題としてあげ

られます。鎮静薬の使用方法や薬剤の選択によって、せん妄発症をいかにコントロ

ールするかを検証することを目的とした研究です。 

 

（２） 心拍変動に薬剤師が関与するフィジカルアセスメントの方向性に関する研究 

心肺停止から蘇生に成功し、在宅治療に移行した後は、薬物治療の選択が患者予

後に大きく影響しますが、これについて、特に患者退院後の心拍変動をデータ化し

ながらモニターし、薬物治療の選択に生かそうとする試みです。 

 

（３） 急性期患者に対する漢方処方の有用性評価に関する研究 

救急・集中治療では疾患亜急性期から種々の症候に対して漢方処方が多用されま

すが、その効果については検証がなされていないのが現状です。そこで、その有効

性と使用方法を明確にすることが研究課題となります。 

 

（４） 敗血症性 DIC患者を対象とした薬物治療評価研究 

ショック状態で搬送された患者では、重症化して敗血症を併発するケースが見ら

れます。抗菌薬の使用やトロンボモジュリン製剤が多用されるなかで、薬剤経済学

的評価を含めて、その治療法の開発を進めようとする研究です。 

 

2-2-3. 最先端創薬研究 

 大学院博士課程の学生による創薬研究が、以下に示す例のように進められています。 

 

（１）アシネトバクチンおよび関連化合物の合成研究 

Acinetobacter属の細菌は、自然界に広く分布しますが、日和見感染症を誘起し、特に近

年では、院内感染を蔓延させる原因菌であることが知られています。アシネトバクチンは、

1994年に Acinetobacter baumanniiから単離・精製されたシデロフォアで、キレーターと

して環境中の鉄を取り込む作用を有すると考えられます。当初提案された構造が誤ってい

たことからその全合成を実施するとともに、構造上の要因による反応性や、抗菌作用など

について検討を進めようとしています。 

 



6 

 

（２）薬剤耐性菌に対する天然物の探索研究 

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）は院内感染の主要な原因菌として重要である

ばかりでなく、市中感染も米国などで community-acquired MRSA として問題化していま

す。さらに、ほとんどの抗生物質が無効であるバンコマイシン耐性腸球菌（VRE）も出現

するようになっており、こうした各種薬剤耐性菌による感染症は人類にとって大きな脅威

となっています。これまでに、各種タンニンや低分子ポリフェノールに MRSA や VRE に

対する抗菌活性や、薬剤耐性抑制作用を見出してきたことから、さらに有用性が高く低毒

性の、生薬・薬用植物に基づく物質の探索を進めようとしています。 

 

３． グローバルな薬学教育への取り組み 

 

3-1. アジア諸国の薬学生との交流 

これまでの韓国・成均館大学薬学校、およびベトナム・ハイフォン医科薬科大学と、岡

山大学との大学間協定に基づく教員・学生の交流実績を基礎に、「国際連携薬学セミナー」

を学部専門科目として平成 28年度に開設し、アジアの薬学部学生間交流、ならびに訪問大

学での英語開講薬学関係科目の聴講を行うこととしています。 

 

3-2. 米国ミシシッピ大学薬学部との交流 

 平成 25年度から、合葉准教授、須野准教授を中心に、米国ミシシッピ大学の薬学部との

教育交流を実施してきており、その課程では、同大学の薬剤師養成カリキュラムの構成や

実際の授業や実習手法、さらに、これらの背景にある教育基本方針について、意見交換を

行いながら、多くの内容を学んできています。特に座学型授業と問題解決型授業の組み合

わせや、問題解決型授業での TBLの活用など、本学の薬剤師教育の課題についてさらに検

討を進める機会となっており、今後も、こうした交流が重要と考えられます。 

 

４．地域および隣県の病院、職能団体、他職種等との連携・協力 

 岡山県薬剤師会および岡山県病院薬剤師会・岡山大学病院の協力のもとに、実務実習を

実施している他、これらの職能団体等と連携して薬剤師研修協議会を構成し、県内の薬剤

師の生涯教育を進めています。 

 特に本学薬学部開設科目の「コミュニティーファーマシー」は、岡山県薬剤師会の熱意

ある教育に支えられており、そこでは、医療の担い手である薬剤師がその職責をもって地

域で果たすべき役割を認識するために、保険薬局における薬剤師の業務と遵守すべき規則

を理解・修得することとしています。 

さらに、本学による独自の取り組みとしては、公開講座や、講演会などを通じて、薬剤

師の卒後教育・リカレント教育を進めており、平成 27年度公開講座では、三好教授による

「グローバル化する感染症と感染症研究」、上田准教授による「体の機能を可視化する：分
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子イメージング」、名倉教授による「急な体の異変に薬で対処できますか？」と題する３講

演を実施しています。また、平成 27年度の公開セミナーとして、病院薬剤師の参加をも得

ながら、琉球大学医学部附属病院薬剤部長・中村克徳教授による「医薬品の副作用予測と

薬剤師」と題する講演が実施され、そこでは、医薬品の副作用やその遺伝子レベルでの検

討の進歩、地域の食生活をふまえた食品・医薬品間の相互作用についての検討の重要性や、

沖縄の地域医療における琉球大学病院を中心としたネットワーク等、多くの話題が提供さ

れました。 

以上の他、本学では川崎医大附属病院との教育・研究連携を実施しており、その成果の

一部については、第 24 回日本医療薬学会年会（2014 年 9 月、名古屋）などで報告してい

ますが、同病院は、地域医療の中核病院として幅広い診療体制を整える大規模病院であり、

教育面での協力関係の構築をさらに進めているところです。 

さらに、合葉准教授を中心として、香川県、高知県の薬剤師会等との連携をも進めてお

り、近県の看護師・栄養士・臨床心理士等の方々による講演等をも実施することによって、

薬学部の学生に医療関係の他職種の職能が大きく変化している中で、他職種との協力を進

める必要性をも示すようにしています。平成 27年度には、合葉准教授が学生とともに国立

病院機構四国こどもとおとなの医療センターを訪問し、妊婦授乳婦薬物療法について、学

生が学ぶ機会としています。 

 

４． 平成 28年度以降の展開に向けた取り組み 

 

平成 28年度から本学では、学生の修学時間の確保、学生の留学機会の確保、長期インタ

ーンシップの実現、入学から卒業までの教育の体系的再構築を掲げ、60 分授業制度および

4学期制を導入することとしており、そこでは厳格な成績評価をも進めることとしています。

薬学部の専門科目教育においても、薬学教育新コアカリキュラムを着実に実施するととも

に、本学独自の取り組みをも含めて、リーダーとしての素養を持った薬剤師の育成を進め

ていく必要があります。中でも、地域医療に対応した薬剤師の育成は、地方国立大学とし

て特に重要であり、上述のような地域・県内外の医療機関とのこれまでの連携を基礎に、

さらに継続的に発展させていく必要があります。 

 岡山大学は、文部科学省の「新興・再興感染症研究拠点形成プログラム」で平成 19年度

にインド感染症共同研究センター（インド研究拠点）を開設し、同省「感染症研究国際ネ

ットワーク推進プログラム」を経て、平成 27年度からは、日本医療研究開発機構（AMED）

「感染症研究国際展開戦略プログラム」に参画しています。コルカタ市の National 

Institute of Cholera & Enteric Diseases（NICED、インド国立コレラ及び腸管感染症研究

所）内に設置された研究拠点に教員 3 名、事務職員 1 名が派遣され、常駐しています。こ

うした海外との研究協力は薬学系の各教員もそれぞれ実施しているところであり、今後の

グローバル化に対応した教育への展開も求められるところです。 
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特別研究経費最終成果報告書 

（東北大学） 

 

事業名：先導的薬剤師養成に向けた実践的アドバンスト教育プログラムの共同開発 

 

グループ課題名：長期課題研究及びアドバンスト教育プログラム／最先端創薬研究プログラム 

 

事業実施大学：東北大学薬学系研究科 

 

担当者：富岡佳久、平澤典保、佐藤 博、村井ユリ子、永沼 章、大島吉輝、山口雅彦 

 

 

１． はじめに 

２．  

 東北大学大学院薬学研究科・薬学部の教育理念は、薬を通じて人類の福祉と発展に貢献できる人材を

育成することにある。また、薬の創製から適正使用までの過程において、国際的な視野に立ち、薬学分

野において将来を担える先導者へと成長できる質の高い人材を養成することにある。さらに薬学研究に

おいては、その知識・技術の習得のみならず、応用力を備える力を醸成するため、特に長期課題研究に

主体的に取り組みながらの教育が重要であると考えている。 

 薬学部（定員８０名）は、大学院での教育研究も視野に入れた創薬科学科（４年制：定員６０名）と

薬の専門家として医療の発展を担いうる人材を養成する薬学科（６年制：定員２０名）の２学科で構成

される。薬学部の入学者は、現在、一般選抜入試と AO 入試により一括募集しており、３年次後期より

学生の希望等をもとに創薬科学科と薬学科に分かれ、それぞれの専門性を目指す。同時に各研究室に配

属され、長期課題研究をスタートさせる。学生は、各分野説明会や研究室見学をもとに所属分野先を選

択する。現在、学生の配属先となる研究分野は２３分野となっている。表１には、平成２３年度～平成

２６年度卒業生における薬学科学生の各研究分野への配属状況を示した。なお、平成２３年３月１１日

に発生した東日本大震災によって、貴重な研究資源、設備、時間が失われたが、関係者の支援と努力に

よって復旧は進んでいる。 

 

表１ 東北大学大学院薬学研究科・薬学部における薬学科学生の研究分野への配属状況 

分  野 23 

年度 

24 

年度 
25 

年度 
26 

年度 
27 

年度 
分  野 23 

年度 

24 

年度 
25 

年度 
26 

年度 
27 

年度 

医薬製造化学 

分子設計化学 

合成制御化学 

反応制御化学 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

生体防御薬学 

遺伝子制御薬学 

細胞情報薬学 

生命機能解析学 

1 

0 

2 

0 

0 

0 

2 

0 

0 

0 

2 

0 

0 

2 

1 

0 

0 

0 

1 

0 

分子変換化学 

医薬資源化学 

物性解析化学 

生物構造化学 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

臨床薬学 

がん化学療法薬学 

生活習慣病治療薬学 

薬物療法学 

4 

2 

2 

1 

4 

3 

4 

0 

4 

5 

3 

- 

1 

4 

4 

- 

2 

4 

4 

- 

分子動態解析学 1 0 0 1 0 病態分子薬学 1 0 1 1 2 
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薬理学 

臨床分析化学 

分子細胞生化学 

薬物送達学 

衛生化学（薬物動

態学） 

0 

0 

1 

1 

1 

2 

2 

1 

0 

2 

0 

1 

0 

2 

2 

0 

0 

1 

2 

2 

0 

2 

0 
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２．東北大学薬学部における「長期課題研究」教育プログラム 

 

 本事業においては、高い研究実践力と自立的な課題探求能力を養うため、長期課題研究（卒業研究）

として、優れた学術研究基盤を活用した最先端研究プログラムや実務実習の成果を組み入れた自立的研

究プログラムの開発を行うものである。平成２５年度に公開された国立大学改革プランミッションの再

定義において、国立大学の薬学分野においては、基礎から臨床までを通じた世界水準の創薬研究の推進

と、医療人としての使命観・倫理観と研究マインド・課題発見解決能力を備えた、薬学教育研究を担う

人材や医療の現場で先導的役割を果たす薬剤師の育成を進めるよう求められている。本学では、①分野

横断型教育の推進による、独創的で国際的競争力を有する研究者・教員の養成、②世界を牽引する有機

化学研究の実績を活かし、創薬を指向した基礎研究を推進、③研究力量を有し薬物医療を通じて貢献す

る指導的薬剤師の養成の３観点を基盤として取り組んでいる。それ故、長期課題研究に取り組む時間は、

学生にとって最も重要である。学生は、各分野において最先端の研究に参画しながら、問題発見力、問

題解決力、指導力、コミュニケーション力、リーダシップなどを磨くことになる。図１～３には、本学

における平成２３年度～平成２５年度薬学科卒業生における研究課題名を示した。各研究分野において

多様な最先端学術研究テーマを選定し、卒業研究に取り組んだことが確認された。また分野間の共同研

究を通じて、広い知識とスキルを修得する”研究室ローテーション”の体制を確立した。平成２６年度卒業

予定者まで合わせると６年制薬学教育卒業生は、現時点で８０名となっているが、基礎薬学系テーマが

７１件（約９０％）、臨床薬学系テーマが９件（約１０％）であった。また、基礎薬学系を化学系、物理

系、生物・医療系に分類した場合、９０％以上が生物・医療系のテーマであった。引き続き”薬学”という

専門性に基づいて、独創的・先端的な研究を体験することを通じて、薬学研究者、指導的薬剤師（ファ

ーマシストサイエンティスト）、橋渡し研究に貢献できる人材、領域横断的研究の推進あるいは他の研究

科との連携をコーディネートできる人材育成を継続することが大切であると考えられる。 
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図１ 平成２３年度長期課題研究 

 

 

図２ 平成２４年度長期課題研究 

 



4 

 

 

図３ 平成２５年度長期課題研究 

 

 

 

３． 東北大学薬学部における「アドバンス」教育プログラム：大学院特論演習の聴講制度の確立 

 

 長期課題研究の時間を利用して、大学院で開講している医療薬学特論と応用医療薬学特論を薬学科３

年生が自由に受講することができるようにしている。例えば、平成２３～２６年年度に開講した医療薬

学特論においては各講義回に３-４名（定員の２０％）の学生が参加した。平成２６年度に開講した医療

薬学特論では、自らが目指す先導的薬剤師としての役割を自覚し、将来の医療の担い手としての基本を

学ぶものとして開講した（表２）。 

 

表２ 平成２７年度医療薬学特論（１８０分／回） 

回 テーマ 一般目標・概要 

１ 医療薬学の理論と実践 Pharmaceutical Careと Patient Care、薬剤師に求められる Disease Management、

薬剤師の専門化の必要性とジェネラリストとしての重要性について理解する。 

２ 薬物療法のアウトカムの評価

と臨床研究 

薬剤師の役割として薬効評価や副作用の早期発見、また来局された方のトリア

ージが重要であり、そのためには患者のバイタルサインの評価が不可欠である

ことを理解する。 

３ 最新化学診断法 質量分析法による各種疾患の化学診断法の進歩や、その技術を応用した TDM の

実践並びにバイオマーカー探索に関する最新動向を理解する。 

４ 医薬品開発から市販後安全対 医薬品開発から市販後安全対策について、近年の薬事行政や国際的な動向も踏
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策まで まえ、承認審査や市販後安全対策の実例を挙げながら概説できる。 

５ 医薬品情報の解析・評価と活用 医療への理解を深めるため、医薬品情報の観点から医薬品の適正使用について

論じることができる。 

６ 遺伝子多型診断による個別化

薬物療法 

薬物代謝酵素や薬物トランスポーターの遺伝子多型診断による医薬品の選択、

投与量設定、副作用回避などに関する個別化薬物療法の臨床応用例を理解する。 

７ 妊娠高血圧症候群の病態と治

療 

妊娠高血圧症候群について、その定義・分類や病態を学び、さらに現在行われ

ている治療法とその問題点、今後向けての展望などを議論できる。 

８ リスクマネジメントの理論と

実践 

医療安全の基本的な考え方を学び、複雑な高度先進医療に参画する薬剤師とし

て、リスクをマネジメントする重要性を理解する。 

９ 医療経済の理論と実践 主に病院経営や患者利益の観点から、薬剤経済学的なアプローチに関する理論

と実践について理解する。ジェネリック医薬品の位置づけを理解する。 

１０ 糖尿病の薬物治療の進歩 糖尿病の発症と病態ならびに治療薬の作用機構について理解する。さらにその

現状での問題点と最新の動向について理解する。 

１１ がん専門薬剤師の役割と責務 がん治療における専門薬剤師の役割について理解する。また、次代の治療をよ

り安全かつ有効なものとするための研究の必要性について理解する。 

 

４． 東北大学薬学部におけるその他の取り組み例と今度の取り組み 

 

 本学では、平成２０年度に文部科学省特別経費（教育改革）「高度医療を担う次世代型専門薬剤師育成

のための実践的臨床薬学教育システム構築」、平成２５年度からは同「スーパージェネラリスト・ファー

マシストの養成」が採択され、魅力ある大学院教育プログラムの開発を進めている（図４）。平成２８年

度からは、「スーパージェネラリスト・ファーマシスト・PLUSの養成プログラム」として、２０２５年

問題に向けた職能変化に対応し、革新的取組を推進し、地域包括医療を先導・マネジメントできる優れ

た先導的薬剤師の養成と先端創薬臨床研究の発展を先導するリーダーの創出を目的として、地域医療先

導力形成教育研究プログラム、革新的医薬品評価開発力形成教育研究プログラム等を初めとする教育プ

ログラムの開発に取組むことにしている。平成２６年度から台北医科大学薬学部と教育研究協力提携し、

平成２６年度と平成２７年度には台北医科大学薬学部学生を特別研修学生として１か月間受け入れると

ともに、平成２７年度には本学教員と学生を派遣し、交流を図る機会とした。また、東北がんプロフェ

ッショナル養成プラン、東北がんプロフェッショナル養成推進プラン、革新的医薬品・医療機器・再生

医療製品実用化促進事業「レギュラトリーサイエンス：ゲノム薬理学、バイオマーカーを用いた医薬品

の有効性・安全性に関する評価方法」、創薬等支援技術基盤プラットフォーム事業「大型創薬研究基盤を

活用した創薬オープンイノベーションの推進」等に参画し、学部教育の充実化に資するとともに各領域

での専門家の養成に取り組んでいるところである。 
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図４ その他の教育研究事業例 

 

 

 

５． シンポジウムの開催 

 

 平成２５年１１月９日（土）１３：３０～１７：００に東北大学大学院薬学研究科大講義室を会場と

して、シンポジウム「長期課題研究及びアドバンスト教育プログラムおよび最先端創薬教育プログラム」

について、シンポジストとして名倉弘哲先生（岡山大学）、平澤典保先生（東北大学）、草間真紀子先生

（東京大学）、眞野成康先生（東北大学病院）をお招きして開催した（図５）。また、平成２７年１０月

１８日（日）１３：００～１７：００には、せんだいメディアテークスタジオシアターを会場として、

シンポジウム「薬剤師職能将来と期待 ～チーム医療と地域包括ケアへの貢献～」について、教育講演

に田宮憲一氏（厚生労働省医薬食品局）、特別講演に今井博久氏（国立保健医療科学院）、シンポジスト

として安藤京子氏（宮城県保健福祉部薬務課）、高橋智惠氏（（株）スズケン薬事事業部）、島貫英二氏（ク

オール（株））、佐賀利英氏（石巻赤十字病院薬剤部）をお招きして開催した（図６） 
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図５ シンポジウム「長期課題研究及びアドバンスト教育プログラムおよび最先端創薬教育プログラム」

について 

 

図６ シンポジウム薬剤師職能将来と期待 ～チーム医療と地域包括ケアへの貢献～」について 

 

 

６． 最後に 

 

 今後、高齢化社会における地域医療の課題解決のため、先導的薬剤師の果たす役割はさらに拡がり、

また医療のさらなる高度化により薬剤師にはより高度な機能が期待される。医療の現場や創薬の領域に

おいて、自らの力で推進できる能力、倫理観を涵養し、優れた医療人・研究者の育成を進めるとともに

新たな薬剤師の役割に繋がる取り組み、大学院への進学を促進する取り組みを積極的に進めていきたい

と考えている。 



特別研究経費最終成果報告書 

（東京大学） 

 

事業名：先導的薬剤師養成に向けた実践的アドバンスト教育プログラムの共同開発 

 

グループ課題名：長期課題研究及びアドバンスト教育プログラム／最先端創薬研究プログラム 

 

事業実施大学：東京大学薬学系研究科 

 

担当者： 新井洋由、澤田康文、草間真紀子、堀里子、三田智文 4、山本武人 

 

１．はじめに 

 

東京大学では、高い研究能力と自立的な課題探求能力を養うことを目指して、長期課題研究およびア

ドバンスト教育プログラムの開発に取り組みました（表 1）。また、大学院博士課程では、国際的に指導

的な立場で活躍できる薬剤師資格を有する創薬研究者の養成を目指して、最先端創薬研究プログラムの

開発に取り組みました（表 1）。 

 

表 1. 東京大学において開発に取り組んだ教育プログラム 

教育課程 教育プログラム 

学部 （1）学部－実習病院薬剤部との連携による処方解析演習 

（2）学部－病院実習の連携による緩和ケア講義 

（3）薬局実習－指導薬剤師と大学教員の連携による課題解析実習 

（4）病院実習－臨床研究支援センターでの実習 

（5）長期課題研究 

大学院 

 

（1）創薬学実践研究 

（2）医療薬学実践研究 

（3）社会薬学実践研究 

 

２．学部教育 

 

（１）学部－実習病院薬剤部との連携による処方解析演習 

本学では 2010 年より、事前学習と病院実務実習との一貫性を強化することを目標に、実習先となる東

京大学医学部附属病院での典型処方を事前学習の段階から学生に提供しています。注射指示箋を含む合

計 25 ほどの処方箋（指示箋）について、処方中の主な医薬品の特徴、処方意図、留意点、監査、調剤、

服薬指導のポイントをまとめて発表する、という処方解析演習を行います。 

学部における事前学習までの教育では、医薬品の薬理作用、薬物動態的特徴、副作用や処方時の注意

を添付文書から読み取る能力や、疾患病態や薬物治療ガイドラインの基礎を中心としたものになります。



その知識に加え、この演習を通じて、臨場感のある処方箋で、東京大学医学部附属病院に多い疾患領域、

治療薬の組み合わせや使い分け、それに処方箋の行間を読むことを学ぶことができました。例えば、東

京大学医学部附属病院に多い臓器移植の種類とそれぞれにおける免疫抑制剤の処方やプロトコール、代

表的な小児や精神科処方、外来の化学療法の流れや主なレジメン、注射薬と処方薬（内服）の処方が挙

げられます。添付文書や成書に記載のない抗生物質や認知症治療薬の使い分け、散剤や粉砕指示の多い

処方の調剤についても学びます。人工透析患者や HIV 感染症患者、身障者や高齢者の医療費、社会保障

について学ぶよい契機となりました。このような演習は、社会のなかでの医薬品、薬剤師について学び、

課題探求能力を養う機会となっています。 

 

（２）学部－病院実習の連携による緩和ケア講義 

本学では 2014 年より、実習先の医師からみた薬物治療やチーム医療を知ることを目標に、実習先とな

る東京大学医学部附属病院の緩和ケアに携わる医師の講義を始めました。内容は、疼痛の診断の難しさ

や、麻薬系鎮痛薬の使用方法や規制、病院内の緩和ケアチーム、さらには、慢性疼痛の臨床研究や医薬

品開発における問題点についてです。学生は、診療側の問題意識を知ることにより、立場の違いによる

問題意識の違いを目の当たりにし、実務実習における課題探索能力を養う大きな契機となりました。 

 

（３）薬局実習－指導薬剤師と大学教員の連携による課題解析実習 

薬局実習を通して実践的な問題発見・解決能力の向上を図ることを目的として、指導薬剤師と大学教

員の連携による課題解析実習プログラムを実施しました。本プログラムは、学生自らが薬局実習の中か

ら医薬品適正使用上の問題点や疑問点などを収集し、調査・解析を行った結果を大学教員・指導薬剤師

を交えて議論するものです（図 1）。 

具体的には、学生が実習中に見出した医薬品適正使用上の問題点や疑問点を、その都度簡単なレポー

ト（「なぜだろう」シート）（表 2）にまとめ、指導薬剤師に報告します。学生は薬局実習期間中、これら

の課題解析に取り組みます。大学教員も薬局訪問時などに定期的にレポートに目を通し、指導薬剤師と

の連携のもと、問題点や疑問点の解決に向けた調査や解析の指導を行います。このような課題解析実習

に薬局実習期間全体を通して組み込むことで、常に問題意識をもって薬局実習に取り組めるとともに、

事例によっては課題解析結果を指導薬剤師のサポートのもと実臨床でフィードバックする経験を積むこ

とができました。さらに、薬局実習に対する意欲の向上にも寄与することができたと考えられます。 

実務実習終了後には、実習生、薬学科 4 年生・6 年生、大学教員・指導薬剤師、地域薬剤師会会員が

一堂に会した課題解析発表会（薬局実習報告会）を実施します。課題解析発表会では、すべての学生が

蓄積された課題解析レポートの中から発表課題を選定し、口頭発表ならびに質疑応答を行いました。各

学生からの発表内容は、さまざまな疾患に対する処方解析、患者の訴えに基づく副作用評価、処方設計

支援や患者服薬ケアにつながる情報作りなど多種多様で、学生間での実習成果の共有の場としても大変

有意義でした。本実習プログラムにより、医療現場における課題解決プロセスを実践的に習得すること

ができたと考えております。 



長期実務実習期間中（ 2.5ヶ月） ： 各施設で実施

指導

実習成果の共有

指導薬剤師

実習生

大学担当教員

課題・ 疑問点
の掘り起こし

↓

臨床事例の
医薬品情報解析

指導

連携・ 情報交換

課題解析発表会
実習終了後

指導薬剤師

発表

大学教員

実習生

『 なぜだろう ？』

シート

記入日、 実習生名、
指導薬剤師 印

＜「 処方内容」 「 調
剤」 「 服薬指導」 の
場面で疑問に思った
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図 1. 指導薬剤師と大学教員の連携による課題解析実習プログラムの流れ 

 

表 2. 薬局実務実習における「なぜだろう」課題例 

＜処方箋チェック関連＞ 

・高用量でのカベルゴリンの処方意図は？ 

・不眠の訴えでプレガバリンが処方された？ 

・歯科処置後のアモキシシリン投与量のエビデンスは？  

・HIV 患者の処方に生活習慣病治療薬の併用例が多いのはなぜか？  

＜服薬ケア関連＞ 

・フォサマック服用前の牛乳及び烏龍茶飲用で吸収率がどの程度変化するか？ 

・タクロリムス軟膏使用中にプールに入りたいとの訴え。どのように対応すればよいか？ 

・ドグマチールであごがはずれたとの訴えは副作用か？  

・患者による薬袋への医薬品戻し間違いとその対策は？ 

・患者が薬剤師に悩みを伝える心理的障壁はなぜあるのだろう？ 

＜その他＞ 

・薬局における副作用評価の課題は？ 

・在宅医療における薬剤師の役割は？ 

・禁煙指導における薬剤師の役割は？ 

 

（４）病院実習－臨床研究支援センターでの実習 

東京大学医学部附属病院での病院実務実習は主に薬剤部にて実施しますが、2014 年より 2 日間は薬剤

部を離れ、臨床研究支援センターの実習が始まりました。医学部のクリニカル・クラークシップに合流



する形で、医学部生と同じ実習を受けました。臨床試験関連知識や実務に関する講義、各部門の見学、

さらに、インフォームド・コンセント取得体験を含む実習です。 

薬剤部以外での薬剤師の活躍の場を見学し、医師、看護師、検査技師、心理士、事務など様々な職種

の協働作業を知ることで、薬剤業務以外でのチーム医療、チームサイエンスのあり方を学びます。また、

この実習では、医学部生との知識の量や種類の違いだけでなく、意識のおき方の違いを実習生は知るこ

ととなります。 

ここではアカデミア発の創薬に向かう東京大学の枠組みを学びます。医学部附属病院内には臨床研究

支援センターのほか、早期・探索開発推進室があり、薬学部には創薬オープンイノベーションセンター

があり、工学部には医療福祉工学開発評価研究センターがあります。さらに、全学の組織としては、TR

（トランスレーショナルリサーチ）機構、産学連携本部があります。本学の薬学科卒業生は、薬剤師と

しての職能を発揮する以外にも、臨床現場から新たな創薬のアイディアを育てるリバース TR の研究者、

基礎研究を通じて医薬品開発に貢献する研究者、行政官、企業人としての進路も多いのが特徴です。こ

の実習は、国際的に指導的な立場で活躍できる薬剤師・創薬研究者として何をすべきか考える契機とな

っています。 

 

（５）長期課題研究 

東京大学では、学部学生は 4 年次 4 月から各教室に配属となり、各教室で薬学領域の最先端のテーマ

について研究します。そして、6 年次 12 月に卒業発表会（発表 10 分、質疑応答 10 分）で研究成果を発

表するとともに卒業論文を作成します。この間、解決すべき問題点の抽出、研究計画の立案、計画に沿

った研究の遂行という研究の基本を体得し、論理的な思考力、創造的精神を育むとともに、教室でのセ

ミナー等の演習、学会での発表、学術論文の執筆などを通して、研究成果の発表や質疑応答の方法を修

得します。 

長期課題研究では、高い研究能力や自立的な課題探求能力を養うとともに、研究者として必要な法規

範や倫理を修得しています。 

 

３．大学院教育 

 

創薬、最先端の医療、医療行政の現場でのニーズに応え得る実践的な方法論と問題意識・主体性を習

得することを目的に、本学では、薬学博士課程に 3 種類の実践研究プログラムを選択科目として提供し

ています。 

 

（１）創薬学実践研究 

東京大学創薬オープンイノベーションセンターでの実習・講義と本研究科で開催される社会人向け教

育プログラムへの参加で構成されています。講義は、アカデミアにおける創薬スクリーニングの意義や

医薬品の探索研究、非臨床・臨床試験、さらに市販後安全性におよぶプロセスを網羅するものでした。

ある医薬品の開発を題材とし、一次スクリーニング系の構築とハイスループットスクリーニング、さら

に確定ヒットを得るための二次スクリーニング系の構築、という実習も行いました。社会人向け教育プ

ログラムは、医薬品の創製、臨床開発、承認審査に従事する人に、最先端の知識を講義やディスカッシ



ョンを通じて提供し、産官学の交流の場を提供するものです。学生はこれに部分的に参加することで、

より実践的な知見を得ることができます。 

 

（２）医療薬学実践研究 

東京大学医学部附属病院薬剤部・関連研究室での、患者に最適な医薬品の選択と用量決定および副作

用の機構解明に関連する研究、討議、病院内各種カンファレンスへの参加で構成されています。研究内

容は、例えば、臨床データを使った疾患モデル作成、といったような、患者に最適な医薬品選択や用量

決定、それに副作用機構解明に関するものです。 

 

（３）社会薬学実践研究 

東京大学医学部附属病院臨床研究支援センター、国立がん研究センター、それに東京大学大学院薬学

系研究科での実習と、本研究科で開催される社会人向け教育プログラムへの参加で構成されています。

本研究科で開催される社会人向け教育プログラムへの参加は、前述の創薬学実践研究と同様です。臨床

研究支援センターの実習は、病院実務実習と同様、医学部のクリニカル・クラークシップに合流します。

がん研究センターでの実習は、の中央病院や早期探索臨床研究センターの見学実習を中心とするもので

す。 

 

４．グローバルな薬学教育への取り組み 

 

東京大学では、大学院生をグローバルな人材として育成するための複数のプログラムが実施していま

す。その一つであるリーディング大学院（ライフイノベーションを先導するリーダー養成プログラム）

は、文科省の博士課程教育リーディングプログラムとして 2011 年度に採択され、 医・工・理学系研究

科と共同で実施しています。グローバルに活躍するリーダーを育成するために、大学院生の海外渡航支

援を行っており、研究能力の強化を目指し海外の研究機関で２ヶ月程度研究を行うサマーインターン、

研究発表や議論力の強化を目指し２週間程度かけて複数の海外研究機関を巡り研究発表と議論を行うワ

ークショップ、海外での自主的な活動を支援する短期研修などに、薬学系研究科薬学専攻の大学院生も

参加しています。 

 

５．今後の取り組み・展望 

 

薬学がカバーすべき広範な基礎科学の教育に加え、高度で実践的な医療薬学の知識と技術を身に付け

た薬剤師資格を有する医療従事者・研究者を輩出することを目指して、教育プログラムを検討する予定

です。また、大学院では、医療薬学、社会薬学、創薬学を機軸に最高水準の教育・研究活動を行い、医

療系薬学、社会系薬学、創薬系薬学などの分野で実践的な研究能力を有する優れた先導的薬剤師、医療

行政従事者、創薬開発・研究従事者を養成することを目的として、新たな教育プログラムの開発を検討

する予定です。  
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